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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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prologue




　少女はノートをめくっていた。

　そのノートは、不思議なノート。

　書いている人は同じ。なのに、交換日記が成り立つ不思議なノートだ。

　記き憶おくを辿たどるよう、少女は思い出をめくり続ける。

　同時に思い描く。

　その時、何を考え、どう思っていたのかを。

　また、それに対し──〝彼〟はどう思ったのかを。

『おい夢ゆめ前さき光ひかり！　いきなり学校行ったら警けい察さつに職しよく質しつされたぞ!?　何やったんだ!?』

　彼の日記に、思わず噴ふき出だす。

　覚おぼえている。間違えて女子更衣室に入ってしまった時のことだ。彼には悪いことをした。

『不良が道を歩いていたら突然美少女にキスされる確率を証明せよ！』

　再び、少女は声を出して笑う。

　ヒーローごっこ中に起きた、とある出会い。あれが、かすみちゃんとの出会いだった。

　それが彼に、幸せなイベントをもたらしたのだからたまらない。

　その光景は何度想像しても頰ほおを緩ゆるませてくれる。

『ひゃっほう！　ほうれんそう！』

　ついに少女は大声を上げて笑い出した。

　彼がかすみちゃんを守るために不良と戦い、ヒーローになった時のお話。

　クラス一の不良が──でも、本当はヘタレな彼が女の子のために一肌脱いで。

　その果てにこの文章を残した。

　そう考えると、少女はもう笑うしかなかった。

　その後に続く、

『やったな、ヒーロー』

『やったぜ、ヒーロー』

　のくだりは、一番といってもいい程に少女にとってお気に入りの思い出だ。

　今も覚えている。

　この文章を見た時に、確かに彼と何かが通じ合ったと感じたのだ。

　その後も、少女はたくさんの記憶をめくりながら笑みを浮かべた。

　彼がかすみちゃんとくっつくよう、おせっかいを焼いた思い出。

　自分の死因を勘違いした少年と彼を、ハラハラしながら見守った思い出。

　雪ゆき瑚こちゃんのラブレター騒そう動どうにおいて、全員がずっこけた思い出。

　母親に会いに行くか行かないかで喧けん嘩かしてしまった思い出。

　もう一組の入れ替わり現象──隼はや人とくんと千ち秋あきちゃんの二人をたすけた思い出。

　…………。

　どれを思い出しても、鮮明に描ける。

　その時々に何を考え、何をしたのか。

　彼がどんなことを考え、どんなことをしたのか。

　あれもこれもそれも。すべて、すてきな思い出。

　どんな小さな出来事だって、忘れられない大切なエピソードだ。

　少女は微ほほ笑えむ。

　その、幸せでかけがえのない日々に。

　同時に、思いをよぎらせる。

　そのかけがえのない日々が──もうすぐ終わってしまうことに。

　残念だけど仕方がない。どちらかが消えなければならない運命。

　ならば消えるのは自分しかないだろう。何より、彼を死なせたくないのだから。

　彼には、本当に心の底より幸せになってほしいと思う。

　その願いだけが──少女の涙を何度でも拭ぬぐわせていた。

　…………。

　……だけどその時。

　少女は、ふと考えてしまう。

　もし自分がいなくなったとして。

　そしたら。そうしたら。

　彼は、自分を覚おぼえていてくれるだろうか。

　自分のことを、永遠に好きでいてくれるだろうか。

　少女は急きゆう激げきに不安になる。恐きよう怖ふする。

　自分がいなくなった世界で。

　果たして彼は、もう一人の自分で在あり続つづけてくれるのだろうかと。

　果たして彼は──。

　っ！

　と、その時だ。

　少女は何かを思いついたように顔を上げる。

　そうだ。

　方法が。

　生き返る方法が、一つだけあった。

　その妙案に、頰ほおが緩ゆるむ。気分が上向く。次から次へとアイディアが湧わき出でる。

　この方法を使えば、自分は一度だけ生き返ることが出来るかもしれない。

　そうと決まれば、ためらう暇ひまなど必要ない。

　使い慣れた少年の体で、少女は動き出す。

　いつにしようか。そうだ。クリスマスにしよう。

　サンタクロースにお願いするように──聖なる夜に、一度だけ生き返らせてもらおう。

　誰だれにお願いするのが一番いいだろうか。やはりあの子だろうか。

　あの子が一番、わたしの側そばにいてくれたのだから。

　少女は笑顔だった。恐れるものなど何もなかった。

　太陽が沈んでも、再び太陽は空へと昇る。

　それを証明するかのよう、少女は力強く立ち上がった。

　さぁ、準備スタートだ。

　太陽が昇らなくなったその日のために。

　再び太陽を、月夜の空に昇らせるために。

　もう少しだけ、物語は紡つむがれる。
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　──Sunrise　&　Sunset　Story──
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　交換日記。

　一冊の日記帳を複数人で共有し、順番に日記をつける行為。

　────。

　──。

　突然だが、俺おれは今年の春より交換日記を始めている。

　お相手は、なんと十七歳さいの女子高生。

　内容はお互いの日常を記すだけに留まらず、恋の話からお悩み相談困りごと。たわいもない世間話からエロトークまで幅広く。絵の得意な彼女は、かわいらしい似顔絵を添えることで、いつもいつも華はなやかな日記を書いてくれている。さぞかし時間がかかっているだろうに。

　とまぁこんな風に紹介すれば、全国のモテない童どう貞てい諸君から「羨うらやましい！」「俺も女子高生と交換日記したい！」などという声が降り注いでもおかしくないのだが。

　残念ながら俺と彼女の交換日記には、普通とは決定的に違う点が二つある。




　というわけでまずひとつ目。

　普通の交換日記とは違う点、その一。

　それは、交換日記の相手である『夢ゆめ前さき光ひかり』が、スーパーミラクルおバカちゃんという点だ。

「あんにゃろう……」

　交換日記を始めて四ヶ月程の、夏休みのとある朝。

　俺は、彼女──〝夢前光〟からの交換日記に、朝っぱらから悪あく態たいをついていた。

『おっはよう坂本秋月くん！　今日もちゃんと恐い顔してるかな？　今日はね、補習に行くつもりだったんだけど、とってもいい天気だったの。だからかな？　気が付いたら、サボって市民プールに行っちゃったのだ☆　ごめんなサイコキネシス！』

「何がサイコキネシスだもう……」

　こちらの日記が示す通り、この女はなんせもうアホというかマヌケというか。いつどんな時でもドジやおバカをやらかすので、常つねに周囲に迷惑をバラ撒まいていやがるのだ。つい先日もネット通販する時に一〇と一〇〇を間違えて、おっぱいマウスパッドを百個も注文するというアホの極きわみな事件が起こったばかり。だいたいあんなもん十個もいらねーだろ。何に使うんだ何に。

「ったく、迷惑な奴やつなんだから」

　ため息を吐きながら続きを読み進める。

　しかしまぁ、単にこいつがアホアホ少女というだけならば、べつに俺は困らない。補習をサボってプールに行った？　はは、バカな奴だなぁ──と笑ってやれば済む話。だけど、残念ながらそれでは済まない理由があるのだ。

　それこそが、普通の交換日記とは違う点、その二である。




　てなわけで二つ目。

　普通の交換日記とは違う点、その二。

　それは、夢ゆめ前さき光ひかりの正体が既すでに死んでいる少女であり、さらに昨日きのうの俺おれであるという点だ。

　……まぁこんな説明じゃどれだけ頭のいい人でも理解不能だとは思うが、これは噓うそでもなんでもない。マジな話なのである。

　四月上じよう旬じゆんのとある雨の日。交通事故により、夢前光は俺の目の前で死んでしまった。その時に、俺は謎なぞの人物から「おまえの寿じゆ命みようの半分で、彼女をたすけてやろうか」と迫られたのだ。それに対し、俺は「やってみろよ」と応こたえたわけなのだが──。

　その結果。なんと夢前光は〝俺の体を一日置きに乗っ取る〟という、なんとも型破りかつ、甚はなはだ大迷惑な方法にて見事この世に生せい還かんしやがったのだ。

　つまり、今日は俺が普通に生きているが、明日になると体も意い識しきも完全に夢前光に乗っ取られてしまう。その間、お互いの記き憶おくは残らないようになっているので、体感時間は実質半分。すなわち寿命の半分。うまいこと言いやがって。ははははは……はは…………はぁ。

　そんなわけで始まってしまった二心同体生活。ひとつの体を交互に使うため、俺達は会話をすることすらままならない。そこで始めたのが、交換日記というわけだ。こいつを使うことで、俺達は二心同体であることを誰だれにも知られず、平和に過ごすことが出来る。

　……そう、思っていたんだけどね。

　意識を手元の日記帳に戻し、さらに続きを読むと──。

『──で、ここからが本題なんだけど……。実は帰ろうとした時に、いつものクセで女子更衣室に入っちゃったの！　ケーサツ呼ばれて結構ヤバかったけど、海パン一丁で家までフルダッシュして逃げきってやったぜ！　褒めて褒めて♥』

「誰が褒めるかバカ！　俺の体で何やってんだ！」

　昨日の俺からのドアホな文章に怒鳴った後、「うぬああ……」と天を仰あおぐ。

「あれほど男だってことを意識しろって言ってるのに……」

　とまぁ、再びこちらの日記が示す通りなのだが。現在、俺達の二心同体生活は毎日がハリケーン状態である。昨日の俺が女子トイレや更衣室に突入するなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じ。この数ヶ月、俺はもっととんでもないイベントと毎日エンカウントし続けたのだから。

「まぁ楽しそうだからいいけどさ」

　日記に続いている『おわびに、女子更衣室で見た魅惑の光景を光ちゃんがイラストにしてあげたよ！　ぐへへ、お礼ならゴラァのマーチ五箱でいいぞ、相棒！』という文章と十八禁なイラストに再度ため息をぶつけ──なんでお詫わびのイラストにお礼を要求してんだよ──そんな言葉を口にする。ほんと、勝手な奴やつなんだから。

　こんな具合に毎朝恒こう例れいの愚ぐ痴ちを吐き終えたところで、ようやく俺は顔を洗うために洗面所へ向かうことに。うん、ここまでやってようやく一日が始まるって感じがするぜ。

「やっと起きたのですか、にいさん」

　などと考えながらリビングに辿たどり着ついた俺おれにかけられたのは、そんなお言葉。同時に、リビングにてテレビを見ていた少女が、不ふ機き嫌げんな顔をこちらに向けてくる。

「おはよ、雪ゆき瑚こ」

「もうお昼なのですよ。夏休みだからってごろごろし過ぎなのです」

　俺の気だるい挨あい拶さつに、つん──とした声と態たい度どで彼女は応こたえてくれる。あらあら、今日も相変わらず不機嫌ですね。

　今年の春に中学生になった我が妹、坂さか本もと雪瑚。

　小こ柄がらな体と前下がりなストレートショートボブが特徴であり、ぱっちりした瞳ひとみが輝く顔は、とてもかわいらしく整っている。笑えばさぞかしクラスで人気者になれるだろうに。

　そう。笑えば──ね。

　というのも、雪瑚はどうも昔から無愛想というか怒りっぽいというか、とにかく人付き合いが絶望的に下へ手たなのである。おかげで友達もおらず、夏休みだってのにこうして家に閉じこもる毎日。やれやれ、こういうダメなところは兄にそっくりだぜ。かわいそうな奴やつめ。ほんと…………ちくしょう。

「母さんは？」

　涙を拭ぬぐいつつ雪瑚に訊たずねると、これまた返されるのは不機嫌ボイス。

「お母さんは急な仕事で朝から出張なのです。わかったらさっさとお昼ごはんを作るのです。雪瑚はお腹なかがすいているのです」

　ぶすーっとした、いつものしかめっ面つらで雪瑚はそう応える。

「まったく。にいさんが寝ぼすけなおかげで、雪瑚は朝ごはんも食べていないのです。にいさんは使えない人なのです」

「へいへい、すまんね」

　ぶつぶつと雪瑚の愚ぐ痴ちが続くので、俺はエプロンを巻きながら適当に返事をする。うん、今日も平常運転だな。

「本当に反省しているのですか？　叩たたき起おこさなかった雪瑚の優やさしさに感かん謝しやするのですよ」

「おーそうだなー」

　さらに愚痴は続いていたけれども、いつものことなので流すことに。さてと、今日の昼飯は何にするかな。えーっと冷蔵庫には……なんもねーな。

「だいたいにいさんは、妹への扱いを一度考え直すべきなのです。いつもいつも迷惑なのです」

「あーそうねー」

　野菜はあるな。チャーハンでいいか。

「こんなにもすてきな妹を持ったことへの感謝が感じられないのです。雪瑚は不満なのです」

「あーかもねー」

　フライパンに油を──あれ？　油は？

「そ、そう思うなら、ナデナデするとか、ぎゅっと抱きしめるとか……も、もっと妹への愛情を表現するべきなのです。ほんと、にいさんてば空気が読めないのです」

「あーそうだなー」

　ぐあ。油切らしてんじゃん。もー母さん、何やってんだよ。

「わ、わかったらさっさと実行するのです。『あ～ん♥』をするくらいの甲か斐い性しようがあってもいいはずなのです」

「うん、後でなー」

　しょうがねぇ。パンがあるからサンドイッチでいいか。ちょっと野菜ばっかになるけど、体にはいいだろう。

「そ、それくらいやれば、雪ゆき瑚こもにいさんのためにサービスしちゃうのです……い、一緒にお風ふ呂ろとか、入っちゃうのです……」

「ふーん。大変だなー」

　相変わらずだらだら続いている雪瑚の愚ぐ痴ちを流しながら、野菜をパンに挟んで適当に切る。パンにバターを塗っておくのが、水分でパンをぐちゃぐちゃにしないコツだぜ。

　そうすること、約五分程。

　出来あがったサンドイッチを皿に盛りつけ、雪瑚が待つテーブルの上に。さぁ、好きなだけ食ってくれ、妹よ。

「…………」「…………」

　だけど、雪瑚は動かない。

「？　どうした、雪瑚。食わないのか？」

「食べるのです」

「…………」「…………」

　え、じゃあ何で動かないの。てゆーか、何でちょっと頰ほおを赤らめてんの？

「は、早くするのです。今なら誰だれも見てないのです」

「うん？　何が？」

　…………んんん？

「あ」

　もしかしてあれか？　兄が手をつけるのを待ってるのか？　そういうことか？

　やれやれ。ぶつくさ言ってばかりの奴やつだと思ってたけど、いつの間にか随分と気が遣つかえるようになったじゃないか。じゃ、遠えん慮りよなくお先にいただくぜ。

「んじゃ、お言葉に甘えて──っと」

　トマトサンドを手に取り、ぱくり。うん、我ながらうまいぜ。ほら、雪瑚。もう食っていいんだぞ。ん？　なんで真っ赤な顔で目を瞑つむって、口をぽかんと開けてるんだ？　んん？　なんで薄うす目めを開いたかと思うと、俺おれの食ってるサンドイッチを見て目を見開いたんだ？　んんん？　なんで急に立ち上がって構かまえをとってるんだ？　ん？　あれ？　えーと？

　え──これ……やばいの？

「なんで先に食べてるのですかアホ兄貴───────────ッ!!」

「あぼぶふ──っ!?」

　次の瞬しゆん間かん。

　突とつ如じよ放たれた猫パンチを額ひたいに食らい、俺はノックアウト。雪ゆき瑚こはと言うと、サンドイッチをガツガツと食いながら「これだからにいさんは童どう貞ていなのです！」と言い残し、二階にある自分の部屋へと籠こもってしまった。え、えええ？

「なんだよあいつ……意味わかんねー……」

　妹の謎なぞめいた奇行に首を傾かしげながらも、まぁ思春期だし──ということで考えるのをやめた俺は、レタスサンドを頰ほお張ばる。まったく、変な妹だぜ。

　とまぁそんな具合に、妹のよくわからん暴力を受けつつも、俺はそこそこ平和な夏休みを過ごしていたのだが。毎度のことながら、俺と夢ゆめ前さき光ひかりの二心同体生活が平へい穏おん無ぶ事じに滞とどこおりなく進むわけもなく。

　翌日。早速、俺の知らないところで明日の俺が事件を巻き起こしたようだ。

　我が妹──坂さか本もと雪瑚を巻きこんで。
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「ありえないのです」

　七月も終わりかけのある日。

　いつも通りの夏休みになるはずだったその日に、事件は突然起こったのです。

　自室に籠ってひとりきり。部屋の隅すみっこにうずくまって、先程起こったある事件について思いを巡めぐらすのです。

　まさか、まさかこんなことが起こるなんで。

　絶対にありえないのです。こんな現実、雪瑚は信じないのです。

「おにいさま……どうしてあんなことを」

　あの、ウブでヘタレで隠れイケメンで。長い髪かみがとってもいい匂においで、お風ふ呂ろ上がりの筋肉質な体が抜群にセクシーで。そんなおにいさまが、まさかあんなことをするなんて。

「ぐすん……」

　やっぱりおかしいのです。こんな現実、雪瑚は信じないのです。受け入れないのです。

　だから。

「絶対に、絶対に突きとめてやるのです」

　雪ゆき瑚この、たったひとりの大好きなおにいさま。

　そのおにいさまの──。

「トクベツな人を」







「にいさんがプレゼントを包んでいたのです。特別な人にあげると言っていたのです。それがこの間、机の上からなくなっていたのです」

「うん？」

　昼下がり。

　セミの鳴き声に包まれながら、汗だくになって自転車を漕こぐこと数十分。やってきたのは、おにいさまの通う桜さくら姫ひめ高校なのです。目指すはもちろんおにいさま…………ではなく、保健室なのです。

　日当たりがよすぎる南側の棟むね。そこの一階にある保健室。

　雪瑚は校舎には入れないので、外から近づき、窓から中を覗のぞいてみるのです。すると、そこにいたのは優ゆう雅がにケータイゲームをしていた養よう護ご教きよう諭ゆ。どうも雪瑚に気付いていないようなので、開けられていた窓越しに言ってやったのです。

「行く末を追っているのです。心当たりはないのですか？」

　そいつは雪瑚の姿を見ると、なぜか嬉うれしそうな笑顔を向けたのです。

「うふふ、その前に。かわいいあなたはどちらさまかな？」

「坂さか本もと雪瑚というのです。二年二組の、坂本秋あき月つきの妹なのです」

「！　へぇ、秋月くんの……」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたそいつは、窓まど際ぎわに歩み寄りながらさらに輝く笑顔を見せてきたのです。む、なんなのですか。

「そっかぁ。秋月くんてば妹さんがいたんだね」

　日ひ雲ぐもすてら。

　おにいさまの通う桜姫高校の養護教諭であり、その魅み惑わく的てきな体で男子生徒を誘ゆう惑わくしまくっていると評判の悪女なのです。

　春頃ごろにストー……ごほん。おにいさまを見守る任務中に、ベッドで重なっていた光景を見つけた時は、どうやってお腹なかをかっさばいてやろうかと悩んだものなのです。

「ふふ、かわいい。眉まゆ毛げが秋月くんにそっくりだね」

「ささ、触るななのです！」

　窓越しに手を伸ばし、雪瑚の眉をなぞる指を払いのけるのです。一瞬香った女の匂においに、くらっとしたのです。むむ、からかうななのです。

「ふふ。ごめんなさい、だね」

　まったく。白衣の下で見せつけるように胸元を開いたり、はち切れそうなふとももを露ろ出しゆつしたり、いったいこの学校はどうなっているのです。おにいさまは飢えた童どう貞ていなのですから、気を遣つかうべきなのです。

「それで。おにいちゃんが誰だれにプレゼントを渡したのかを探さぐっているの？」

「そうなのです」

「ふぅん、なるほど。そうねぇ……」

　すると養よう護ご教きよう諭ゆは、長すぎるポニーテールを揺らして不敵に笑ったかと思うと──。

　うん？

「……ちなみに。雪ゆき瑚こちゃんは、どうしてプレゼントの行ゆく方えを追っているのかな？」

　そんなことを訊きいてきやがったのです。

「べ、べつに深い意味はないのです」

「ふぅん。へぇ。そうなんだ。ふふ、秋あき月つきくんも大変だ」

　むむむ。こいつ腹はら立つのです。

「で？　わたしがその〝特別な人〟なんじゃないかって？」

「はいなのです。にいさんは保健室の先生とえっちなことをする動画をいっぱい持っているのです。だから先生の可能性が高いと思ったのです」

「へぇー……」

　おにいさまのパソコンは常つねにチェックしているのです。秘蔵動画フォルダのパスワードを変えられていた時は解読に苦労したのです。ただ、フォルダのタイトルが時折『このフォルダの容量が５ギガ。言いわけがあるならどうぞ』とか『昨日の、このフォルダへのアクセス時間が午前八時四十五分。キミは朝っぱらから何をやっているんだ』とか『そういえば昨日の午前八時四十五分って、プリ●ュアの時間。まさか、小さい女の子向けのアニメでムラムラして……』に変更してあるのは何の自じ虐ぎやくネタなのでしょうか。

「それだけじゃないのです。こないだも、医師による盗とう撮さつ事じ件けんのニュースを見ながら『こうゆうの許せないよな』とかほざいていたくせに、翌日に白衣を着て『雪瑚ちゃん、お医者さんごっこしようよ！　それでは恥ずかしそうに服をめくってください。げひゃひゃ』などと言っていてすばらしくキモかったのです」

　おにいさまってば、あんな大だい胆たんな触診をするなんて……きゃ♥

「なるほど、秋月くんにはそんな趣味があるんだね。お医者さんごっこか……。試してみる価値あり、だね。ふふふ」

　むっ。なんで女の顔になるのです。余計な情報を与えすぎたのです。

「それより。にいさんからプレゼントは貰もらったのですか？」

「ん？　それなら安心していいよ。残念ながら私は何にも貰ってないから」

　……ほっ。

「ひと安心だね、かわいい雪ゆき瑚こちゃん」

「んむ……」

　そんなことを呟つぶやきながら、養よう護ご教きよう諭ゆは綺き麗れいな手でナデナデしてくるのです。むぅ。

「よ、用はそれだけなのです。お邪じや魔ましたのです。さよならなのです」

　これ以上ここにいるとなんだか遊ばれそうなのです。さっさと退散するのです。

「ふふ。待って雪瑚ちゃん」

　と思っていたのに、なぜか後ろから雪瑚の肩が摑つかまれるのです。

　な、なんなのです。

「最近ね。秋あき月つきくんてば、保健室にあまり遊びに来てくれないの。だから先生、寂しくって」

「だ、だからどうしたのです」

「でね。秋月くんにそっくりな雪瑚ちゃんを見てたら、なんだかそわそわしちゃって」

「は？」

　え、な、なにを言って──。

「だからね、雪瑚ちゃん……」

　そう言いながら、養護教諭は背後より雪瑚の首くび筋すじに腕をからませて──。

「先生と……お医者さんごっこしてみない？」

　──フッ。

「ひう──────ッ!?」

　みみみ、耳に息を吹きかけるななのです!?

「ふふ。よだれ、垂れてるよ」

　ほ、頰ほおをぷにぷにするななのです！　な、なんで獲え物ものを見つけた爬は虫ちゆう類るいみたいな目をしているのですか！　なんで指が雪瑚の口へ向かっているのですか！　こ、この女、やっぱりやばいのです！

「しししし失礼するのです！」

「あっ！」

　大おお慌あわてで腕を振り払い、振り返ることなく走り去ってどうにかその場から退散。

　あ、危なかったのです……。もう少しで大切な何かを失うところだったのです。嫌な汗かいちゃったのです……。

「あいつは要注意なのです。おにいさまにも言っておかないとなのです……」

　それはともかく、あいつはプレゼントを貰もらっていないのがわかったのです。とりあえずはひと安心なのです。

　それならば……。

「次のターゲットは、あの女なのです」







「にいさんがプレゼントを包んでいたのです。特別な人にあげると言っていたのです。それがこの間、机の上からなくなっていたのです」

「え？」

　高校を後にして、雪ゆき瑚こが次に向かったのは近所の公園なのです。

　遊具は少ないのですけれど、オシャレなベンチや花か壇だんが綺き麗れいな、落ち着いた雰ふん囲い気きの大きな公園。そこで、ペットの大型犬と遊んでいたそいつに、そう声をかけるのです。

「行く末を追っているのです。心当たりはないのですか？」

「ゆ、行く末……？」

　真さな田だ霞かすみ。

　おにいさまのクラスメートで、三つ編みおさげが特徴のビッチ女。おにいさまの唇を奪うばわれるという、一生消えない傷を雪瑚に刻みこんだ悪女なのです。フラれたと知った時は思わず天に向かって拳こぶしを掲げたのです。所しよ詮せんただのエロ要員なのです。ざまぁなのです♪

「さ、坂さか本もとくんがプレゼントを用意してたの？」

「はい。それがなくなっていたのです」

　不安そうな顔の下で、でっかい無む駄だ乳ちちが揺れるのが目め障ざわりなのです。

　おにいさまがこの女を家に連れて来た時のことは永遠に忘れないのです。雪瑚に向かってこともあろうに、

『お姉ちゃんって呼んでほしいな』

　などと……。ぐぎぎ、あの時はマジで全身の血液をその乳から搾さく乳にゆうのように絞しぼりとってやろうかと思ったものです。死んでも呼んでやらないのです。

「にいさんは巨乳フェチなのです。こないだもモデルの出ている番組を見ながら『胸の大きさなんてどうでもいい』なんて言ってたのに、翌日に『昔は友達のおっぱい触り放題だったのに！　禁断症状がぁ～！　巨乳に顔をうずめたい！』などと叫んでいたのです」

　昔ってどういう意味なのです。しかもその後に『こうなったら雪瑚ちゃんで……いやでもアレじゃあなぁ……』などと言いだした時は腫はれあがるくらい胸板をどついてやろうかと思ったのです。雪瑚だって、せめてＡくらいは……ぐすん。

「坂本くんてばそんなに……うずめたいとか………………大歓迎なのに……」

「なんか言ったのです？」

　なんか今、聞き逃せない単語が聞こえたような気がするのです！

「あ、な、なんでもないよ！　それで、わたしがプレゼントを貰もらったんじゃないかって？」

「そうなのです。心当たりはないのですか？」

　白状しやがれなのです。もしもこの女が特別な人だったのなら、雪瑚は罪だって犯す覚かく悟ごなのです。よくもおにいさまの唇を……。

「うう、プレゼントなんて貰もらってないよぅ……坂さか本もとくん、いったい誰だれに……」

　ざまぁなのです。喜べなのです。今日、おまえは命を拾ったのです。

「ゆ、雪ゆき瑚こちゃん。そのプレゼントって、どんなプレゼントだったの？」

「へ？」

　などと心の中でガッツポーズを決めていたら、その女は唐突に質問を浴びせてきやがったのです。

「あ、え、えーと……。は、箱しか見てないのでわからないのです」

「そっかぁ。うう、わたしにはくれないのかなぁ……坂本くん」

　当たり前なのです。おまえとはお遊びだったのですよ。

「誰に渡したんだろう、悔しいなぁ。見つけ次第、絶対に………………」

　…………。

　つ、続きはなんなのです!?　こいつ怖いのです！

「そ、それだけ聞きに来たのです。それじゃあ雪瑚はもう行くのです」

「そうだよね。いいよね。こんなに好きなんだもん。こうなったら無理に……（ぶつぶつ）」

　もう何も聞こえてなさそうなその女に一応別れを告げ、雪瑚は立ち去ることにするのです。なんか目の色がやばいのです。こーゆーのには関わらないのが一番なのです。

　ただ。

「う……」

　おさげ女と戯たわむれていたはずの大型犬が、いつの間にか公園の入り口で構かまえているのです。

　うう、雪瑚は動物が苦手なのです。しかもあんな大きなゴールデンレトリバー。飼い主そっくりの毛色が腹はら立つのです。

「シ、シッシなのです！　あっち行けなのです！」

　手で追い払う仕草をするのですけど、それどころかなぜか睨にらまれるのです。

　ち、違うのです。ご主人様が険けわしい顔をしているのは雪瑚のせいじゃないのです。勘違いするななのです。だからそれ以上こっちに──にゃあ!?

「ちょ、や、やめるのです！　ひいいいいいいいい──ッ!?」

「ワンワンッ！」

　嫌な予感は的中なのです。

　駄だ犬けんはそのまま雪瑚の方に接近してきたかと思うと、いきなり飛びかかってきやがったのです。しかも──。

「やああああああ!?　ちょ、ダメなのです！　そんなとこ舐なめるななのです!!」

　このエロ犬。押し倒すどころか、全身の服をめくりながら舐めてきやがるのです！

「お、お願い、タンマなのです！　そこは舐めちゃイヤなのですっ！」

　離れろなのです！　うざいのです！　性欲まで飼い主そっくりなのですか!?

「ちょ、か、飼い主！　たすけてなのです！　スカートがまずいことになってるのです！」

　早くしないとパンツまで……っ！

　などと必死にたすけを求めているのに、当の飼い主はもう完全に自分の世界に入っているのです。闇やみ色いろの瞳ひとみでぶつぶつと──。

「胸なら誰だれにも負けない……不可抗力を装よそおって坂さか本もとくんを──」

　なんて呟つぶやいているのです。

「ちょ──っ！　マ、マジでたすけてなのです！　結構真剣にヤバいのです！」

　そんなアホ飼い主の後ろで、雪ゆき瑚こはもうえらいことになっているのです。

　この変へん態たい犬けん！　それ以上は……やめてやめて！　お尻しりは弱いのです！

「た、たすけてなのです！」

「不可抗力……どうやって偶然を……」

「お願い！　たすけてなのです！　もうブログで悪口を言わないと約束するのです！」

「こけたフリは得意だから、後は腰こしが抜けたフリを練習すれば……」

「ちょ、ほんとにたすけ──」

「そして、散々練習した〝おくちで〟を──」

　ああもうっ！

「たすけてなのです──〝お、お姉ちゃん〟!!」

「へ？　呼ん──あああっ！　な、何やってるのリト！　こら！」

　飼い主が駆かけ付つけたおかげで、よだれまみれ乱れまくりの雪瑚はどうにか救出されるのです。だいたいなんなのですか、そのいかにもハーレムを作ってそうな名前は。やっぱりこいつらビッチなのです！

　その後。謝あやまり倒たおすビッチにいっぱい説教をした雪瑚は、へろへろになりながら次の目的地へと向かうのです。うう……あの駄だ犬けんに舐なめられたお尻がむずむずするのです。雪瑚の小さなお尻をぺろぺろと……失礼な奴やつなのです！

　でもまぁ、とりあえず情報は摑つかめたからよしとするのです。

「どうやらあいつも、特別な人じゃないようなのです」

　となると、後は──。







「にいさんがプレゼントを包んでいたのです。特別な人にあげると言っていたのです。それがこの間、机の上からなくなっていたのです」

「へぇ」

　蒸し暑い中、再び自転車を漕こぐこと約十五分。へろへろになりながら雪瑚が辿たどり着ついたのは、とある一いつ軒けん家やなのです。

　チャイムを鳴らし、出てきたおばさんにターゲットの名前を告げて、玄関先で待つこと十秒程。ゆっくりと現れたその人こそ、次のターゲットなのです。夏なのに長なが袖そでとは、変わったお人なのです。

「行く末を追っているのです。心当たりはないのですか？」

「プレゼントねぇ」

　雪ゆき瑚この問いかけに対して、腕組みをする仕草が様さまになっているのです。

　風かぜ城しろ隆たか行ゆき。

　おにいさまのお友達で、イケメンな彼氏さん。おにいさまが雪瑚にストーカーを依頼する程に、甘い蜜みつのような関係なのです。しかもこないだ、おにいさまってばひとり言で「いつもいつもいたずらしやがって……風城に注意してもらうか。あいつは俺おれ達の秘密を知る唯ゆい一いつの男だし」などとぼやいていたのです。意味はわからないのですけど、おにいさまにとって風城さんは唯一とか言っちゃう程に特別な人なのです。やっぱり男同士で……ごくり。

「ん？　顔が少し赤いよ。大丈夫？」

「え、いや、大丈夫なのです！　べつに変な妄もう想そうをしているとかじゃないのです！」

　危ない危ない。さすが風城さんなのです。細かいところにも気を配れるお方なのです。

　この人と初めて会話した日のことは今も覚おぼえているのです。家に遊びに来てくれた時にバッタリ会って「可か憐れんな妹さんじゃないか」なんて言ってくれたのです。おにいさまの前であの発言はグッジョブなのです！　もっと褒ほめてなのです！

「そっか。それよりプレゼントだっけ？　悪いけど何も知らないな」

「そうなのですか。風城さんのもとにあると睨にらんでいたのですけど……」

「いやいや、それはありえないだろう」

　風城さんはあきれ顔で首を横に振るのです。

　いやいや、そんなことないのです。可能性は非常に高かったのです。

「こないだのことなのですけど、にいさんがベッドの下にＢＬ同人誌を隠していたのを見つけたのです。他にも『風城隆行はいつになったら坂本秋月を押し倒すのか』と真剣にぼやいていたこともあるのです。可能性は十分にあったのです」

「…………うん、そう……」

　なぜか風城さんは嫌そうな顔で応こたえるのです。でも、これはきっと演技なのです。こないだも部屋で二人きりなのを盗とう聴ちようした時に、おにいさまと、

『風城くんって、好きな子いるの？』

『え、な、何だよ急に……』

『坂本秋月くんっていう、とってもすてきな男の子には興味ない？』

『ねーよ』

　……というやりとりをしていたのです。あの『ねーよ』はいかにもツンデレだったのです。夢が膨ふくらむのです……。

「しかしプレゼントか。ふむ」

　などと妄もう想そうにふけっていたら、風かぜ城しろさんがマジメな顔で何かを思案し始めたのです。

「それは……〝どっち〟が誰だれに渡したんだろう」

　うん？　どっち？　どういう意味なのです？

　よくわからない言葉に首を捻ひねっていたら、風城さんが腰こしをかがめて、真剣な顔と声で問い質ただしてきたのです。

「なぁ妹さん。そのプレゼントが消えていたのは──いつの話なのかな」

「──へ？」

　い、いつって？

「プレゼントがなくなった日が、誰かに渡した日だと思うんだよ。いつだったの？」

「え、あ、えーと……」

　ま、まずいのです……。

「さ、最近……なのです」

「細かい日付が知りたいんだよ。一日違うだけで、かなり意味が変わってくるんだ」

「え、えと……えっと……」

　な、なんでそんなに日付を気にするのですか？

「ご、ごめんなさいなのです。ハッキリした日付は覚おぼえていないのです」

「そうか。なら仕方ないな。うーん……どっちなんだろう」

　すると、雪ゆき瑚こをそっちのけで風城さんは、さらに眉まゆをひそめて悩み始めたのです。

「もし、あいつに好きな人がいるんだとしたら俺おれは……」

「？」

　あいつ？　おにいさまのことですよね？　おにいさまに好きな人がいるんだとしたら？

「俺は……嫉しつ妬とで発狂してしまうかもしれない」

「はふひっ!?」

　ちょ──お、思わず変な声が出たのです。

　い、今、なんと!?

「まさかとは思うけど、あいつが俺の知らない男と……。くそう、俺じゃだめなのか」

「──────ッ!?」

　や、やばいのです……問題発言なのです……っ！

「今度、遊びに行こうかな。綺き麗れいなあいつに会いたいし」

　やや、やっぱりこの人、ツンデレなのです！

「なぁ妹さん。今度、君の家に…………あれ？」

　さすがにもう理性が限界だったので、真っ赤になりながら慌あわてて逃げ去るのです。ぐふふ、いいネタが手に入ったのです。

「それよりも、風かぜ城しろさんですらトクベツな人じゃないのですね。ふむむ……」

　それに、まさか日付を訊きかれるとは思わなかったのです。あやうく──。

「あやうく〝噓うそがバレる〟ところだったのです」







　調査を終えて家に帰った雪ゆき瑚こは、汗を拭ふいて牛乳を飲み干すのです。そして、部屋に戻って鍵かぎをかけ、カーテンを閉めて……。

「…………」

〝それ〟をベッドの上に広げて、ひとしきり眺めた後に着てみるのです。

　鏡かがみに映る自分と目が合い、思わずため息ひとつ。

「…………信じられないのです」

　清せい潔けつ感かんのある、Ｉラインのワンピース。ちょっと大人っぽいブーツ。そして、高級感のある深い色合いのバッグ。とても安物には見えない──たぶんブランド物で、すっごく高いはずなのです。気まぐれで買うにはありえないレベルなのです。

「なんでおにいさま……雪瑚にこんなプレゼントを……」

　先日。

　おにいさまの机の上に、女性物のお洋服が置いてあったのです。

　まるで、トクベツな人にあげるように大事に置いてあったプレゼント。

　誰だれにあげるつもりなのかと警けい戒かいしていたのですけど、まさかその相手が雪瑚だったなんて。

「うう……み、短いのです……」

　短いワンピースがあまり脚あしを隠してくれないのです。かわいらしいのですけど、これだと見えちゃうのです。雪瑚はよくコケるから危険なのです。

「い、家の中だけで着るのです……」

　おにいさまならともかく、見ず知らずの人に見せるなんて絶対にイヤなのです。

「……それよりも」

　おにいさまからのプレゼント。雪瑚にくれたプレゼント。でも──。

「ありえないのです」

　やっぱり絶対にありえないのです。

　こんな現実、雪瑚は信じないのです。

　あの、ウブでヘタレで隠れイケメンで。汗をかいた時の横顔がときめく程にすてきで、うなじがたまらんくらいにセクシーで。そんなおにいさまがこんなことをするなんて。

　雪瑚にだけ。

　まさか雪ゆき瑚こにだけ、こんな特別なプレゼントをくれていたなんて。

　誕たん生じよう日びでもない。クリスマスでもない。イベントでもなんでもないのに、こんなプレゼントをくれるなんて。何度考えても、やっぱり普通じゃないのです。

　どうしても信じられなくて色んな人を訪ねてみたのですけど、やっぱり雪瑚以外の誰だれにもプレゼントを渡していないなんて。

　特別な存在が──雪瑚だけだったなんて。

「ぐすん……」

　こんな現実、泣く程嬉うれしくて雪瑚は信じないのです。受け入れないのです。

　だから。

「こうなったら、本人に突とつ撃げきなのです」

　失敗しないように今日はいっぱい脳内シミュレーションするのです。決行は明日なのです。

「突きとめてやるのです」

　雪瑚の、たったひとりの大好きなおにいさま。

　そのおにいさまの特別が──。

「本当に、雪瑚だけなのかを」
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「あのアホ……」

　寝不足ゆえの倦けん怠たい感かんにぐったりしながら階下に降りて、顔を洗って歯を磨みがく。朝飯をさっと済ませ、部屋へと戻って着替えを済ませる。そして椅い子すへと座り、ノートをぱらり。以下の文章を読み上げる。

『違うの。わたしは悪くないの』

　本日の書き出しはこんな感じ。

『眉毛の手入れをしてたら鼻がむずむずしちゃって……思わず放たれたくしゃみが予想を遥かに上回る偉大な一発でして……それゆえに眉毛がスーパーサイヤ人３に……オ、オラに眉毛をわけてくれー……なんちて……』

「この野郎……なんてことを」

　深く深く、ため息を吐く。

　理由はもちろん、鏡かがみに映る俺おれの顔。ただでさえ恐こわい顔なのに、さらに恐くなってんじゃねーか。もうこれアレだわ。不良というよりヤクザだわ。はははは……もう……。

『でもでも！　ちゃんと左右対称になるよう、もう片方の眉毛も剃っておいたよ！　これでどこからどう見てもただの不良だね！　よかった！　坂本くんでよかった！　一周回って逆にかわいいと思うよ？　それでは安心して不良を嗜んでくれたまえ！』

「何をどう安心しろってんだ、適当に片付けやがって！」

　ただでさえヤンキーフェイスなのに、さらに眉まゆナシ。これをかわいいとか言ってくれる物好きなんて、世界中どこ探してもいないっつーの。そんな奴やつがいたら結婚申しこむわ。

　そして続く日記には、もう眉毛に対する謝しや罪ざいは書かれておらず、最近はまっているロボットアニメの感想がひたすら書き殴られている始末。そいつを三行飛ばしくらいで流し読みしながら、しかめっ面つらで俺おれはうなだれる。ほんとロクなことしないんだから。

　朝から猛もう烈れつにやる気がなくなった俺は、ノートを閉じて倦けん怠たい感かんを背負いつつ部屋を出ることに。くそう、親にはなんて言い訳すればいいんだよ。

　そんなことを考えていたら──。

「お」

「あ……」

　部屋の前で待まち構かまえていたのだろうか。雪ゆき瑚ことばったり鉢はち合あわせした。

「どうしたよ、出かけるのか？　えらいおめかしして」

「……べつに。どこにも行かないのです」

　あ、そうなの。まぁいいけど。

　今日の雪瑚の出いで立たちは、柔らかそうな素材のワンピースに、高そうなバッグが装備されている。なんだろう。少し大人っぽく見えるのはオシャレしているせいだろうか。

「……にいさん。その、訊ききたいことがあるのです」

「ん？　訊きたいこと？」

　どした？

「正直に答えてほしいのです…」

「はぁ」

　ほにゃほにゃと呟つぶやきながら、赤い顔の雪瑚はもじもじそわそわ。瞳ひとみはせわしない蝶ちよう々ちようのように羽ばたきまくっている。どうした？

「そ、その、えと、あの──」

　そして、いじらしい仕草でまごまごすること十秒程。ついに何かを覚かく悟ごしたのだろうか。

　唇をきゅっと結んで向けられた顔はどこか力強く、そして──。




「どうして、雪瑚にだけ特別なプレゼントをくれたのですか？」




　そう、訊たずねられた。

「プレゼント？」

　そして俺おれは困惑する。

　はて、何のことだ──と思うも、すぐに理解する。ああ、プレゼントってそれか。

　あらためて雪ゆき瑚この全身を眺めてみる。そういや夢ゆめ前さき光ひかりが、雪瑚に服を買ったから渡しておけだのなんだの言ってたっけ。完全に俺はその任務を忘れていたのだが、どうやら夢前光が自分で雪瑚に渡したようだ。ふむ、やっぱり服のセンスは中々いいじゃないか。

　んで、そのプレゼントがどうしたって？

「そ、その、誕たん生じよう日びでもないのに、どうして雪瑚にだけこんなプレゼントをくれたのですか？　ほ、他の女の子にはそんなことしないのですよね？　どうして雪瑚にだけ……」

「ああー、そう……だっけ？」

　あいつの行動なんて把は握あく出来てないのでよく知らんけど、どうやらこの様子だと夢前光がプレゼントを用意したのは雪瑚だけのようだ。

　というわけで、夢前光の思おも惑わくを推理してみる。

　…………。

　……。

　うん。

　どう考えてもただの気まぐれだろうな。たぶん、

『雪瑚たんのワンピース姿キタ────ッ！　ひと繫ぎの財宝はここにあり！』

　とかそんなんじゃねーの？

　だけど、そう答えるわけにもいかない。えーと、どうしよっかな。まぁいいや。適当にごまかしておけ。

「んーと、あれだよアレ。気分だよ気分。うん、そゆこと」

「き、気分、ですか」

　だけど。雪瑚はいまいち納得していないお顔だ。

「……気分とか、そんな理由で普通ここまでしないのです。何のイベントでもないのに……本当のところを教えてほしいのです。気になって気になって仕方ないのです」

　あー……。いつになく食い下がるじゃねぇか。

　まぁ雪瑚は昔からこうなんだけどね。変なことをいつまでもうじうじ気にするというかなんというか。小さい頃ころにもそんなことがあったっけ？　俺が腹ふく痛つうで苦しんでいる時に話しかけられて無愛想にうんうん返事していたら、それを随分気にしてしまったらしく、夜中に突然やってきて『雪瑚は嫌われるようなことしちゃったのですか？』なんて涙目で言ってたっけ。まぁその後、一緒に寝たら機き嫌げんを直してくれたけど。

　さて、そんな回想は置いておいて。とりあえず目の前のお姫様をなんとか納得させないと。と言っても、口くち下べ手たな俺がそれっぽい噓うそをつけるわけもない。

　なので、結局口から出てきたのは、こんなあやふやなお言葉。




「そんな大層なもんじゃないって。その……俺おれにとっておまえが〝トクベツ〟だからだよ」

「────────え」




　だって妹だし。

　とまぁ適当極きわまりない返答をしたのだが。

　あれ、雪ゆき瑚こ？　なんで固まってるの？

「──────ト、トクベツ……？」

「おお、そーだ。特別な人だからプレゼントするんだ。普通だろ？」

　たぶん。

「ゆ、雪瑚が、ですか？」

「ああ」

「ゆ、雪瑚だけが、トクベツなのですか？」

「まぁ」

「ほんとに、ほんとなのですか？　噓うそだったら、一生想おもい人びとと結ばれない呪のろいをかけるのです」

　やめて。若じやつ干かんリアルだから。

「ほんとにほんとだ。ＯＫ？」

「………」

　そしてだんまりな雪瑚ちゃん。

　おいおい、ほんとにどうしたんだ？

　そしてそのまま無言の時が経過する。

　流れ的に、真っ赤な雪瑚の口からいじらしい言葉でも飛び出てくるのかと思ったが、そこはさすが俺の妹。いつものむすっとしたしかめっ面つらがこちらを向いたかと思うと──。

「ふ、ふんなのです！　だ、だったら最初からそう言えばいいのです！　心配して損したのです！　ぷんなのです！」

　という具合に、勢いよく火を吹いた。

　……なんで急に怒ってんだよ。ほんとによくわかんねぇ奴やつだなぁもう。

　しかもそのまま踵きびすを返したかと思うと、すたすたと去っていく始末。

「おーい、どこいくんだ？」

「お散歩に行ってくるだけなのです！　せっかく着てあげるのですから、見せつけてくるのです！」

　はぁ。そうですか。

「まったく、にいさんは本当にまったくなのです！　やれやれなのです！」

　そうして怒り肩の雪瑚は、そのまま去っていく。

　うん。全然状況がわからんけど、一応解決してくれたらしい。まぁこれでいいだろ。あいつはああやって怒っているうちは元気だし、ね。

　しかし気の早い話だけど、あいつに彼氏でも出来たら相手は大変だろうなぁ。いっつもぷりぷりしてるし、よくわからんタイミングでキレ始めるし。まだ中一だから先の話だろうけど──その時が来たら応援してやるかな。彼氏さんの方を、ね。

「さってと。せっかくの夏休みだし、ゲームでもすっかな」

　そんな感じで伸びをしていたら、突とつ如じよケータイが鳴り始めた。

「ん？　誰だれだよ、こんな朝早くから──」

　………………。

　…………。

　……。

「なんじゃあああッ!?」

　届いたメールの文面に思わずビビる。さらに、追加で届くメール達。

　そこには──。





『秋あき月つきくん。キミのお望み通り、保健室で先生とイケナイお医者さんごっこしよっか♥』

『坂さか本もとくん。新しい靴くつを買ったんだけど、ヒールが高いから慣れるまで時間がかかると思うの。だから、お散歩に付き合ってくれないかなぁ。もしかしたら転ころんで腰こしが抜けてその拍ひよう子しにとんでもないことが起こるかもしれないけど、きっとキミが望んでいた未来が待っているはずだよ』

『坂本、とりあえずベッドの下を一いつ掃そうしろ。昨日きのうのおまえがよからぬ物を隠しているぞ』






「これは……」

　ああ、またか。ったく、もう──。

「夢ゆめ前さき光ひかりの奴やつ、またいらんことしやがったな」

　どうせ昨日きのうの俺おれが余計なことをしたんだろう。まったく、あいつはいつもいつも後先考えずに行動しやがるんだから。おまえが俺にとってトクベツな人じゃなきゃ、縁えん切ってるぞちくしょうめ。

　トラブルメーカーな昨日の俺に愚ぐ痴ちりながら、一件ずつメールを送って片付けていく。ああもう、夢前光にも雪ゆき瑚こを見習ってほしいもんだ。あいつは変な奴だけど、基本的に人を巻きこまない奴だからな。

「あん？」

　などと、不ふ機き嫌げんに愚痴っていたら新着メールが届く。

　そこには──。

「雪ゆき瑚こ？」

　先程まで会話していた雪瑚から届いた、よくわからんメール。そいつに疑問符を浮かべながら、俺おれはそのメールを読み上げる。

　妹から届いた『雪瑚のトクベツな人へ』という件名のメールを。







『失敗しちゃった眉毛──かわいいのですよ』
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[image: ＣＵＴ２：バレンタインデー、キミはキューピッドになる。]







　バレンタイン。

　それは、知っての通り女の子が好きな男の子にチョコレートという形で想おもいを伝えるという、何ともロマンチックなイベントである。

　そんな重大イベントにおいて夢ゆめ前さき光ひかりは、こともあろうに食べかけのチョコレートでお茶を濁にごすという暴挙に出た挙あげ句く、更さらには妹の雪ゆき瑚こを怒らせてあわやチョコを貰もらえないという悲ひ劇げきを巻き起こしかけたのだが。

　ただ、それと時を同じくして。

　実はもう一つ、バレンタイン関連のドタバタがあった。

　それは、夢前光と出会って十ヶ月程経った二月。バレンタインまで、もう間もなくと迫った日のこと。

　俺おれの知らないところで、黒い翼つばさの生えたキューピッドは動き始めていた。
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『起床なう！』

『今日も寒いなう！』

『なうなう！』

『このツイッターアカウントは、坂さか本もとくんに内緒で取得したアカウントである！』

『これから日々思ったことや起きたことを適当に呟つぶやき続つづけるのだ！』

『というのも、光ちゃんがいなくなった後、きっと坂本くんはメソメソするに決まっていると思うから』

『きっと寂しいだろうから』

『だから……光ちゃんがいなくなった後に、このアカウントの存在を何らかの方法で坂本くんに伝えて……』

『ああ、こんなこともあったなぁ……夢前光の奴やつ、俺の知らないところでこんなことしてやがったのか……』

『そんな感じでしんみりしてもらい、時々光ちゃんの存在を思い出してもらうのだ！』

『やっぱり……忘れられたくないもん』

『そのためにいっぱい呟いておくのだ！』

『坂本くんへのメッセージも残しておくのだ！』

『それはさておき、今け朝さの日記でまたも坂本くんが怒っているのである』

『毎日毎日、よくこんなに怒ることがあるなと感心するね！』

『ちょっと電気のヒモでボクシングの練習してただけなのに』

『そしたら勢い余って神がかったフライングアッパーを放ってしまい、天井に大穴を開けただけなのに』

『ぷんぷん！　これくらいで怒ってるから童どう貞ていなんだぞ！』

『坂さか本もとくんの背が高すぎるのが悪いんだ！』

『でもまぁ光ひかりちゃんは優やさしいから、許してあげるけど』

『ついでに、坂本くんのためにキューピッドになってあげるのだ！』

『というのも、もうすぐバレンタインだからね』

『今の内に手回しして、チョコを大量ゲット出来る作戦を開始しておくのだ！』

『そしてそのチョコをわけてもらうという算段である』

『童貞の坂本くんは喜ぶし、光ちゃんはチョコを食べられるし……まさに一石二鳥だね！』

『ちなみに光ちゃんも坂本くんに何かあげるつもりなんだけど……どうしよっかな』

『うーん……まぁ自分のことは後でいいや。次に思い出した時に考えよう』

『それより、今の内に女の子達にチョコをくれるよう催さい促そくしておくのだ！』

『まずはかすみちゃん！　早速ＴＥＬＴＥＬ！』

『…………』

『間違えた……』

『間違えて美み紗さ貴きちゃんに電話して「かすみちゃん！　バレンタインはキミの手作りチョコを一番最初に食べたいな！　だってボクは、キミのことが一番──」て言っちゃった……』



『むっちゃ「フフフフフフフフフフフ」て笑ってた……』


『やばいかな……』

『…………』

『まぁいっか♪』

『…………』

『いやいやいや！　いつもそうしていい加減にするから、坂本くんに怒られるんだから！』

『仕方ない。ここはバランスをとることで対処としよう』

『というわけで、かすみちゃんにも電話をします』

『内容はもちろん「美紗貴ちゃん！　バレンタインはキミの手作りチョコを一番最初に食べたいな！　だってボクは、キミのことが一番──」でありまする』

『これならバランスがとれていい感じになるのでありまっする！』

『早速電話するのだ』

『…………』

『うん！　これで完かん璧ぺき！』



『「へぇーそうなんだーふーん。ふーん。ふーん」て笑ってたのだ！』


『きっとこれでバランスが取れていい感じになるはずなのだ！』

『……なるよね？』

『まぁいいや。とりあえずこれで準備は完了！　当日が楽しみだなぁ～』

『じゃあ今日はこの辺で！　シーユーっ！』
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　……何か様子がおかしい。

　その日、俺おれは普通に学校に通い、一日を過ごしていたのだが。

　するとなぜか。かすみちゃんから、やたらとこう……圧あつ？　と言いたくなる何かを受けたのだ。

　何だろう。「何があっても坂さか本もとくんの一口目を手にするのはわたしなんだから」とか言ってたけど、何のことやら。

　おまけに、放課後には美み紗さ貴きちゃんからも「先せん輩ぱい。先輩の一口目は何があっても美紗貴のものですよ」と言われる始末だし。

　んー……俺の知らないところで何かがあったとしか思えないんだが。

　またあいつか？　夢ゆめ前さき光ひかりがいらんことをしちまったのか？

　だけど日記には、『光ちゃんのバランス能力は完璧なり！』などと意味不明の言葉しか書かれていないし。夢前光は関係ないのか？　うーん……。

　しかし、これ以上考えても何がわかるわけでもなく。

　結局、俺はここで考えることをやめてしまった。
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『今日もお風ふ呂ろが気持ちよかったのである！』

『今日も坂本くんの坂本くんはかわいかったのである！』

『牛乳を飲んで歯は磨みがきをするのである！』

『今気付いたけど、光ちゃんと坂本くんて歯ブラシを共有してるんだよね』

『んまーっ！　なんてはしたない！　光ちゃんともあろう聖女が、男の子と歯ブラシを共有しているなんて！』

『光ちゃんともあろう聖女が！　光ちゃんともあろう純じゆん潔けつ少しよう女じよが！』

『光ちゃんともあろうおしとやか大和やまと撫子なでしこが！』

『むぐぐ……坂本くんも言ってくれたらいいのに！』

『きっと坂本くんのことだから「うひひー！　夢前光の歯ブラシちゅぱちゅぱ！」とかやってるに違いないのだ』

『まったく。これだから童どう貞ていは困る』

『というわけで今日からは雪ゆき瑚こちゃんの歯ブラシを使うのだ！』

『うひゃひゃひゃひゃ』

『…………』

『死ぬ程怒られた……』

『まさかいきなり後うしろ回まわし蹴げりを放たれるとは……』

『それだけに留まらず、四の字固めまで食らわされるとは……』



『そしてなぜか「雪瑚もにいさんの歯ブラシを使ってやるのです！　ざまぁみろなのです！」と言われるとは……』


『そしてそして、光ひかりちゃんと坂さか本もとくんの歯ブラシを本当に口に含まれるとは』

『瞬しゆん間かん、我に帰って赤面してた雪瑚ちゃんごちそうさまでした』

『ぶひぃいい～っ！　赤面雪瑚ちゃんかわゆい～～～っ！』

『それはさておき、かすみちゃんからメールがきてるね』



『なになに。「チョコレートのトッピングに何か希望はある？」とのことです』


『ふむ。トッピング』

『何がいいかな』

『そうだ！』

『「むふふふ♪　かすみちゃんの母乳がいいなぁー」。なーんちゃって』

『送信！』

『…………』

『あれ？　返事が来ない』

『…………』

『やっちゃったかな？』

『…………』

『まぁいっか♪』

『そんなわけで今日のツイート終了！　頑張るんだぞ坂本くん！』

『めでたしめでたし』
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　いてて……。

　その日。学校帰りの放課後のことだ。

　俺おれは、自室で腫はれた頰ほおを押さえてうなだれていた。

　というのも、なぜかいきなり学校でかすみちゃんに「出るわけないでしょ！　バカバカバカ！」などと意味不明のことを言われながら、連続張り手を食らったからである。出る？　何が？　ったくもう……どうせ夢ゆめ前さき光ひかりがいらんことをしたんだろう。

　しかしそう思うも、昨日きのうの日記には『ちょっと坂本くん！　光ちゃんの歯ブラシチュッパチャップスチャプチャチャチャのチャチャチャパ王だぞ！』などというまったく何の意味があるのか不明な文章が残されているだけだし。たぶん本当に意味がないんだと思う。マジで。

　ただ、気になるのはかすみちゃんがその後、

「で、でも、どうしてもというなら、坂本くんなら直接……吸……」

　なんて言っていたことだ。

　はてさて。何のことやら。どうせロクなことじゃないんだろうけど。

　まぁその後、よくわからんままに「その時はよろしくね。楽しみにしてるよ」とお茶を濁にごしたら、なぜか赤面大だい爆ばく発はつしてたけど。うーん、どうも地じ雷らいを踏ふみ抜ぬいた気がする。まったく、厄やつ介かいだぜ。

　やれやれ。
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『そういえば坂本くんはなぜに光ちゃんをフルネームで呼ぶのか』

『きっとアレだね。女の子を名前で呼びたい！』

『だけど恥ずかしい！』

『ゆえにフルネームなんだね。やれやれ。これだから童どう貞ていは』

『それはさておき、おっぱい触りたい』

『坂本くんの体には、女の子のおっぱいを気軽に触れないという欠点がある！』

『うーん、よく見ればそこそこイケメンのはずなのになぁー……』

『一見恐こわいけど、そのヘタレ具合と相まってよく見るととってもかわいいという幅広い層に需要のある顔のはずなんだけどなぁ……』

『うむむ……はがゆい』

『おっぱいを揉もめないことがこんなにも辛つらいなんて……』

『光ちゃんが常じよう識しき人じんじゃなければ、道行く人のおっぱいにアタックするのに！』

『こんなにも常識を持って生まれてこなければ……しくしく』

『う～～～～男の子の体なんてつまんない！　おっぱいおっぱい！』

『銭湯で男の子のお尻しりをアレコレ堪たん能のう出来るだけじゃ割に合わない！』

『あれはあれで快感だけど……』

『うひひひ♥』

『とまぁそんな愚ぐ痴ちはさておき。坂本くんのおっぱいはちょっと綺き麗れいすぎやしませんか』

『まるで例えるなら三月下げ旬じゆんの桜さくら色いろ』

『淡あわく、儚はかなく、ほのかに風ふ情ぜいを感じさせる甘あま酸ずっぱい春のかほり』

『色よし艶つやよし形よし』

『むむ。何か腹はら立ってきた』

『恐こわい顔してるくせに！　一部にしか需要がないくせに！』

『今日から坂さか本もとくんあらため、ピンキー乳首マンと命名する！』

『などと一人騒さわいでいるところにメールが舞まい込こんできたのだ』

『美み紗さ貴きちゃんである』



『なになに？　「バレンタインシーズンですので、とっておきの美紗貴をご用意いたします。どんな美紗貴をご所望ですか？」とのことです』


『ぶひぃいい～っ！　清せい楚そ系けい後こう輩はい美少女萌もえ～～～っ！』

『ふむふむ。そうだなぁ』

『やっぱり美紗貴ちゃんにはドＳが似合うよね！』

『鞭むちとかボンデージとか装備して踏ふみつけとかしちゃって』

『挙あげ句くの果てには唾つばを吐きながら女王様とお呼び！　などなど』

『うへへ……想像したらたまらねぇぜ……』

『というわけでそんなキャラをご所望するのだ』

『送信！』

『今日もいい仕事した』



[image: ]

　……理り不ふ尽じんだ。

　その日も俺おれは、自宅でしくしくと一人で嘆いていた。

　というのも、今日の放課後。普通に下校していたら、なぜか校門に美紗貴ちゃんが待まち構かまえており。

　しかもなぜか、

「止まりなさい、そこのピンキー乳首マン！」

　などと叫ばれたかと思うと、すさまじい美び脚きやくハイキックを食らったのだから。

　おまけに蹴けられ踏まれ足蹴にされ。

　一体何事かと目を白黒させる俺に、彼女は

「いかがかしら先輩？　あなたの望んだ香こう寺でら美紗貴ですよ！」

　などと叫ばれるのだから。何なんだよもう……。

　となれば、やはり昨日きのうの自分に原因があるのだと思うも。

　しかし日記には『こわもてのチキンハートは淡く儚し』などという理解不能な一文が書かれているのみだし。

　全然意味わからんが、多分めちゃくちゃけなされてるんだと思う。

　ちくしょう。
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『今日の光ひかりちゃんはひと味違うのだ！』

『何かわかんないけど、朝から気合い十分なのだ！』

『たまにそういう日があるのだ！』

『スーパー光ちゃんうおおおお！』

『この勢いで宿題をやるのだ！』

『全然わからないのだ！』

『宿題を終わるのだ！』

『それより、迫り来るバレンタインを前に、大変なことを忘れていたのだ』

『なんと！　クーデレ少女こと千ち秋あきちゃんに！』

『催さい促そくするのを忘れていたというこの悲ひ劇げき！』

『やっぱり千秋ちゃんからもチョコレートを貰もらっておかないとね！』

『というわけで、メールを送ることにする』

『だけど、千秋ちゃんはクールだからこういうイベント積極的じゃないのかも』

『いや！　だからこそ燃えるのであります！』

『クールに興きよう味みないフリして、バレンタインなんて知らないフリしちゃって』



『でも当日、照れながら「よ、用意してあげましたよ」なんて目を逸らしながら言っちゃって……』


『うにゃほほ～～～っ！　クーデレ最高～～～っ！』

『早速隼はや人とくんにチョコをくれるよう催促するのだ！』

『隼人くんと千秋ちゃんには、一日置きに入れ替わっていることが知られてるから、話がしやすくてたすかるね！』

『えーと、何てメールしよっかな』

『とりあえずここで下書きしよう』

『拝はい啓けい、隼人さまへ』

『死んで幾いく許ばく。お元気でしょうか』

『この度たび、バレンタインが迫っておりますね』

『つきましては当日、ウチの童どう貞てい（笑）をそちらに向かわせますので、千秋ちゃんからチョコを恵んでくださるよう手配してほしい所存です』

『ちなみにチョコは千ち秋あきちゃんの裸体に塗りたくっていただきたく存じます』

『本人が直接ペロペロしたいとぬかしておりますので、どうかご容よう赦しやお願いします』

『あわれな童どう貞ていの気持ち悪い妄もう想そうだとは百も承知ですが、せせら笑う気持ちで理解していただければと思います』

『何なに卒とぞ、よろしくお願いします』

『こんなとこかな』

『…………』

『完かん璧ぺきだ！　これで千秋ちゃんも攻略間違いなし！』

『ではこれをコピペして──送信！』

『こうして光ひかりちゃんは気分よく眠りに就つくのであった……』
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　何なんだよもう……。

　その日も俺おれは、うなだれていた。

　理由は簡かん単たん。千秋から電話があったかと思うと、いきなり、

「秋あき月つきさん、お元気ですか？　早速ですが、例の件についてお話があります。男の子にはそういう願望があるものだとは理解しておりますし、さらにはあなたが隼はや人とくんと違ってモテないゆえにそういう気持ち悪い妄想を繰くり広ひろげる飢えた男の子だというのは百も承知です。しかし、だからといってそのような行為を女性に求めるのはいかがなものかと思うと同時に、とてもとてもあなたという人間に幻滅するしかなく、また、仮にもしそのような行為をするのであっても私は隼人くんとしか致さないと決めておりますので、何が言いたいかというと、その……隼人くんなら……ロペロ……でも……」

　などと超長文説教を繰り広げたかと思うと、なぜか途中からモゴモゴし出し。

　そして最終的には、

「とにかく！　あなたは私の友達です！　それ以上でも以下でもありません！」

　などとキレられながら電話を切られたというわけだ。

　何だこの理り不ふ尽じん……。

　どうせ昨日きのうの俺だろうと思うも、日記には『坂本くんのことを誰よりもわかっている光ちゃんはいわば最高の代理人なのである。ゆえに、坂本くんの望むプレイは手に取るようにわかるのだ』と書かれているのみ。

　うん。自信をもって言える。確実に余計なことしやがったなこのアホは。ったくもう。あとちゃんと宿題をやってくれ！

　しかしそれはさておき、最近、かすみちゃんと美み紗さ貴きちゃんの様子がどこかおかしい。

　何か二人して、

「当日は絶対にわたしのを先に──」

「一口目は必ず私が──」

　などと呟つぶやいているし。

　そして顔を合わせる度たびにがるるといがみ合っているし。

　やれやれ……。
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『坂さか本もとくんの手相を拝見中』

『何か幸福線が短い気がする』

『光ひかりちゃんと二心同体しておきながら失礼な！』

『これだから童どう貞ていは……手相まで童貞なんだから』

『マジックで書き足しておこう』

『…………』

『油性ペンだった……』

『…………』

『それはさておき、いよいよバレンタインまであとわずかなのである！』

『光ちゃんの手回しのおかげで、坂本くんにとって忘れられない日になるはずなのである！』

『かすみちゃんに美み紗さ貴きちゃんに千ち秋あきちゃん。うしし。坂本くん喜ぶだろうなぁ～』

『はて。それはさておき、何か忘れてるような……』

『うーん、何だろ。肝かん心じんなことのようなそうでもないような』

『ちゃんと坂本くんの身近な女の子は全部押さえてるはずだし……』

『坂本くんがチョコを欲しがる女の子はこれで全部のはず』

『うーん……』

『まぁいっか♪』

『きっと気のせいだよ──うん？　あれ？』

『雪ゆき瑚こちゃんが呼んでいるのであります！　行ってきます！』

『…………』

『ぶひぃいい～～～っ！　雪瑚ちゃんツンデレかわいい～～～っ！』



『雪瑚ちゃんに「訊きいておくよう頼まれたのです。バレンタインのチョコはどうやって渡されるのが理想なのですか？」と訊たずねられたのだ！』


『かわいいかわいいかわいい！　自分が知りたいだけなのに、誰だれかに訊かれたからと言い訳してるのが超絶かわゆい～～～～っ！』

『というわけで、「直接口移しで！」と頼んでおいたのだ！』

『坂さか本もとくんの幸せがひとつ増えたのだ！』

『雪ゆき瑚こちゃんの手作りチョコも楽しみだなぁ～。作ってるとこ見つけたら突とつ撃げきしちゃおーっと♪』

『うひひ。きっとツンデレフルパワーを楽しめるはず♥』

『それでは当日を楽しむんだぞ坂本くん！』
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『うう～～雪瑚ちゃんの手作りチョコ食べたいよぉ……このまま死んだら未練で自じ爆ばく霊れいになっちゃう……坂本くん、なんとかゲットして！　お願い！』

　バレンタインデーのその日。ノートの書き出しはこんな感じだった。

　どうやら雪瑚が俺おれのためにバレンタイン用のチョコレートを用意していたのに、夢ゆめ前さき光ひかりがいらんちゃちゃを入れたせいで貰もらえない事じ態たいに陥おちいっているらしい。それで俺に泣きついているというわけだ。ったくもう、何やってんだ。

　ただ、正直、今はそんなことはどうでもよくて。

　というのも、それどころではない状況に俺はいるわけで。

「わたしが先だって言ってるじゃない！　美み紗さ貴きちゃんは下がってて！」

「真さな田だ先せん輩ぱいこそ下がっていただけますか？　先輩の一口目は美紗貴のものですので」

（やばい……）

　さて、現状を説明しよう。

　休日の午前。場所は俺の部屋にて。

　眼前にて繰くり広ひろげられる光景は、朝っぱらから俺の家を訪れたかすみちゃんと美紗貴ちゃんが口論しているというものだ。一体何があったのかというと実に単純。

　本日はバレンタインデーなので何かいいことがあるかと期待していたのだが。

　どうやら俺の知らない内に夢前光が余計な手回しをしていたようで。いきなり二人が押しかけてきたかと思うと、俺を他よ所そにバトルを開始したのだ。

　何でも「どっちが先にチョコを俺に食わせられるか」みたいな流れで喧けん嘩かしているらしく、二人してチョコを抱えて言い合いしまくっているというわけで。夢前光の奴やつ……一体何を言ってくれたんだ。

　しかし、これはこれで何だかリア充じゆうみたいだなぁとニヤけてしまうわけで。

　だけど、そんな油断が悲ひ劇げきを招いてしまうわけだ。

「大体美紗貴ちゃん、わたしがどれだけ坂本くんに一口目を食べてもらいたいかわかってないでしょ！」

　そんなことを言い出すはかすみちゃんだ。

「わたしは……わたしはセクシードリームにたすけられたあの日から、ずっとずっと坂さか本もとくんのことを……」

　切なげな声を漏もらし、頰ほおを赤く染める。

　それに対し、美み紗さ貴きちゃんまで。

「そ、それを言うなら私も……。スネてふて腐れていたあの時に、正面から向き合ってもらったあの日からずっと──」

　こちらも同じく、赤面＆俯うつむき。

　…………。

　あ、あれ？　何だこの空気？

　二人して黙っちゃったけど……俺おれが何か言わなきゃいけないの？

（ど、どうしよう）

　しかし、そんな甲か斐い性しようがないからこんな事じ態たいになっているわけで。当然、俺には成なす術すべがなくなる。

　そうして何とも言えない気まずい空気が支配する。

　だけど、この後。

　そんなシリアスムードをぶっ飛ばすかのように、そのイベントは発生した。

「わたしは……わたしはずっと坂本くんのことが──」

「私も、ずっと先せん輩ぱいのことを──」

　赤面の二人が、揃そろって何かを言いかけたその時に──。

　そいつはいきなりドアをぶち破って現れた！

「お兄ちゃんこんにちはです！　早速ですけど──僕ぼくのチョコバナナをお食べ！」

「へ!?　木きの下したくん!?　何を────んぐぐッ!?」

「「え──あああああああッ!!」」

　…………。

　……。

　一いつ瞬しゆん。何が起こったのかわからなかった。

　しかし、徐々に理解する。

　その感触に。匂においに。味に。

　いつの間に坂本家にやって来たのか。勢いよく部屋に入って来たのは、乙女おとめ系けい男子中学生こと木下くんだった。

　そして彼は何を思ったのか。なぜか口にチョコバナナを含んだかと思うと──。

　なんと！　いきなり！

　チョコバナナの残り半分を、俺の口に突っこんできたのだ！

　この意味がおわかりだろうか。

　黒く大きく反そりかえり。

　ご立派と言うしかないチョコバナナさんが。

　まるで口移しするよう、俺おれの口内へと押しこまれたのだ。

　触れ合う唇の柔らかさに、戦せん慄りつが走る。少年の甘い香り（なぜ!?）にクラッとくる。チョコバナナの味が口に広がる。

　な、ちょ、これ──。

「キタ────ッ！　まま、まさかの薫かおる×おにいさまによる連結チョコバナナなのです！　さすがなのです薫！　頼まれてもないのにチョコバナナをチョイスするあたり、やっぱりおまえはわかってるのです！」

　……そして。

　部屋の外では、中を覗のぞき見みている雪ゆき瑚こがそんな言葉を叫んでおり。

　さらに混乱はそれに留まらず。

「な──何やってるのよ坂さか本もとくん！」

　かすみちゃんはそう叫びながら、俺に覆おおいかぶさる木きの下したくんをはがしにかかる。しかし、謎なぞのＢＬパワーで俺にしがみつく少年は一向に離れないわけで。

「ふふふ、お兄ちゃん。お兄ちゃんの望んだ通りの口移しバレンタインです。今日の僕ぼくはお兄ちゃんの望んだ木下薫ですか？」

「な……ひ、人の決きめ台詞ぜりふを────ッ」
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　そう叫び、かすみちゃんに加勢するのは美み紗さ貴きちゃんだ（決め台詞だったのか……）。そうしてドタンバタンとくんずほぐれつ。男子高校生にしがみつく男子中学生を女子高生が引き離している光景を女子中学生がきゃーきゃー言いながら見守るという意味不明な事じ態たいへと繫つながる。当然、俺は絶望するしかない。何か俺、ここ最近ずっとこの子とキスしてる気がするんだけど……。

（俺が一番キスしたいのは…………）

　げんなりしながら、机の上を見つめる。

　そこに在あるは、食べかけのチョコ菓子──ゴラァのマーチ。

　手回しばかり万端で肝かん心じんの自分のチョコを忘れていたであろう少女からのメッセージを思い出し、呆あきれるしかない。




『坂本くんへ。愛をこめて♥』




　そう書かれた、最愛の人からのメッセージに。
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　セクシードリーム。

　それは、弱きを助け、強きを挫くじく正義の味方である。

　……らしい。

　というのも、俺おれは物理的にセクシードリームとやらを見ることが出来ないからだ。

　まぁそれはさておき、正義というのは難しい。

　良かれと思ってやったことが、かえって仇あだとなることもあるのだから。

　場合によっては、取り返しのつかない悲ひ劇げきを招くこともあり得る。

　本当にかっこいい正義とは何なのか。

　正しいヒーロー像とは何なのか。

　かっこよさと正義とは両立するものなのか。

　そんな、ちょっと小難しい問題に直面した話を紹介しよう。

　それは、もうそろそろ春も近づいてきたと思える寒い日のこと。

　あと一ヶ月程で夢ゆめ前さき光ひかりと出会って一年か──という、三月上じよう旬じゆんのお話。

　唐突なる再会により、始まった。
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「ん……あん？」

　その日。まだ薄うす暗ぐらい時間帯。

　俺は目め覚ざましよりも早く、ふと目を覚ました。

　と同時に、あることに気付く。

「なんだこれ」

　おでこにセロハンテープで貼はり付つけられている、ノートの切きれ端はし。瞬しゆん時じに察する。犯人は間違いなく昨日きのうの自分。ということは、これはノートを開くよりも早く伝えなければならないことがあるという、緊きん急きゆうメッセージだ。

『おはよう坂本くん。緊急時につき、このような形でメッセージを送ることを許してほしい。心して聞いてくれ』

　寝ね転ころんだまま、暗がりにて目を凝こらすとそんな文章が目に入る。その書き出しの隣となりには、黒スーツ黒ネクタイ黒メガネというエージェント姿の夢前光イラストが添えられている。緊急事じ態たいの割には随分余裕じゃねーか。

『まず、とにかく落ち着いてほしい。何があっても騒がないことをここに誓うのだ』

　続くのはそんな言葉。へいへい、何だよ一体。

『とりあえず深呼吸をするのだ。すーはーはーはー』

「すーはーはーは……げほっ」

　吐かせすぎだ。

『次に、夢でないことを確認だ。ほっぺたをつねって、ぐにゃぐにゃびょーん』

「うにゃうにゃみょーん」

　何やってんだ俺おれ。

『最後に、キミが童貞であることを認識してほしい。ＯＫ？』

「ああ、俺は情けないことにこの歳としになっても……って何言わせるんだ」

　緊きん急きゆう事じ態たいじゃねーのかよ！

　とまぁそんな感じで朝っぱらからいつものツッコミを繰くり返かえした俺なのだが。

　この直後。俺は、とんでもない光景を目にすることになる。

『ではあらためて坂本くん。絶っっっ対に慌てないことを約束してから、部屋を見渡してくれたまえ。欲望に逆らえなくてごめんね。なんちゃって♪』

「は？　欲望？」

　何の話だ──と思うも、メモはそこで終了している。ったく、相変わらず大事なことを書かない奴やつめ。まぁいい。部屋を見渡せばいいんだな。

　というわけで。

　わけのわからんままに、どうせしょうもないことだろうと確信して自分の部屋を見渡してみる。よくわからんイタズラでも仕掛けられているのかと考えながら──。

「すーすー……」

「え？」

　が、しかし。

　そんな俺の予想は、大幅に勢いよく裏切られることとなる。

「な、な────ッ!?」

　突然のその事態に声が出ない。当然だ。あまりにも──あまりにもその事態を俺は予想だにしていなかったから。

　ぼんやりと見渡した部屋の中。その、床の上。

　そこにはなんと──。

（お、女の子!?）

「んん……すぅ」

　……そう。

　俺の部屋の、床に敷しかれた布ふ団とんの上。

　そこに、明らかに幼い顔を晒さらした見知らぬ女の子がすやすやと寝息を立てていたのだ。しかも、ただの女の子ではない。その子は明らかに幼い顔をしており、まるで小学生くらいを思わせて──。

（待て、待って。これってまさか──）

　思い出す。先程のメモに書かれた文章を。

　欲望に逆らえなくてごめんねという文章を。

　あらゆる単語が脳内を高速で駆かけ廻まわる。

　誘ゆう拐かい。犯罪。児童ポルノ。売春。援えん助じよ交こう際さい。ロリコン。

　ロリコンロリコンロリコンロリコンロリコン。

　ゆ、夢ゆめ前さき光ひかり。おまえ、まさかついに超こえてはいけない一線を──。

　と、その時だ。

「うおおっ!?」

　なんということか。突然の事じ態たいにテンパっていたとしか思えない。

　いつの間にか無む意い識しきに。ベッドの上にて立ちあがっていた俺おれは、バランスを崩くずしてよろめいてしまった。やばい──と思って持ち直そうとするも、ベッドの上では踏ふん張ばりが効かず。少女の上に倒れそうになるも、何とか潰つぶさないようにあがいた結果──。

「あいでっ！」

「ひゃっ!?　な、何よ一体！　────ふぇ？」

　…………。

　事態は最悪の方向へ傾いてしまった。

　咄とつ嗟さに。何とか少女を潰さないよう両手両足を広げた俺は、四よつん這ばいの姿勢になっていた。

　そしてその真下。無防備に乱れたパジャマ姿を晒さらす少女は、衝しよう撃げきで目を覚さます。

　この状況に、何かを瞬しゆん時じに誤解したのだろう。

　少女の顔は、暗がりでも理解出来る程にみるみるうちに青ざめる。

　ち、ちが──待って。これはその、決してそんなんじゃ──。

「……き」

「待って！　待ってくれ！　違うんだ、これは誤解だ！」

「…………き」

「ホントだって！　俺は決して夜這いをかけようとしたんじゃなく……不可抗力で！」

「………………き」

「ホントだから！　俺はこんな顔だけど、本当はただのヘタレだから！　女の子と偶然に手が触れ合っただけで夜中に何回も思い出しては悦えつに浸ひたるようなそんなキングオブ童どう貞ていだから！　だから決して──」

　あれ？　今のは逆効果？

　そう思いつつも、どちらにせよ抵抗は虚むなしく。青ざめマックス、深呼吸バッチリな少女が大きな口を開けて叫んだ言葉は──。

「きゃああああああああああッッ!!　ご、ごうかんまぁ────────ッッッ!!」

「ご、ごうか──いや違うって！　違うんだよ！」

　ああくそ！　やっぱり、時既すでに遅し。

　恐きよう怖ふに歪ゆがむ少女は、そんな単語を何の遠えん慮りよもなく大声で叫んだのだ。

　しかもさらに。

「はぐぉうッ!?」

　……渾こん身しんの一いち撃げきを食らう。

　寝ね転ころんだ姿勢からの超ちよう強きよう烈れつな飛とび膝ひざ蹴げりを。

　狙ねらわれた先は、全男の子共通の大事な所。その衝しよう撃げきに息が出来なくなる。

　お……おおう……今のは効いて……。

「な、何事なのです!?　今の悲鳴は……ってにいさん!?」

　最後に見たのは、扉とびらを開いて飛び込んできた妹の姿。

　最後に聞いたのは、そんな台詞せりふ。

　それらを最後に、俺おれの意い識しきは薄うすれゆく。そして、ついに倒れ伏した体と共に、自我はぐいぐいと闇やみの底へと引っ張られて。

「にいさん！　死ぬななのです！　に、にいさ──────ん!!」

　雪ゆき瑚このそんな絶叫を鎮ちん魂こん歌かにして。

　そのまま俺の意識は、ブラックアウトした。







『キター！　ロリロリお嬢様萌え────っ！　さぁ坂本くんもご一緒に！　ロリロリお嬢様最高────────ッ!!』

「くそ……何て情報量のない日記だ」

　時間は少し過ぎて。

　どうにか意識を取り戻した俺は、着替えもそこそこにひいこら言いながら交換日記を広げていた。が、目に入るのは非常にどうでもよろしい駄だ文ぶんのみ。ちくしょう、これじゃ何があったのかわかんねーじゃねーか。

　というわけで仕方なく、雪瑚を部屋に呼び寄せてそれとなく問とい質ただすことにする。怪しまれること必至なので、「あれ？　さっき蹴られた衝撃で記き憶おくが……あの子は一体誰だれだっけ？」などと適当な噓うそで誤ご魔ま化かしながら。

　すると、返ってきたのは中々に予想外の言葉だった。

「しっかりするのです。あの子は従妹いとこの瑠る奈ななのです。そんなことも忘れちゃったのですか？」

「瑠奈……え!?　瑠奈!?」

　驚おどろくしかない。

　瑠奈。その響ひびきに、幼き記憶が蘇よみがえる。

　覚おぼえてるぞ。母さんの妹の一人娘──つまり雪瑚の言った通り、従妹にあたる存在だ。確か雪ゆき瑚こよりも三つ年下だから、今は小学四年生だ。最後に会ったのはもう五年以上も前の話で……え？　あの子が瑠る奈な？　マジで？　めっちゃ久しぶりじゃん。

「でも、あの子かなり遠くに住んでるんじゃなかったっけ？　連休でもないのに何で──」

「忘れすぎなのです！　最近、仕事の都合で近所に引っ越してきたのです！　前にも母さんが言ってたのです！」

　雪瑚が返すはそんな言葉だ。

　そうだっけ？　覚おぼえてねーや。へぇ、そうだったのか。

　いやでもしかし。だからって何で家に来てるんだ？　つーかなぜに俺おれの部屋に？

「もう！　どれだけ忘れんぼさんなのですか！　それは──」

　が、しかし。

　続く言葉は遮さえぎられてしまう。

　何でかって？　その子が現れたからさ。

　俺と雪瑚が二人でいた部屋に、勢いよく扉とびらを開けて。

「勘違いしないで！　お父さまとお母さまがケンカしてなきゃ、こんなところに来なかったわ！　プライベートなことを何度も話させないでよ、この──〝優やさしい顔〟!!」

「──え？」

　着替えが終わったのか。

　偉そうに叫びながら現れたのは、渦か中ちゆうの人物──小学四年生の瑠奈だった。

　鮮やかな髪かみは、朝あさ陽ひにキラキラと輝いている。

　肌は白く、年相応に一切の汚れが見られない。

　その体は女と呼ぶには少し幼すぎるけれども──それでも、小さくかわいく愛らしく。まるでドレスのようなお洋服が、これでもかと女の子であることを演出している。

　そして何と言っても目を引くは、生意気ながらも高貴に愛らしく整ったその顔だ。大きな瞳ひとみが少女であることを全力で訴えており、見ているだけで幸せになれる程。長いまつ毛も、綺き麗れいな鼻立ちも。とにかく、全ぜん身しん全ぜん霊れいで美少女であることを教えてくれる。

　そんな、将来が楽しみで仕方ない小学生──瑠奈が、偉そうに仁に王おう立だちしながら俺を見下ろす。いやはや……いつの間にか随分と大きくなったものだ。記き憶おくの中の瑠奈は、本当にまだまだちっちゃかったのに。

「そういうことなのです。にいさんも知っての通り、叔お父じさん叔お母ばさんはしょっちゅうコレなのです」

　とまぁそんな感想はさておき。

　雪瑚の言葉に、俺は瑠奈の両親を思い出す。ああそう言えば。よくこんなことがあるって母さんが確か愚ぐ痴ちってたっけ。

　というのも、瑠奈の両親は普段はめちゃくちゃ仲のいいバカップル夫婦なのだが。しかしなぜか定期的に大ゲンカしては、収拾がつかなくなるのだ。両親がダブルで弁べん護ご士しというのも、収まらない口ゲンカに関係しているのかもしれない。

　となると、その度たびにウチの両親をはじめ、親族が仲ちゆう裁さいに入る羽目になり。その間、かなり長引くことが常つねなので、近くの親しん戚せきが瑠る奈なを預かるといったことを繰くり返かえしている。なるほど。こっちに引っ越してきて近くの親戚が俺おれの家になったというわけか。やれやれ。いつものこととはいえ迷惑な……お年玉たくさんくれるから嫌いになれねーけど。

「そっか。じゃあ当分、ウチから学校に通うことになるんだな」

「そうよ、何度も説明させないで。でもまさか、いきなり寝起きを襲おそわれるとは思わなかったわ。この〝優やさしい顔〟！」

「いや襲ったわけじゃ──……え？」

　偉そうに。

　まるで、それこそ甘やかされて育ったイイトコのお嬢じよう様さまのような振ふる舞まいで、瑠奈はぷんと俺を非難する。はぁ……そういやこの子、昔からすんげー人見知り＋生意気少女だっけか。いかにも金持ちの家で甘やかされて育ったという感じの、わがまま困ったちゃん。従兄いとこのにーちゃんなんて興きよう味みないって顔だ。

　いやそれよりも。

「何だ、優しい顔って？」

「にいさん。ちょっと」

　が、しかし。

　そう訊たずねるも、なぜか雪ゆき瑚こに部屋の隅すみまで引っ張られ。

　そして、耳元に唇を寄せてこしょこしょ話をさせられる。

「（んもう、一体どれだけ忘れてるのですか！　瑠奈は〝あまのじゃく〟な子なのですよ。昔からそうだったのを忘れたのですか？）」

「（え？　あ────そういえば）」

　雪瑚の言葉に、再び昔を思い出す。

　そうだ。瑠奈は確かに、小さい頃ころからなぜか逆の意味の言葉を混ぜて喋しやべるヘンな子だった。

　理由はよくわからない。確か一番最初に出会った時はそんなことなかったはずなんだけど……気付けば、確かにこんな感じになっていたのだ。叔お母ばさんはそのうち直るでしょみたいに軽く考えていたみたいだけど、全然直ってねーじゃんか。

「何をひそひそ話をしているの？　とっても〝愉ゆ快かい〟よ！　この〝リア充じゆう兄妹〟！」

「むにっ!?　お、おまえに何がわかるのです！　このあまのじゃくっ子！」

　と、そんな感じで。

　雪瑚とこしょこしょやりとりしていたら、飛んでくるのはそりゃもう生意気を極きわめたそんな台詞せりふだ。えーと、愉快の反対が不愉快で、リア充の反対が……ははは。まぁ言い返せないのが辛つらいところだぜ。

「んむむ……雪ゆき瑚こはお姉さんなのです。こんなことで怒っては──」

「それより朝食はまだかしら。早く作ってくださる？　〝巨乳の人〟」

「ふぎーっ！　やっぱり許せないのです！　おまえも大たい概がいペタンコなのです！」

　そして。

　まぁ当然と言うべきか。こちらも大概ヘンテコな人種である雪瑚とは、水と油の関係のようで。アレな女の子同士、ふぎゃふぎゃと子猫のように取っ組み合っている。雪瑚、その辺にしとけ。なんか小学生相手に胸のサイズで張り合う中学生って凄すごく悲しいから。小さくてもそれなりに需要があるはずだから。

「とにかく。私がこの家にいる間は、丁てい重ちようにもてなすことを期待するわ。〝兄嫌い〟のお姉さま」

「んななななな……っ！　何を言うのです！　ゆ、雪瑚はべつに──」

　その後もそんな感じで。

　片や生意気に。片やしかめっ面つらで言い合う二人に、ため息を吐くしかない。ああ、これは中々に厄やつ介かいなことになったぞ。瑠る奈なが生意気でわがままな点はべつにいい。今いま更さらナメた態たい度どをとられるなんて気にすることじゃないし、ちょっと困ったちゃんの面倒を見ることになったと思えばそれで済む話だ。ただ。

（夢ゆめ前さき光ひかりがどう出るか……）

　先程のノートに書かれていた、続きの文章を思い出す。

『これから楽しみだなー♪　生意気なロリロリ小学生に、あんなことやこんなこと……ぐふふふふ♥』

　と書かれた文章を。うう、絶対これロクなことにならんやつだぞ。

　が、しかし。そう不安がったところでどうにかなるわけでもなく。そして予想通りに、その不安は現実となって俺おれに襲おそいかかることになるのだ。

　事件は早速、翌々日より巻き起こる。

　まずはこんなことが起こった。
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「あなたって〝最高〟ね！」

「へ？」

　少し、いつもより遅めに起きた朝のこと。

　学校へ行く前に朝食を摂とろうと思い、訪れたリビングにて。俺はそんな言葉を浴びせられた。

「〝見直した〟わ！　こんなに〝気持ちのいい〟人だなんて思わなかった！　是ぜ非ひとも〝長生き〟してちょうだい！」

「んーと……」

　そんな言葉をプリプリ顔で告げた瑠る奈なは、そのままランドセルをしょって家を出てしまう。

　えー、今のはつまり最高が最低で。見直したが見み損そこなったで。気持ちのいいが……。

　……何てややこしい子だ。

「何をやったんだよ夢ゆめ前さき光ひかり」

　嫌な予感に包まれながらも、調べないわけにはいかない。

　自室へ戻り、ノートを広げながら俺おれはそう呟つぶやく。それなりのおちゃらけた謝しや罪ざいでも書いてあるかと思い。

『うーん、今日の瑠奈ちゃんは機嫌が悪いなぁー。何でだろ？』

「あれ？　心当たりないのか？」

　しかし。日記に書かれるはそんな言葉だ。

　ん？　こいつが原因じゃないのか？

『おっかしいなー。アレはアレで生意気かわゆすなんだけど……何で怒ってるんだろ？』

「んー、何でだろうな」

『不思議だなぁ。べつに何もしてないのに……』

「うーん、確かに不思議だ」

『うーんうーん。心当たりがない～～～』

「はて、マジで何でだろ」

『どうしよう、本当に思いつかないや。瑠奈ちゃんの枕に顔をうずめながら「うひーっ！　ロリっ子小学生の穢れなき香りうひひひーっ！」ってやってたのを見られたくらいなのに……』

「百パーそれだから！　他にねーから！」

　なぜそれを見られて大丈夫だと思えたんだ！

　結局。この件は、俺が全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってして謝罪することによりどうにか許しを得ることが出来た。

　俺のあだ名が〝熟じゆく女じよフェチ〟になるという代だい償しようを経てだけど。

　やれやれ……。
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　こんなこともあった。更さらに翌日のことだ。

「あ、これなんていいんじゃない美み紗さ貴きちゃん。束そく縛ばくからのスパンキングプレイで──」

「こっちもよさそうですよ真さな田だ先せん輩ぱい。全裸放置プレイからの精神的ＳＭを──」

（あのボケェエエエ！　いらんことしてくれやがって！）

　その日。

　学校から帰った放課後の自室にて。俺おれは正座をさせられ、かすみちゃん＆美み紗さ貴きちゃんのタッグを前に冷や汗をかいていた。

　いきさつはこうだ。

　一昨日おとといの日記に『小学生の匂においを嗅かぐの禁止！』と強めに書いておいたら、夢ゆめ前さき光ひかりもそれなりに反省したようで。

『ごめんね坂本くん。まさか小学生スーハーがいけないことだなんて……。おわびに、女の子とこれといって縁がなくとても残念な人生を送っている悲しい坂本くんに、幸せシチュエーションを用意してやったぞ！　存分に楽しむのだ！』

　という、謝しや罪ざいしてんだかけなしてんだかな文章が残されていたのが今け朝さのことだ。

　何のこっちゃと思いながらも、まぁそのうちわかるだろと流して一日を過ごしていたら。なんと放課後、かすみちゃんと美紗貴ちゃんが同時に家を訪れるという、戦せん慄りつイベントが発生してしまったのだ。

　何でも夢前光は昨日きのう、それぞれに『忙しいところごめんね。ちょっと辛いことがあって……明日、家に来てなぐさめてくれないかな』なんてことを言ってくれやがったらしいのだ。

　結果、何を勘違いしたのだろうか。

　化け粧しようバッチリおしゃれバッチリ。

　片や谷間オープン。片やミニスカ万ばん歳ざい。

　そんな二人がばったり坂本家の玄関で遭そう遇ぐうしたのだからたまらない話だ。瞬しゆん時じに彼女らは悟さとったのだろう。テンパる俺を前に、

「あ、そういうこと」

「先せん輩ぱい。見上げた根性ですね」

　と言いながら頷うなずいたことでザ★修しゆ羅ら場ばが完成。

　その後、俺は正座をさせられ、二人は俺のパソコンを使って死刑方法を検索しているというわけだ。もう、何やってくれてんだよ夢前光！　ちょっと考えたらこうなるってわかるだろ！

　しかし、そう嘆くも時既すでに遅し。いよいよ二人の意見が「ダブル電気あんま」で一致しかけ、俺が恐きよう怖ふにおののいていたら──。

　まさにその時だった。

「ちょっと〝熟じゆく女じよフェチ〟！　お腹なかが空すいたのだけれど、この家にはお菓子もないの？」

「え？　あ、瑠る奈な！」

　勢いよく扉とびらを開き、現れたのは学校から帰ったばかりの瑠奈だった。今日も偉そうに生意気な瞳ひとみで俺を見下ろしている。

「じゅ、熟女……？」

「先輩、この子は……」

「え？　ああ、いや違うんだ！　これはその──」

　この子は従妹いとこで、逆言葉で話す変な子で──とイイワケしようとするも。俺おれが声を上げるより早く、瑠る奈なは自己紹介を始めてしまう。しかし、その内容がまた面倒なものであり。

「はじめまして。わたしは瑠奈。この男とは〝血の繫つながりがない〟のだけれど〝とても愛し合って〟いて、昨日きのうも一昨日おとといも一日中〝愛の言葉を語り合った〟仲なのよ」

「は──っ!?」

「な──さ、坂さか本もとくん、それってどういうこと!?」

「いやいや待って待って！　違うから！　そうじゃないから！」

　かすみちゃんと美み紗さ貴きちゃんの瞳ひとみが闇やみ色いろに染まったのを見て、慌あわてて叫ぶ。そうじゃないんだ。今のはつまり、血の繫がりがあるけど仲が悪くて、一日中文句を言い合っているという意味で──。

　が、しかし。

　俺が口を挟むチャンスなんてあるわけもなく。瑠奈は更さらに語る。

「私がこの男を〝好き〟になるのもしょうがないでしょう？　昨日だって何度もしつこく『瑠奈たん！　お兄ちゃんと一緒にお風呂に入りましょ！　うげろげろげろｗｗｗ』などと言われたのだもの。本当に〝最高〟だったから〝一緒に入ってあげた〟わ。本当に本当に〝好き〟になったんだから！」

「瑠奈、お願い！　一回、黙っててくれます!?」

　だけどもう遅すぎて。

　引っかきまわすだけ引っかきまわした瑠奈はそのまま部屋を去って行き。残されるは、俺と鬼き神じんが二人。どす黒いオーラと共に、二人は立ち上がる。そして。

「真さな田だ先せん輩ぱい。束そく縛ばくスパンキング。全裸放置。ＳＭ。電気あんま。どれがお好みですか？」

「フルコースで」

「ですよね」

「いや、待っ────はぐっ!?」

　──その日。

　結局、俺が開放されたのはもう夜遅くなった頃ころだった。

　うう……もうお嫁に行けない。ちくしょう。
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　さらにまた別の日だ。

『コスプレさせたい』

「何言ってんだ」

　その日の日記はそんな書き出し。

『ハレンチ魔女っ子のコスプレを瑠奈ちゃんにさせたい』

「んなこと出来るわけねーだろ」

『思わず通販をポチってしまった光ちゃんを誰が責められよう』

「責めまくるよ！　でかいダンボール箱が置いてあると思ったら！」

『布面積を最小限に留めたこのコスプレは、絶対に瑠奈ちゃんを天使にするはず』

「どれどれ……いやいや。これ、ほぼ全裸だろ……」

　水着よりキワドイぞ。

『無理矢理にでもコスプレさせたい。この際、捕まってもいい』

「よくねぇ！　やめて！　シャレにならんから！」

　しかし、その続きには『というわけで坂本くん。光ちゃんが凶行に走る前に、何とかしてハレンチ魔女っ子瑠奈ちゃんをカメラに収めるのだ！』というふざけたミッションが書かれている。更さらにその隣となりには、俺おれがヨダレを垂らしながらカメラ片手に瑠奈を激げき写しやしまくっているイラストまで描かれている。あーもう、面倒なことを……でもやらなきゃ、もっと面倒なことになるだろうしなぁ。

「しょうがねぇ。一計を案じてやるか」

　というわけで。

　宣言通り、聡そう明めいな俺はある作戦を実施することにした。

　まず最初に。リビングの目立つ位置に、コスプレ一式（つーか本当にエロい衣装だな……結構アウトだぜ？）を設置。

　次に、その側そばにメモを貼はっつけておく。内容は『これであなたもモテモテリア充！　魔女っ子になることで、今日から生まれ変わったスーパーアイドルだ☆』というものである。これを読んでその気になった瑠奈が着替えたところを、ぱぱっと写真に収めるという算段だ。

　まぁハッキリ言って、こんなものに引っかかるのは相当に寂しい人生を送っているアホだけだとは思うが。しかし、今回の相手はたかが小学生だ。アイドルやら何やらに憧あこがれるお年とし頃ごろ。これくらい子供だましで調度いいだろう。

　というわけで。その日の放課後。

　ハイスピードで帰宅した俺は、セッティングを完了させると同時に隣りん接せつするキッチンの陰に身を隠す。もちろんデジカメ片手に息を潜ひそめてね。

　そして、待つこと数分──。

（お、来たか？）

　玄関の開く音で、帰宅を察知する。どうやらターゲットの瑠奈が帰ってきたようだ。

　隠れている都合上、どうしてもここからその姿は見えないが。だがしかし、音から察するにリビングへ入って来たようだ。さらに、立ち止まっている様子でもあり──。

（お。この音は着替え始めたか？）

　さらに。

　リビングからは、瑠る奈なが着替えているのであろう。衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。うしうし、いい感じだ。後は着替え終わったタイミングを見計らい、ぱぱっと一枚撮さつ影えいすればどうにかなるだろう。

（よし、そろそろいいはずだ。行くぞ──っ！）

　そうして。

　頃ころ合あいと判断した俺おれは、覚かく悟ごを決めて立ち上がることに。

　カメラを片手に、勇気を出し、瑠奈の魔ま女じよっ子こ姿を収めようと突とつ撃げきする。

　その、かわいらしいであろう小学生の魔女っ子姿のために──。




「よーす瑠奈！　アイドルに憧あこがれるなんてかわいいじゃん！　というわけで一枚写真を──」

「うぇええっ!?　に、にいさん!?」




　…………。

　……時間が止まる。

　いや、止まるしかないだろう。だってだって。そこには、予想だにしない光景が広がっていたのだから。

　そこには、確かに魔女っ子がいた。すんげーハレンチな薄うす着ぎ仕し様ようの。

　だけどそれは、決して瑠奈ではなく。つーかそもそも小学生ですらなく。

　それは──我が妹、雪ゆき瑚こちゃんの姿をしていたのだ。

　一いつ瞬しゆんで全すべてを察する。小学生サイズのコスプレがピッタリはまっていることの悲しさに。こんなのに引っかかるのは寂しいアホだけだと思っていたら、まさか自分の妹が引っかかっていたという事実に。しかもその妹が、鏡かがみに向かって全力でアイドルンルン♥なポージングをしたままフリーズしていることに。

　雪瑚さん。これは一体──。

「…………〝最高〟ね」

「はっ!?」

　と、その時だ。

　運命とは何と残ざん酷こくなのだろうか。その、どうしようもなく悲ひ劇げき的てきなその空間に。

　そんな台詞せりふと共に現れたのは、他ならぬ美少女小学生──瑠奈だったのだ。

　その瞳ひとみに映るのは、一体何なんだろうか。ノリノリで露ろ出しゆつ狂きよう魔女っ子と化している雪瑚の姿だろうか。はたまた、そんなものを前にカメラ片手に立たち尽つくしている俺だろうか。なんにせよ、理解出来るのは中々にやってしまったということだけであり。

「違うんだ瑠る奈な。これにはとても浅い事情が──」

「ええ、大丈夫よ。ちゃんと理解してるから」

　とは言いつつも。

　まるで生ゴミを見るような偉そうな視線のままに、彼女が吐き出した言葉は。

「あなた達兄妹が、それはそれは〝気持ちのいい〟〝すてき〟な兄妹だということがよくわかったわ！　是ぜ非ひとも〝近づいて〟ちょうだい！」

　──バタンッ!!

　そして。

　そう叫び残した瑠奈は、そのまま去って行く。後に残されるは、呆ぼう然ぜんとするしかないアホ二人。うん。もう考えなくてもわかります。

　俺おれ達、兄妹の威い厳げんは木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちってしまったようです。

　ちくしょうめ……。

[image: ]

　さらに別の日のことだ。

『あまのじゃくな瑠奈ちゃんを最高に活用出来る方法を思いついたのである』

「ほう」

　その日の日記にはそんな言葉が。

『開き直れば、瑠奈ちゃんの特性はとてもすばらしいと気付いたのである！』

「開き直り？」

『ようするに、嫌われる覚悟で迫りまくれば「〝好き！　大好き！　もっとこっちに来て〟！」と言ってもらえることに気付いたのである！　これはこれで快感なのである！』

「その代だい償しようはとてつもなく大きいと知れ！」

　今日は特別不ふ機き嫌げんだと思ったけどそういうことかい！

　とまぁそんなどうでもいい話はさておき。

　そんな瑠奈ではあるが、一つだけ理解出来ない要素があるのだ。

「それじゃあおやすみ。夜よ這ばいに来たら〝愛をもって歓迎する〟んだから！」

「へいへい」

　その日の夜。

　危ない妄もう想そうを搔かき立たてられそうな台詞せりふを呟つぶやくは、もちろん瑠奈だ。俺のベッドの隣となり──床に敷しいた布ふ団とんにもぐりこみながら、そう叫ぶ。それを聞きながら、俺はかねてよりの疑問をぶつけていた。

「なぁ瑠奈。何でキミは、俺の部屋で寝るんだ？」

「──っ！」

　そう。ずっと気になっていたのだが、初日からずっと──。

　なぜかこの子は、これだけ俺おれを毛嫌いしている生意気少女なくせに、なぜか寝る部屋だけは俺の部屋にこだわり続けるのだ。どうもその辺がこの子の言動に合わないと考えて訊たずねてみたのだけれど──。

「…………」

「瑠る奈な？」

　なぜか向けられるは、寂しそうなそんな瞳ひとみだ。そして。

「……〝とても大した〟ことよ。あなたには〝関係がある〟のだから〝しっかり思い出してちょうだい〟」

「……ん？　あ、うん」

　返ってくるのはそんなもの。やはり生意気で偉そうな言葉である。

　んー、やっぱり深い意味はないのだろうか。いや、でも今の台詞せりふは何か変だったような──ああもうわからん！　ほんとややこしい子なんだから！

「それじゃあ灯あかりを消して。何度も言うけど、絶対に〝夜よ這ばいして〟ほしいの。あなたに〝犯されたくて仕方がない〟のだから」

「……あいよ」

　だけど、結局真相はわからないまま。そんな台詞で会話を強制終了させられる。ったく、今のはちょっと問題発言だぜ。思わずドキッと──いやいや。これじゃ夢ゆめ前さき光ひかりと発想が一緒だぜ。

「じゃ、おやすみ。また明日な」

　ヘンテコ少女にそう告げ、灯りを消す。まったく。本当に変な子なんだから。ま、俺の周まわりには変な女ばかりだから、今いま更さらっちゃあ今更なんだけど。

　そんなことを考えながら、俺は瑠奈に続くよう眠りに就ついた。
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　だけど、そんな生活に変化が起きたのは翌々日のことだった。

「坂さか本もとさん！　今日もセクシードリーム分隊の報告をさせていただきやす！」

「どーも……」

　その日。俺の部屋には、諸事情により俺の舎しや弟ていと化しているヤンキー、もぴりんがいた。

　何を報告するのかと言うと、何でもこいつはセクシードリーム分隊として、日々、社会奉仕をするよう夢前光に命じられているらしく。時々こうして報告をしにくるというわけだ。とりあえず言えるのはもぴりん。キミはもう不良でも何でもない。ただの結構いい人だ。

「まず先週のことですが、迷子の女の子を見つけたので──」

　とまぁそんな具合に。今日ももぴりんは定期報告を開始する。

　が、しかし。

　何とこの行為が、まさかの引き金となったのだ。

「一体どういうこと!?」

「えっ!?」

　バァン────ッ！

　と。

　勢いよくドアを開け放ち、現れたのは瑠る奈なだった。え？　どうしたの？　何でそんないきり立って……。

「あなた……セクシードリームだったの!?」

「へ？　俺おれ？」

　そして。続く言葉は、そんなもの。

　ん？　何だ？　まさかこの子、セクシードリームを知ってるのか？

　しかし、そう驚おどろく俺を他よ所そに。瑠奈はみるみる顔を真っ赤にする。どうしたんだと思うのも束つかの間ま。次の瞬しゆん間かん、彼女は──。

「〝最高〟ね！　よくもあの時は……わたし、セクシードリームが〝大好き〟なのよ！」

「な──ちょ、瑠奈!?　痛い痛い！　引っかかないで！」

　いきなり暴れ出す瑠奈に困惑するしかない。

　ちょ、な、何だよ！

「〝思った通り〟の人だったわ！　これからは〝何度もお話ししましょう〟！」

　だけど。

　激げき変へんの理由は語られないままに。瑠奈は何も説明しないまま、なぜか泣きそうな顔で去って行ってしまった。後に残されるのは、呆ほうけ顔がおの俺に、何が起こったのか理解出来ていないモヒカン頭。二人して、言葉なく顔を見合わせるしかない。

「な、何だったんだ……？」







　しかしそんな疑問は結構あっさり明らかになる。

　更さらに翌々日のことだ。

「ああ。やっぱりこの子で間違いないよ」

　場所は俺の家より少し遠く。数少ない友達と言える男の自室にて。

　目の前のさわやかイケメン少年──風かぜ城しろは、俺がケータイに保存した瑠奈の写真を見つめながらそう呟つぶやく。

「やはりセクシードリーム関連か」

「うん。セクシードリームに〝成せい敗ばい〟された一人だな」

　一昨日おととい。瑠る奈なから謎なぞのお怒りをもらった後、俺おれは日記にこう書き残した。

『瑠奈がセクシードリームに恨うらみがあるようなんだけど……何か心当たりないか？』

　その結果、昨日きのう、夢ゆめ前さき光ひかりは心当たりを探すために風かぜ城しろと二人で緊きん急きゆう会かい談だんを行ったようだ。というのも、夢前光はセクシードリームに扮ふんしている時、大体の場合、風城をお供に付き従えているからだ。

　んで、その果てに何がわかったのかというと。

「いつだったかな。最近の話だぞ。放課後にセクシーパトロールに付き合っていたら、この子──瑠奈さんが数人の少女と言い合いしているのを見つけたんだよ」

　更さらに風城は、思い出しながら語る。

　今、さらっとすげぇ単語が出てきたな。

「べつに珍しくもない、ただの子供の喧けん嘩かさ。だけど、どこか一方的というか──瑠奈さんが、他の少女達に対して喚わめき散ちらしている様子でさ。少女達は委い縮しゆくしているように見えたよ。そこで、思わず光が『そこまでだ！　罵倒するなら、この卑しいセクシードリーム様によろしくどうぞ！　ドＳ系ロリっ子小学生はぁはぁ！』と言って止めに入ったんだ」

　その光景を想像する。

　小学生の喧嘩に、ワケのわからんコスプレした高校生が気持ち悪い台詞せりふと共に乱入する様さまを。うん。何やってんだ夢前光。

「それでその場は収束したんだがな。ふむ、何で瑠奈さんは光を恨んでいるのかな」

「それなんだけどよ。どうもその後がまずいことになっちまったみたいだぜ」

「え？」

　言いながら、俺はポケットから取り出したＳＤカードを風城のパソコンに差しこんでやる。再生されるは、とある動画だ。映し出される風景は、少し離れたところにある、瑠奈の通う小学校である。

「昨日きのう、雪ゆき瑚こに頼んで瑠奈をストーキングしてもらったんだよ。それでさ、ちょいと気になる映像を見つけたんだ」

「気になる映像？　……というか、おまえの妹さん凄すごいな」

　だろう？　一体何のためにこんな技術を極きわめてるのかね。まぁこういうのは知らない方がいいだろうよ。気にすんな。

「っ！　これは──」

「ああ、見ての通りだ」

　そして、肝かん心じんの映像に映し出される光景だが。

　それは、中々に俺達の心を痛めつけるものであった。

「どうやら瑠奈の奴やつ──学校で仲間外れを受けているみたいだ」

　いじめと言うには大げさだけど。

　しかし、明らかに動画には、瑠る奈なが一人ぼっちでどのグループにも属していない状況が見られたのだ。今思えば、瑠奈は毎日学校が終わるとすぐに家に帰り、友達と遊ぶ様子なんて見られなかった。それはつまり、遊ぶ友達もいないことを意味していて──。

　更さらに映像は続く。

　同級生は皆、どこか瑠奈を遠くから見つめるのみ。瑠奈が話しかけても、気まずそうに流されている。そんな様子に当然、瑠奈の顔は曇くもり顔がお。

「あ、この子達。瑠奈さんに罵ば倒とうされていた女の子達だ」

　そう言いながら風かぜ城しろが指差す先は、重い空気を生み出している女子グループである。

　まぁ、もう確定だな。これだけ情報があれば十分だ。

「ようするに、瑠奈さんは友達グループとちょっとした喧けん嘩かをしていて……そこに光ひかりが首を突っこみ、彼女を悪役として成せい敗ばいしたことによって、逆にハブられるようになってしまったのか」

「そんなとこだな。悪者はハブっていいという共きよう通つう認にん識しきが生まれちまったんだろ」

　べつによくある子供の喧嘩。

　ちょっと瑠奈が感情的になって喚わめき散ちらしていたそれだけの話。

　しかし、そこに夢ゆめ前さき光が現れて変にヒーローぶってしまったため。悪役となった瑠奈を、友達グループがハブにするキッカケを作ってしまった。まぁこの様子だと、夢前光がいてもいなくても遅かれ早かれこうなったかもしれんが……何にせよ、いらんキッカケを与えてしまったのは事実なわけで。

　思えば、瑠奈がこっちに引っ越してきたのも最近の話。それに加えてあの、ヘンテコリンな逆言葉。生意気で偉そうな態たい度ども影えい響きようしたのか。

　結果、それら全部をひっくるめた状況が今の状況というわけで。

『うううう……どうしようどうしよう。光ちゃんのセクシーパトロールのせいで、瑠奈ちゃんが苦しんでいるかもしれないなんて……。こ、こうなったらセクシードリームの正体はわたくしですとマスコミに発表して謝罪会見をして──』

　昨日きのうの俺おれからの日記にはそんな文章が。

　昨日の時点では何も判明していないとはいえ、まぁ何となくやらかしてしまった察しはついていたのだろう。その文章の隣となりには、たくさんのマイクやフラッシュに囲まれて謝罪会見をしている夢前光のイラストがある。まったくもってふざけているようにしか見えないが、文字やイラストが多少歪ゆがんでいることから察するに、こいつなりにかなり責任を感じているようだ。まぁそりゃそうだよな。誰だれかが悲しむのなんて耐えられない優やさしい子。それに自分が関わったとなれば、動揺もそれなりだろう。そしてとりあえず俺が思うのは、俺の体でそれだけは絶対にやめてくれ。我が人生が急速に終わる。

「で、どうするんだ坂さか本もと」

「うーん……どうすっかなぁ」

　何とも言えないため息を散らしつつ。

　浮かない曇くもり空ぞらの下、俺おれはそうぼやくしかなかった。







　その日の夜だ。

「悪かったよ瑠る奈な。でも、お友達にあんな態たい度どとってたら遅かれ早かれこうなってたと思うぞ？」

「……ふん」

　就寝間ま際ぎわ。相も変わらずプリプリ模様の──しかし、やはり俺の隣となりで寝ることを譲ゆずろうとはしない不思議な瑠奈と、そんな会話を繰くり広ひろげていた。だけどご覧の通りに。何を言っても瑠奈は生意気にそっぽを向くばかり。ったく、一体どうしろってんだ。

　しかしそんな夜が眠りによって終わりを迎えようとしていた頃ころ。

　うとうとしていた頭に、片足を夢に突っこんだような声が響ひびいた。

「何がセクシードリームよ……」

「っ！」

　うん？

「あなたはセクシードリームなんかじゃない。〝かっこよかった〟けど、あなたは──」

「……瑠奈？」

　だけど。

　それに対する返事はない。後に続くは、少女のかわいい小さな寝息だけ。

　今のは何だ？　変な夢でも見ていたのか？

　今の逆言葉は、ええと──んあ？　もう、ややこしいな。

　しかし同時に、その言葉に何かを思い出しそうになる。何だ？　俺は何か、大切なことを忘れているような……んー、ダメだ。思い出せやしない。

　だけど、だ。

「……しゃーない。どうにかするか」

　その、儚はかない声に。切ない呟つぶやきに。そう決意せざるを得ない。

　生意気で偉そうでわがままで。

　ただでさえ素直じゃない性格のくせに、ヘンな喋しやべり方かたのせいで余計にわけのわからん少女ではあるが。でも今、聞いてしまった。この子は間違いなく俺に失望している。確実にがっかりした何かを抱いている。

　それはつまり──俺が知らなかっただけで、何かを期待していたということの裏返しで。そうだよ。ヘンな子だけど、この子がずっと俺の隣で寝ているのには……きっと何か意味があるんだ。

　それをここで知ることはかなわないけど。

　それでも、期待されていることが確かならば。

「何とかするか、セクシードリームさんよ」

　夜の闇やみに包まれながら。ノートを開き、アホな相方へとそう呟つぶやく。

　ちょっぴり気落ちしかけの。早とちりなヒーローに向かって。
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「う、うおんどりゃあああっ！」

「「「え──きゃああああッ!!」」」

　翌々日。

　とても快晴模様な昼下がりのこと。

「お、おまえら随分とプ、プリティじゃねーか！　ぷ、ぷりぷりーん！」

「ひ……っ！」「な、何なのこの人!?」「ママぁ～っ！」

　さて本日。一体俺おれが何をしているのかというと、至し極ごく単純な話。

　なんと俺は──下校中の女子小学生を相手に、意味不明な恫どう喝かつを繰くり広ひろげていた！

　というのもあの後。瑠る奈なの寝言（？）を聞いた後に、俺は夜中にもかかわらず風かぜ城しろを叩たたき起おこして作戦会議を開いたのだ。

　おそらく、瑠奈のわがままが原因で始まったこの喧けん嘩か。

　セクシードリームのせいで瑠奈が悪役となり、大義名分を得たお友達によるハブり攻こう撃げき。一体どうすればこの事じ態たいを解決出来るのか。

　考えた末……残念ながら、俺は何も思いつくことが出来なかった！

　が、しかし。

　俺が何とかして瑠奈の力になってやりたいと訴えたことが効いたのか。風城は、「とりあえず明日、光ひかりともう一度考えてみるよ」と前向きなコメントを残してくれたのだ。

　そして昨日きのう。

　夢ゆめ前さき光と風城による対策会議が開かれたようで。その結果──。

「う、うひひひひ！　こ、今夜は小学生の……えーと、プ、プリティプリンプリンフェスティバルだぜーっ！　ひゃっはー！」

「きゃああ！　誰だれかたすけてーっ！」

　なぜか。俺は人気の少ない路地裏にて、瑠奈をハブっている三人組に脅おどしをかける役割を与えられてしまったのだ。三人組の後ろにはとぼとぼと一人歩いていた瑠奈の姿があり、怯おびえる少女とは対照的に、瑠奈はぽかんと大口を開けて言葉を失っている。う……そんな顔すんなよ。この台詞せりふは昨日きのうの俺おれが考えた台詞で……それに意味なく恫どう喝かつしているわけじゃない。

　おそらくそろそろ──。

「待ちなさい！　そこまでよ！」

　と、その時だ。

（お、来たか────っ）

　背後より。声高らかに、そんな言葉が叫ばれる。それに対し、俺は「ああん？」と演技しながら振り返る。そこにいるであろう、彼女達を見るために。

　夢ゆめ前さき光ひかりが立てた、瑠る奈なを救うための必殺戦隊──。

「そこの不届き者！　弱きをいじめるは……えっと、セ、セクシードリーム戦隊が成せい敗ばいしてあげるんだから！」

「な──っ、セ、セクシードリーム戦隊だとぉー」

　この、とんでもなくワザとらしい台詞は俺の台詞である。無理もない。その光景に、俺は軽く引いていたのだから。

　そこに並ぶは、セクシードリーム戦隊──を名乗る、夢前光が集めた今回の協力者。かすみちゃんと美み紗さ貴きちゃんの姿であった。しかし、彼女達の姿はいつもと違う。なぜなら今日は、セクシードリーム戦隊なのだから！

　まず、おさげと巨乳を携たずさえながら「セ、セクシーオレンジ！」と名乗っているは、かすみちゃんだろう。パピヨンマスクで隠しているつもりだろうが、真っ赤になった顔が恥じらいの度合いを教えてくれる。

　さらに、美び脚きやくをこれでもかとミニスカより覗のぞかせているは、美紗貴ちゃんだろう。「セ、セクシーピンク！」と名乗りつつ、こちらもパピヨンマスクで恥じらいを隠している。とりあえず言えるのは、二人ともやたら露ろ出しゆつ度ど高めのヒーローコスプレがハマっており、エロいというか痛いというか。まぁそれはさておき、もうおわかりだろうか。夢前光が立てた、作戦の全ぜん貌ぼうが。

「く、食らいなさい坂さか本もとく……そ、そこの不届き者！　セクシーパーンチ！」

「む、無む駄だな抵抗はやめるのよ、先ぱ……そこの変へん態たい！　セクシーキーック！」

「ぐ、ぐああ。や、やめてくれー」

　台本通りに。

　かすみちゃんと美紗貴ちゃんは、俺に対して殴る蹴けるの暴行を加える。俺はというと、地面に這はいつくばってたすけを請こうばかり。しかし、暴力は止まない。一方的に、手加減なしに。まるで──〝違う意味で怯おびえ始はじめた小学生達に、行き過ぎた正義を見せつける〟ように。

「あ、あの……もうその辺でやめてあげ──」

　小学生の一人が。怯えながら、そんな声を漏もらす。

　そう。これこそが、夢前光の狙ねらいだったのだ。

　瑠奈を悪役にして、正義によるハブりを行っていた少女達。しかし、目の前で大義名分による行き過ぎた正義を見てしまえば、自分達の非に気付くのではという考えである。案の定、少女達はダークサイドに落ちたヒーローの姿に、段々と泣きそうな顔になっている。やはりまだ小学生。なんだかんだで、悪いことには恐きよう怖ふというものを感じるものだ。

　ちなみに、俺おれが悪役に選ばれた理由は『素材を活かしたまでのことです』と書かれており（やかましいわ！）、あの二人が選ばれた理由は『かすみちゃんと美紗貴ちゃんにはピッタリなお仕事なのだ！』と書かれてあった。一体何のこっちゃ──と思っていたのだが、その理由は最悪の状況で明らかになる。

「やだ、これ楽しいかも……うふふ、坂さか本もとくん。セクシーグリグリしてあげるね……はぁはぁ」

「凄すごい、快感……っ！　せんぱい。今日の美紗貴は、あなたの望んだ香こう寺でら美紗貴ですか？　はぁはぁ」

「いやあの二人とも、そろそろ──いででっ！　こ、股こ間かんを狙ねらわないで!?　やめて！　グリグリしないで！」

　ヒールの底はヤバイから！

　しかし、そんな狂ったヒーローと喚わめく俺を他よ所そに。

　小学生軍団の元に歩み寄るは──最後の協力者、風かぜ城しろの姿である。

「いいかいキミたち」

「「「！」」」

　そして。いつになく優やさしげな顔をした風城は、穏おだやかに少女達に語り始める。

「本当のヒーローというのは、罪を許してあげられる人のことをいうんじゃないかな。たとえ自分に非がなくとも──それを武器に、誰だれかを傷つけるような行為はやっぱりよくないよ。そう思わないかい？」

「「「…………」」」

　いきなり現れて、なぜか知った風な口で、見ず知らずの少女達に教えを説とく。

　正直、普通なら「は？　誰だテメェ」な展開だが、そこはさすがイケメンの風城。少女達は目をハートマークにして頷うなずき、そして、瑠る奈なの元に歩み寄る。

「お」

　そして。

　地面に這はいつくばり、股間を覆おおう俺の視線の先で。

　瑠奈と少女達が、頭を下げ合う姿が見てとれた。……やれやれ。一時はどうなることかと思ったが、何だかんだで友達なんだな。あれだけ喧けん嘩かしてても、仲直り出来るんだから。

「よかったな、瑠奈」

　泥にまみれ。

　ヒーローなんてとても名乗れない程に情けない姿のままに。

　それでも、ちょっと明るさを取り戻したような瑠奈の顔に安あん堵どした俺は、ほっと静かにため息を吐いた。

　もうじき春風の吹きそうな、空の下で。
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『ヘイ、ボス！　いいニュースと悪いニュースがあるよ！　どっちから聞きたい？』

　翌々日の日記はこんな始まりだった。

　なんだこのアメリカンドラマ風なテンプレは、

『まずはいいニュースからだね。瑠奈ちゃんが完全に復活した模様！　なんと今日、お友達を家に連れて来てたよ！　やったね坂本くん！　さすがだぞぉ！』

「おおマジか！　やったじゃんか！」

　昨日きのうの俺おれからの報告に声を上げる。

　一昨日おととい──瑠奈のために、セクシードリーム戦隊による仲直り大作戦を成功させたあの後。

　自宅に戻った瑠奈は、俺に対して感かん謝しや感かん激げき雨あられ……というわけでもなく。「……ふん！」と突っぱねてばかりの生意気模様だったのだが。ともあれ、交友関係の方には完全なる改善があったみたいだ。いやーよかったよかった。

　んで、悪い方のニュースは？

『そして悪い方のニュースなんだけど……思わずして出くわした小学生の群れに興奮しちゃって……ついついプリンプリンフェスティバルっちゃいました。ごめんね♥』

「おいちょっと待て……一体何をしたんだ」

　何だ。マジで何をしたんだ！

　その単語の意味がわからんだけに余計に不安だろうが！　何だ！　なぜ続きに、いつになくマジモードで『本当にごめんなさい。今回ばかりは冗談抜きであやまります』とか書いてあるんだ！　どんなフェスティバルしやがったんだよ！

　とまぁ、いきなり出だしから大おお慌あわてするものの。

　続く言葉に、少し俺は不意打ちを食らう。

『でも本当に良かった。いじめって言うには大げさだけど……やっぱり、仲間外れにされるなんて嫌だもんね。光ちゃんも死ぬ前にそういう時期があったからよくわかるよ。瑠奈ちゃんはきっと幸せ者だよ。辛い時に、無条件で手を差し伸べてくれる人がいたんだから』

「……っ」

　その言葉に、過去を思い出す。

　そうだ。確か夢ゆめ前さき光も、そういう時期があったんだ。夢前光だけじゃない。風かぜ城しろもだ。あいつがそれなりにやる気を見せて協力してくれたのは……やはり思うところがあったからなんだろうか。そう考えると、泥にまみれて足あし蹴げにされたのも色んな意味があったのではと思える。あいつらの場合は、たすけてくれるヒーローがいなかったから。だから──。

『というわけでサンキュー坂本くん！　これで光ちゃんも未練なく消えることが出来るぜい☆　残り数ヶ月になったわけだけど、最後までよろしくね！』

「…………」

　そう締しめられた日記に、切なさが募つのる。

　そうだ。もうすぐ、夢ゆめ前さき光は消えなければならないんだ。

　夢前光との二心同体生活が始まって。だけど、どんどん夢前光が表に出ている時間が減ってきて。解決方法は、俺おれか夢前光のどちらかが消えることのみと判明して。そのタイムリミットまであとわずか。話し合った末に、夢前光が消えるということになってはいるけど……。

　だけど。

「……消えさせはしないからな」

　大丈夫。大丈夫だ。

　入れ替わり現象が始まった日より４４４日後──つまり、今から三ヶ月後に、どちらが消えるかを選ばなければならない。

　だけど、夢前光は知らない。４４４日後というのは俺の作った噓うそだということを。

　本当は４４４日後ではなく、３６５日後だということを。

　隼はや人とには口止めをしておいた。他には誰だれも知らない。このまま素知らぬふりを続ければ……夢前光ではなく、俺が消えることが出来る。このままいけば──。

「…………ふぅっ！」

　その意味を読めない涙が零こぼれそうになったので、上を向いて息を吐く。

　まぁいいや。もう決めたことだ。今いま更さら考え直す必要なんてねーよ。

「さて。それよりお見送りしてやるか」

　というわけで、自分にそう言い聞かせた俺はノートを閉じる。そして、部屋を出て玄関へと向かうことに。なぜかって？　まぁこのタイミングで俺が見送りする相手なんて一人しかいないだろう。

　今日ついに。

　ようやく──瑠る奈なが自宅に帰ることになったのだから。

「短い間だけど、お世話になったわ。まぁまぁ〝つまらなかった〟んだから！」

「へいへい。気ぃつけて帰れよー」

　休日のその日。玄関先で、最後まであまのじゃくを貫つらぬくは、どこか明るくなったように見える瑠奈だ。日ひ傘がさを携たずさえ、最後まで生意気に偉そうにそう挨あい拶さつをする。

　ちなみに見送っているのは、仕事でいない両親に代わって俺と雪ゆき瑚この二人だけ。せめて駅まで送ってやろうか──と思ったものの。「〝大人〟じゃないんだから！」とプリプリ怒られて拒きよ否ひされたというわけだ。はいはい。大人じゃありませんものね。了解しましたよ。

　だけど、次の瞬しゆん間かんだ。

　それじゃあ──と手を上げた俺おれに対して。

　再び瑠る奈なは振り返ったかと思うと、いきなり。

「その……か──〝かっこ悪かった〟わ！」

「へ？」

　更さらに。

　この数日で、一度も見せなかった幼い愛らしい笑顔を浮かべたかと思うと。




「あなたのこと……心から〝嫌い〟になりそうよ！」

「───な」




　いきなりの。

　その宣言に、言葉を失う。やれやれ。ほんと子供ってのは、落ちこんだり怒ったり笑ったり。本当にそういうところは夢ゆめ前さき光ひかりそっくりだぜ。ほんと──。

「それではお姉さま、ごきげんよう。今日からおにいさまを〝嫌う〟ライバルとして、よろしくお願いします」

「ふみゃっ!?　な、な何言ってやがるのです！」

　そうして、瑠奈は去ってゆく。

　最後まで生意気で偉そうに──だけど、表情だけは随分と春のように火ほ照てった顔で。

　まっすぐまっすぐ。青く高い青空へと続く道を、歩いて行った。







　──その夜。俺は夢を見た。

　それは幼い頃ころの夢。まだ幼い俺と、もっと幼い瑠奈が出てくる夢。

　ああ、思い出した。そうだ。幼い俺が、瑠奈に一緒に寝ようって言い出したんだ。

　かわいくて。

　その小さな女の子が、本当にかわいくてしょうがなかったから。

　それで、しぶる彼女に「一緒に寝てくれたら、将来困った時に必ずたすけてやる。俺はヒーローのオータムーンだから！」なんて言って、布ふ団とんを共にしていたんだ。

　だけど、俺は瑠奈の前でかっこつけようとしては失敗ばかりで。

　ヒーローと呼ぶには程遠い無ぶ様ざまな姿で。

　かっこ悪いかっこ悪いと言われ続け。そんな俺を見かねたように、瑠奈の母さんが「かっこ悪い時はかっこいいと言いなさい！」などと、変な気を遣つかってくれたんだっけ。それがまさか、このヘンテコな喋しやべり方かたのスタートになるとは思いもよらず。

　そして今、再びかっこ悪いと言われてるわけだ。

　ずっとずっと、たすけを求めていた小さな少女の。

　記き憶おくの中の、ヒーローになって。
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[image: ＣＵＴ４：明日、俺は死ぬ。君は生き返る。]







　彼のことが嫌いだった。

　嫌いで嫌いで嫌いで。

　ずっと、彼のことを考えなければいけないくらい。

　彼のことが──嫌いだった。
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　物心が付いた頃ころ、既すでに私の体は同年代の他の子とは明らかに違っていた。

　先天性の脳のう性せい麻ま痺ひ。

　それがもたらすものは、慢まん性せい的てきな身体からだの不具合と、永遠に動かない棒ぼうのような両足。

　だけどこの時、私はそんな人生を特に不満に思うことはなかった。

「千ち秋あきちゃん、具合はどう？　昼ごはんは食べられる？」

「うん！　おなかすいた！」

　当時の両親はとても優やさしかった。今思えば、甘やかしすぎだろうと思える程に。

　それは、三つ上の姉が嫉しつ妬とで意地悪してくる位なのだから、相当なものだったのかもしれない。そう自覚出来る程、私は恵まれた環かん境きように育っていた。

「千秋ちゃーん。あーそーぼ」

「今行くー！」

　更さらに。その時の私は、友達にも恵まれていた。

　近所に住む、同い年の女の子達。彼女達はよく家に遊びに来てくれたし、かわりばんこで車くるま椅い子すを押し、外にも連れて行ってくれていた。あの時の私は、本当によく笑う子供だったと思う。

　だけど。

「おい！　サッカーやるんだから向こう行けよ！」

「うわ、隼はや人とだ」

「何よ！　あたしたちが先に来てるのに！」

「隼人くんが向こう行きなよ！」

　一人だけ。

　どうしても好きになれない男の子がいた。

「うるせー！　俺おれは将来、プロサッカー選手になるんだ！　のけったらのけ！」

　日向ひゆうが隼人。

　彼は私の天敵だった。

　家が近所で同い年で幼おさな馴な染じみで。

　体は小さいのに、声と態たい度どは大きくて。

　ガキ大将だった彼は、私達女の子グループからとにかく嫌われていた。

　それもそのはず。偉そうだし生意気だし自分勝手だし。後々、彼は学校中の少女から想おもいを寄せられる程の少年になるのだけれど、まだ小学生になったばかりの私達は恋心なんてものを知らなくて。しょっちゅう、このような些さ細さいなことでぶつかり合っていた。

　中でも、彼のいじめの対象となるのは、いつも車くるま椅い子すの私で。

「ふんだ！　言うこと聞かねーならこうしてやる！」

「きゃっ!?　や、やめて！」

　子供は正直で残ざん酷こくで。

　車椅子を蹴けっ飛とばし、ハンドルを勝手に回されることで車椅子ごと転ころんでしまう。動けない私は、遠えん慮りよを知らない悪ガキにとって格かつ好こうのターゲットだったのだ。

「隼はや人とサイテー！　あやまりなさいよ！」

「千ち秋あきちゃんは病気なのに！」

「うひひひひ！　悔しかったら追いついてみろー！」

　そして。

　最後はいつも、私を置いてけぼりにみんなで駆かけっこが始まるのだ。怒る友達が、隼人くんに追いついているのを見たことがない。幼い頃ころから、運動神経だけは無む駄だに抜群だったから。

「うりゃ！　水玉！」

「いやあ！　もう死んで！」

「うう……起こして……」

　後に残されるは、遠くから聞こえる友達の悲鳴と、泣きじゃくる私と、横たわったままの車椅子。友達は皆、彼にとられたまま、パンツの色が今日も声高らかに叫ばれる。

（絶対……絶対に許さないんだから！）

　流れる涙にそう誓う。

　本当に──彼のことが、嫌いだった。







　そんな私達の関係が変わり始めたのは、小学三年生の時だった。

「月つき村むらさん。今日も残って授業を受けてくれる？　入院で遅れた分を取り戻したいから」

「はい、わかりました」

　九歳さいになった車椅子の少女。

　その周まわりには、友達と呼べる人は一人もいなくなっていた。

　きっかけはつまらない八つ当たり。体調不良で長期入院していた私は、とにかくワガママを撒まき散ちらして。それは家族に留まらず、お見み舞まいに来てくれない友達にも向けられて。結果、久しぶりに訪れた学校に、私の居場所はなくなっていた。

「月つき村むらさん。その……話は変わるけど、お友達とはうまくやれてる？」

「大丈夫ですよ先生。問題ありませんので」

　確かこの頃ころから、私は敬語を使うようになったのだと思う。

　先生だけでなく、家族や知り合い、同級生。

　一人ぼっちになった現実にふて腐れるよう、刃向かうよう。心配してくれる先生にも生意気な言葉を告げながら、私は孤独に過ごしていた。

　しかし。

「おーっす♪　居残り勉強なんてダルいなぁ～」

（……げ）

　しかし、なぜか一人だけ。

　どうしても敬語を使いたくない人がいた。

　それは、とある日の放課後──教室にて一人、先生を待っていた時のことだった。

「お。千ち秋あきもおバカ組の仲間入りか？　ししし」

「あなたと一緒にしないで。あと名前で呼ぶのをやめてって言ってるでしょ」

　教室を訪れた彼と、視線が合うなりこんな会話を交わしてしまう。

　日向ひゆうが隼はや人と。

　世界で一番嫌いなこの人は、世界で一番お馬ば鹿かなせいで、私と一緒に居残り授業をさせられることになっていたのだ。

　小学三年生になった彼は、あまり変わっていなかった。

　よく動き、よく喋しやべり、よく走る。

　小さい体と大きな声はそのままに、女の子に嫌われていることや、スカートめくりの達人であることも、昔と何ら変わらなかった。

　でも一つだけ。

　たった一つだけ、変わったところもあった。

「なぁ千秋。今日、おまえん家行っていい？　一緒に遊ぼうぜ」

「嫌よ。何であなたを家に上げなきゃいけないの」

　なぜか。

　この頃より、彼はやたらと私に構かまうようになっていたのだ。

　友達のいない私に気を遣つかった──とかではないと思う。そんな難しいことを考えるような歳としでもなかったし。それはもっと、単純で素直に表現出来るもの。

　自うぬ惚ぼれと笑われるかもしれないけど……おそらく今思えば彼は、私を女の子として見ていたのではないかと思う。本当に、自惚れかもしれないけれど。

「いいじゃんかちょっとくらい。な？　何か奢おごってやるぜ」

「嫌って言ってるでしょ。話しかけないで」

　だけど。当時の私は、突っぱねるばかり。彼の言葉に、冷たい言葉を返し続けていた。

　だって私は決めていたのだから。

　幼い自分に。悔しい思い出に。膝ひざをすりむいて痛かったあの涙に。

　絶対、何があっても許すもんかって──。

　でも、そんな思いはあっさり覆くつがえされることになる。

「ちぇ、つまんねーの。つーか千ち秋あきってスカート長すぎない？　もっと短くすれば？」

「誰だれかさんみたいなスケベがいなければね。あと名前で呼ばないで」

「ちーちゃん♥」

「……気持ち悪い」

「きししし。俺おれのことも名前で呼んでいいんだぜ」

「絶対イヤ」

　そんな、何てことないどうでもいい会話。

　その最中に、突然、彼は切り出した。




「足。まだ治んねーの？」

「────え」




　唐突に。あまりにも唐突に、彼はそう言った。

　寂しそうに。悲しそうに。何かを悔いるように。

　いつもの笑顔を見失った、初めて見る表情と声。

　そんな、突然の出来事に混乱していたのかもしれない。私は慌あわてて、意地を張るように。

「い、一生治らないの。ずっと車くるま椅い子す。永遠に歩くことが出来ないのよ」

　どこか冷たく責めるように。

　そう言い放った自分を、すぐに後悔することになる。

「……ごめん」

「な────」

　泣きながら。

　いきなり、ぶわっと溢あふれる涙を堪こらえながら。彼は本当に悲しそうにそう言った。すぐにわかった。幼い頃ころの、あの時のことを謝あやまっているのだと。もう忘れているのだと。気にしていないのだと。ずっとずっと、そう思っていたのに。

「……もういいよ。べつに怒ってないから」

（──あれ？）

　言いながら自身に問いかける。

　決意は？

　悔しさは？

　絶対に許さないと息巻いていたのでは？

　だけど、そんなものは目の前の光景に比べればどうでもよくて。私のことで泣いてくれる人がいるなんて思ってもいなくて。

　それが──やっぱり私は一人が寂しいのだと教えてくれて。

「……いいよ」

「え？」

「……今日、家に来てもいいって言ったの」

「っ！　ほんと!?」

　噓うそ泣なきと言いたくなる程に。

　彼は、瞬しゆん時じにいつもの笑顔に切り変わったかと思うと「よし。じゃあ行こう。今すぐ行こう。授業なんてサボろう」と言いながら車くるま椅い子すを押して走りだしてしまった。

「ちょっと、ダメよ！　サボるなんて──」

　と抗こう議ぎするも、彼は聞く耳を持たない。

「いいのいいの！　人生なんて気分に任せて生きようぜ！」

　そう言いながら止まろうともしない。その様子に、押される私は呆あきれるしかなかった。

　でも、だけど。

　それがどこか、感じたことのない不思議な高こう揚よう感かんをもたらしてくれて。

「…………」

　彼に車椅子を押される帰り道。

　確か季節は初夏だったと思う。

　見上げた空は、青く青くとても高くて。

　それを背負う彼の小さな体は、どこまでも大きく見えて。

（これは……）

　ニカッと笑うその笑顔に、何かが揺れる。

　小さな音が、心しん臓ぞうの鼓こ動どうを邪じや魔まし続つづける。

　この気持ちの正体を知るのは──もっともっと先のことになる。

「もう、隼はや人とくんのばか」

「あはっ。それは生まれつきだぜ、千ち秋あき」

　これが。

　私と隼人くんの、待ちわびた再会だった。







　そんな私達だけど、その後、特別仲良くしていたかというとそういうわけではなかった。

　べつに珍しいわけでもない、どこにでもいる同級生の関係。

　居残り授業を一緒にこなしたり。

　勉強が苦手な彼に教えてあげたり。

　ふとした会話がキッカケで私より勉強が出来るようになった彼に、逆に教えてもらったり。

　他には休み時間を共に過ごしたり、登下校を連れ添ったり。

　後は……互いの家を行き来したり、休日に二人で出かけたり。

　そんな、至って普通な平凡な関係。

　仲がいいわけでもなく、いわゆる知り合い同士の一般的な形。

　後に振り返ってこう思う。

　どうして──。

　どうして私は、それが平凡な関係などと思いこんでいたのだろう。

「月つき村むらさんって隼はや人とくんと付き合ってるの？」

「え？」

　それは、中学生になってまだ一月足らずのことだった。

　とある日の放課後。相変わらず友達がいなくてクラスで浮いていた私に声を掛けてきたのは、別の小学校出身のクラスメート。とても綺き麗れいな美人さんで、プライドの高そうなリーダー的存在の女の子。

　付き合う？　私が？　隼人くんと？

「いえ、そんなことはありませんが」

「噓うそ。だって隼人くん、こないだの日曜に水族館に行ったって自じ慢まんしてた。月村さんと一緒にって──」

「それが何か？」

「な──そ、それってデートじゃないの!?」

「デート？」

　──そこで。

　ようやく私は気付くことになる。というか、気付かざるを得なくなる。

　気付けば。クラス中の女子が、私達の会話に聞き耳を立てていた。雰ふん囲い気きで、それがただの好奇心でないことを理解する。

「いよーす千ち秋あきぃー。一緒に帰ろうぜん♪」

「あ」

　そしてそこに。タイミングよく（？）現れたのは、他ならぬ隼人くんだった。

　いつの間にか私よりも背が高くなり、顔つきも少し男らしくなり、ちょっと髪かみ型がたなんかもおしゃれにさせた男の子。ニッと笑う見慣れた笑顔に、言葉に出来ない安心感が溢あふれ出だす。

　同時に、先程まで強気だった目の前の少女が赤くなって下を向く。

　クラス中の女子が少し色めき立つ。

　その姿に。その様子に。

　ようやく──ようやく私は気付いたのだ。

「隼はや人とくん」

「うん？」

「あなた──イケメンだったの？」

「……千ち秋あき、頭打っちゃった？」

　言われなくても。

　私は、まるで頭を打ったような気分だった。







　そう気付いてからの中学生活は、少し大変だった。

　先述の通り、元々人付き合いが苦手な私。その私が、学年で一番人気の男の子を一人占めしている。意図せずして出来あがったその状況に、当然、クラスメートはイライラを募つのらせる。

　結果。

　中学時代の私は、いじめとまでは言わずとも、それに近い攻こう撃げきを食らい続けていた。

（……また）

　再び、とある日の放課後。

　お手洗いから戻ると、机の上にはゴミが散乱している。

　さすがに障害を持つ私に手を上げることは躊躇ためらわれたのだろう。だけど、こういった嫌がらせや仲間外れ、無視、などなど。そういう精神攻撃は、毎日のように行われていた。ため息を吐きながら、机の上のゴミを片付ける。

　でも、しかし。

　当時の私は、あまりその状況を気にしていなかった。

　というのも──。

「うぃーっす千秋！　今日帰りに本屋に寄ってかねぇ？」

「あ、隼人くん。そうね、私も買いたい本があったわ」

　いつも通りのタイミングと声で。

　陽気にやってくるのは、幼おさな馴な染じみの隼人くん。彼は当たり前のように車くるま椅い子すに手を掛け、「ゴーゴー！」などと言いながら押してくれる。

　その光景に。

　その状況に。

「何でよ……月つき村むらさんばっかり」

「いいなぁ……」

（……まぁ、悪くはないかもね）

　あらためて思い知る。隼はや人とくんの人気を。

　正直、この時の私はそれなりの優ゆう越えつ感かんに包まれていたのだと思う。多少いじめられても、それは隼人くんを一人占め出来ることの裏返し。そう考えれば、いじめ行為も羨せん望ぼうと嫉しつ妬とにしか見えなくて。言い方は悪いけど……それはどこか、彼女達が意地悪な母と姉。そして私がシンデレラであるかのような気分にさせてくれた。

　──だけど。

「王子様……か」

「ん？　千ち秋あき、何か言った？」

　べつに、と返しながら考えこむ。

　私がシンデレラなら隼人くんは王子様。入学早々に受けたあの言葉を思い出す。

『月つき村むらさんって隼人くんと付き合ってるの？』

（……私達って、何なんだろう）

　交差点での信号待ち。

　首を逸めぐらし、太陽を背負う少年を見上げてみる。

　あらためて見つめると確かにかわいい顔をしている。さわやかで愛あい嬌きようがあるし、笑顔がとてもすてきだし。元気一いつ杯ぱいで優やさしいところも、やっぱり母性本能をくすぐられる。

　でも、だけど。

（私達は、そういう関係じゃないわ）

　やっぱり。

　やっぱり確信を持ってそう言える。

　恋なんかじゃない。恋なんかしてない。

　彼は私に優しいけれど、でも、それは恋と呼ぶにはどこか近すぎて。それに何より、私自身が恋なんてものを知らなくて。彼のことを考えてみても、頭に浮かぶのは幼い頃ころからの幼よう稚ちでヤンチャな姿ばかり。偉そうで生意気で調子がよくて自分勝手で……。

　…………。

「やっぱり。私はあなたのことが嫌いよ」

「ええ!?　な、何だよ急に！」

「ふん。何でもありません」

　つんとそっぽを向く。隼人くんは、いきなり機き嫌げんを損そこねた私に困惑しているようだ。あの手この手で会話をふり、どうにか機嫌を直そうと取とり繕つくろってくる。でも、それに応こたえてなんてあげない。悪いことをしているとも思わない。だって、だって──。

「間違いない。私はあなたが嫌いなのよ。うん」

「ちょ……何なんだよさっきからぁ～」

　自信満々に、困り顔の隼はや人とくんに言ってやった。







　なのに、そんな思いは一いつ瞬しゆんで崩くずれ去さることになる。

「ふぎぎぎ……」

「隼人くん。やっぱり私、あなたのこと嫌いだわ」

　それは、とある休日の夕暮れ時。

　二人で街まちをぶらぶらして。その帰り、たまたま通りがかった、街を見渡せる小高い丘の上。夕ゆう陽ひがあまりにも綺き麗れいなので、「もっと前で見たい」なんてわがままを言ったのがことの始まりだった。

　街を展望出来る切り立った場所には、心もとない柵さくしかない。しかもおまけに、なだらかな傾斜となっている。となれば、車くるま椅い子すで向かうには怖すぎる。でも、もっと前で夕焼けの街を見てみたい。

　となれば、男の子に抱っこして前まで連れていってもらうのが理想となる。

　そんなわけでただ今私は隼人くんに抱っこしてもらっているのだけれど……。

「ち、千ち秋あき……ちょっと食べすぎなんじゃない？」

「違います！　あなたの腕が貧相なだけです！」

　青春なんてそっちのけ。私達は、互いに責任をなすりつけ合っていた。

　断じて言わせてもらうけど、私は決して太ってなんかいない。私より大きいとはいえ、同世代の男の子に比べて明らかに小さな隼人くんに問題があるに決まっている。なのにそれを私のせいにするなんて。やっぱり私は彼が嫌いで仕方がない。

（やっぱり恋なんてしてない。こんな頼りない男の子なんかに）

　抱っこされて前に進みながら。私は自分にそう言い聞かせる。

　仮に。近い未来に、私を軽々と抱っこしてくれる男の子が現れるとして。

　そんな人がいれば、絶対に隼人くんよりもその人を好きになるに決まっている。背が高くて力持ちで、優やさしい男の子がいたならば、隼人くんなんて比べ物にすらなりはしない。ということは、それはつまり隼人くんに恋なんてしていないことの証明であり──。

「うおお！　やっぱ綺麗だなぁーっ！」

「うわぁ……」

　などと考えていたら。

　ようやく隼人くんは、展望台の一番前まで辿たどり着ついたようだ。夕陽に染まる海の見える街が、切なく温かく世界を染める。

　静かに。穏おだやかに。でも、どこか寂しげに。

　かけがえのない時間が私を包む。沈みゆく夕陽が焦しよう燥そうを煽あおる。何か──大切なものが零こぼれそうになる。でも、それでもこの夕焼けに、永遠に見み惚とれていたい。なんて。なんて世界は美しいのだろう。

「千ち秋あき」

　と、その時だ。

「何？　どうし────なっ!?」

「…………」

　なんと。いきなり。あまりにも唐突に。

「な、な……な……っ！」

「いひひひ。ぼーっとしてるのが悪いんだぜ～」

　隼はや人とくんは。

　私の頰ほおに、キスをした。

　体が熱い。頭が回らない。頰の感触が未いまだ消えない。

　な、何を──何を。

「何するのよ！　バカ！　バカバカバカ！」

「ひゃっひゃっひゃ！　だってかわいいんだもーん♪　もっかいしていい？」

「ちょ──やめて……やめなさい！　握にぎり潰つぶすわよ！」

　何を？　わからない。でも、でもでも。でもでもでも。

　確信していたのに。

　恋なんかじゃないって。そんな関係じゃないって。嫌いなんだって信じてたのに。

　また──またもあっさりと。私の決意は、簡かん単たんに彼によって覆くつがえされて。

　もう一回してほしい自分がいるなんて信じたくなくて。男の子に抱っこされている自分が。男の子にキスされた自分が。自分が──女の子であることを嬉うれしく思うなんて。

　そんなこと、絶対に信じたくなくて。

「やっぱり……やっぱり私はあなたが嫌いだわ!!」

　…………。

　……翌日。

　私は、なぜか音楽プレイヤーとイヤホンを購こう入にゆうしていた。

　好きなドラマの好きなシーン。男女が二人、イヤホンを片方ずつ付けて、顔を寄せ合い頰を寄せ合い。ドキドキの頂点で、男は女にキスをした。似合わないとは知りつつも、私の中の、恋人同士の理想形。

　それで、確かめてやりたくて。

　べつに、期待なんかしていなくて。

　試してみればわかる。小学三年生の頃ころから、ずっと心しん臓ぞうの鼓こ動どうを邪じや魔ましてやまない、この不思議な音。その正体を、いよいよ私は突き止めてやる。恋なんかじゃない。好きなんかじゃない。きっと、何も感じないに決まっている。だって。だってだって私は。

　彼のことが、嫌いなんだから──。







　そんな日々は、今思えば輝かしいものだったと思い知ることになる。

　ここから、私の人生は坂道を転ころげ落おちるように絶望に染まってゆく。

　中学三年生の頃ころ。私の足は、奇跡的にもほんの少しだけ動くようになった。それは、リハビリ次第で歩けるようになるかもしれない程に。

　だけど、その吉報は私を追おい詰つめた。

　辛つらくて。痛くて。苦しくて。

　私の弱い心は、リハビリに耐えられなかった。投げ出し、逃げ続けた。

　両親はそんな私を責めた。厳きびしさこそ必要だと感じたのかもしれない。でも、それは家族の溝みぞを深める行為にしかならなくて。姉との関係もうまく行かなくて。私は本当に、この中ちゆう途と半はん端ぱな足を呪のろうしか出来なくて。

　隼はや人とくんだけが私の逃げ道になってくれた。

　私は存分に彼に甘えた。

　だって彼は言ってくれたもの。

　歩けなくてもいい。自分がずっと車くるま椅い子すを押してやるから。

　他にもこう言ってくれたもの。

　友達なんて作らなくてもいい。俺おれがずっと側そばにいるから。

　だったらそれでいいじゃない。親も姉も理解してくれなくても。友達が一人もいなくても。

　この先、それがずっと永遠に続くのだとしても。味方がいない世界なのだとしても。

　私には隼人くんがいる。ずっとずっと隼人くんが側にいてくれる。

　だったらそれに何の問題もないじゃない。彼は私の側からいなくならない。

　永遠に、私達二人の時間は続くのだから。

　そうして、隼人くんに自分に甘えて。

　甘えて甘えて甘えて。

　数え切れないくらい、どこまでも甘えて。

　そんなある日に突然。

　報むくいがやってきた。




「月つき村むらさん……いつもお見み舞まいに来てくれてる男の子が交通事故で……っ」




　どこか看かん護ご師しさんが慌あわただしいと感じたその日。まだ若い看護師さんが、仕事の合間を縫ぬってそれだけ伝えに来てくれた。彼女が呼ばれてどこかに行くまで、その言葉を理解出来なかった。

「噓うそ……噓よ」

　呟つぶやきながらも、全すべてを理解してしまった。

　随分前に響ひびいた救急車の音。交通事故。

　答えなんて限られてる。

「隼はや人とくん……待って……一人にしないで……っ」

　絶望は追い打ちをかける。私は歩けないのだ。部屋の端はしっこに置いてある車くるま椅い子すにすら、一人で辿たどり着つけない程に。歩けたかもしれないのに。歩けるようになるチャンスはあったのに。だけど私は、それから逃げ続けて──。

「誰だれか……誰か！　私を……私をっ！」

　混乱しながら叫ぶ私を手伝ってくれたのは、病室を同じくするおばあさんだった。

　年老いた病人にそんなことをさせるなんて。あの時の私はちゃんとお礼を言っていただろうか。そんなことすら思い出せない程に、私は焦あせっていて。

　どうにか車椅子に座る私は、エレベーターへと向かった。

　ここは六階。手術室は一階と二階。緊きん急きゆう患かん者じやであるなら、おそらく一階だろう。エレベーターの前でそう考える。

　だけど、こんな時に限って。

　来ない。エレベーターは、何をモタモタしているのか上階で停止したまま。絶望だけがひたすらに私を煽あおる。

　階段が使えたら。

　階段を使える足があったなら。

　階段を使えるような足にしていたら。

　これまでの自分に後悔するしかない。甘え続けた自分におぞましい程の後悔が走る。

「早くしてよ！　隼人くんが死んじゃうッ!!」

　人目もはばからずに叫ぶ私がエレベーターに乗れたのは、更さらに時間を経てからだった。

　──そして。

「あ…………」

　辿り着いた手術室の前。そこには、彼の家族がいた。

　息子を失ったご両親は、叫び、泣なき崩くずれていた。

　それを見て、全てを察した。

　彼が。隼人くんが。私の大嫌いな幼おさな馴な染じみが。

　もう、この世から──。

「ああ……あ……あああああああッ!!」

　──そこから先は覚おぼえていない。

　気が付けば、寒い廊下に一人私は取り残されていた。

　寒い。暗い。死にたい。

　そんな、真まっ暗くらな闇やみで世界の全すべてを覆おおいながら。

「隼はや人とくん……私、もう生きていても──」

　そう、何かを決意しかけた時。

　そう、何かをあきらめかけた時。

　それは──救いと呼ぶには、あまりにも残ざん酷こくなそれは訪れた。

「おまえの寿じゆ命みようの半分で、彼をたすけてやろうか？」

「え────」

　あれは一体何だったのか。

　差し伸べられたのは、希望か絶望か。今も時々、夢にみる。

　これが──私と隼人くんの二回目の。

　そして〝彼〟と〝彼女〟との出会いへ繫つながるのだ。







「会いに行く？　私が？」

　それは冬の差し迫る、ある寒い日のことだった。

　あれから──半年程前のあの日から、突とつ如じよ始まった二心同体生活。死んだはずの隼人くんがなぜか一日置きに私の体を乗っ取り、ボイスレコーダーを通してやり取りする奇妙な日常。

　その最中に、予期せぬ展開が待ち受けていたのだ。

『マジなんだって！　俺達以外にも、二心同体の奴らがいたんだよ！　会う約束を取り付けたから、千秋に行ってきてほしいんだ！』

　右耳にはめこんだイヤホンから流れるは、昨日きのうの私からのメッセージ。

　口調はいつも元気な彼そのもの──しかし、声は私のものという、未いまだに慣れない不思議な感覚。

　それより……え？　私達以外の二心同体？　本当に？

『千秋、ちょいとマジメな話するけどさ。やっぱりおまえには友達が必要だと思うんだ。今までは俺がいれば──なんて考えてたけど、それももう時間の問題だ。知っての通り、俺が生き返っていられる時間が確実に減ってるわけだしさ。つーわけでこいつはチャンスだ。俺達と同じ苦しみを抱えた奴となら、千秋もきっと仲良くなれるさ！　そいつと──友達になるんだ。千秋』

「……そんなこと」

　続く音声はそういったもの。

　それを聞き終え、もう何度目かわからないため息を吐く。

　二心同体生活。それにより、隼はや人とくんと永遠の別れをせずに済んだのは本当に良かった。どんな形であれ、彼と共に生きられるのだから。本当に、本当によかったと思える。彼が側そばにいるのなら。いてくれるのなら。たとえ会えなくても、こうして何らかの形で繫つながれるのなら。寿じゆ命みようなんて、いくら差し出しても惜おしくはない。本心で今もそう思う。

　でも──同時にそれは、新あらたな悩みをもたらした。

　歩けない不自由な体への幽ゆう閉へい。隼人くんの死を巡めぐる、学校での孤立と不登校。そして……どちらかが消えなければならない残ざん酷こくな運命。既すでにその予兆は現れている。いつか必ずその時が来る。アトリエの日誌に書かれていた通り──私と隼人くんの永遠の別れは、近い未来に迫っている。

　嫌だ。別れたくない。

　ずっと一緒にいたい。でも、それは叶かなわない。

　彼のいない世界なんて生きていけるわけがない。だけど、彼をこの体に残して私が消えることも出来るわけがない。もう……いらないよ友達なんて。友達が出来ることで、あなたがいなくなる準備が出来るなんて考えたくもない。私が、私が本当に欲しいのは──。

「…………」

　だけど。

　結局、私は隼人くんに逆らえないままに、もう一組の二心同体の人達に会いに行くことになってしまった。

　その当日。

　約束の駅前に三十分も早く着いた私は、物影に隠れて様子を窺うかがっていた。

　そしてついに、約束通り、到着を知らせるメールがケータイに届く。

『今日会う約束をしていた坂さか本もとです。駅に着きました。どこにいますか？』

　それに続くは、坂本さんの服装の特徴。それを見て、私は返信するより先に、彼の姿を探し始める。

　嫌な人ではないだろうか。服装の情報から察するに、どうやら男の人のようだけどチャラチャラした人ではないだろうか。そもそも歳としは近いのだろうか。

　そんな不安を抱えながら、いい意味で予想が裏切られることを期待して視線を動かす。

　そうして、はける人混みの中、きょろきょろすること十秒程。

　ようやく見つけた坂本さんの姿は──。

（え──な、なっ!?）

　──戦せん慄りつした。悪い意味で。非常に悪すぎる意味を伴ともなって。

　噓うそ。噓でしょ。噓と言って。

　その時の私がそう思ったのも無理はない。だって、今から会わなければならない──果てには、友達になることを強要されている坂さか本もとさんとやら。その人の姿は……。

　超！　とんでもなく！

　それはそれは恐ろしくておぞましい凶悪な不良そのものだったのだから！

　長い前まえ髪がみから見え隠れするは、凶暴な瞳ひとみ。

　身長は隼はや人とくんより遥はるかに高く、纏まとうオーラはまるでヤクザ。しかも時折、「笑顔……れんしゅ……ておかないと」などと意味不明の言葉を呟つぶやきながら、

　──ニヤッ。

　と。

　不敵で暗黒で悪あく魔まの微ほほ笑えみを浮かべているのだから。無理。無理。絶対に無理。あんな……あんな人と今から二人きりで話すだなんて。

（どうしよう……犯される……）

　思わず泣きそうになる中、私が本能で選んだ行動は中々に卑ひ怯きようなものだった。

　たまたま駅前にいた、さわやかそうな少年のフリをして坂本さんにメールを送る。そのリアクションで、純じゆん潔けつを守れるかどうかを確かめようとしたのだから。

　その結果──。

「キ、キミ、かわいいね！　タイプだよ！　あはは！」

（え？　本当にやるの？）

「ちょっとあんた！　ウチの彼氏に何言ってんの!?」

（あれ？　女子を相手に震えてる……？）

「待てよ！　俺おれはずっとキミに会いたかったんだ！　どれだけキミに──」

（……なんだか泣きそうに見える）

「マジキモいし！　死ね！」

（あ。やっぱり泣いてる）

「……………………」

　…………。

　人は見かけで判断してはいけないとよく言うけれど。今のやりとりだけで、その言葉はとても正しいのだと理解する。

　大丈夫。犯される心配なんて微み塵じんもなさそうだ。

　だってあの人──ただのヘタレ童どう貞ていだもの。

（とりあえず話くらいは聞いてあげよう）

「まさか本当にやるとは。その滑こつ稽けいな姿、とても愉ゆ快かいでしたよ」

「────はひッ!?」

　友達になんてなる気はない。私は友達を作らないと──隼人くんのいない世界では生きる必要なんてないと決めたのだから。

　私の声に、驚おどろいた強こわ面もてがこちらを振り向く。

　よく見ると、そのしかめっ面つらは意外にそこそこかっこよく見えた。更さらには、カイロをぎゅっと握りしめるその手からは、なぜだか優やさしさが漏もれているような気さえして。

　だけど、そんなのどうでもいい。

　私は、彼と友達になる気なんてない。

　歩けないまま。一人ぼっちのまま。

　隼はや人とくんのことだけを考えると、決めているのだから。

「はじめまして坂さか本もとさん。お会いすると約束していた、月つき村むら千ち秋あきです」

「キミが………………千秋…………さん？」

　後に、思う。

　今日、この時。この瞬しゆん間かん。

　冷たい風に、枯れ葉が舞まい散ちるこの時に。

　私は──なんて素晴らしい出会いをしたのだろうと。

　これが、私達と彼らとの出会いだった。
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　その後の出来事は永遠に忘れない。

　頑かたくなに閉ざした私の心を、彼と彼女は必死にこじ開けた。

　夢ゆめ前さきさんの優しさと。

　秋あき月つきさんの強さと。

　二心同体。表と裏。

　あんなすてきな二人に攻め込まれたら、私の弱い心なんかが太た刀ち打うち出来るはずもない。

　少しずつ少しずつ私の心は攻略され。いつの間にかお互いの呼び方も変わり。あれよという間にお姫様抱っこまでされ。そうして、私は──。

「……お友達から、始めませんか」

「はえ────？」

　薄うす暗ぐらい早朝のこと。

　夢前さんに励まされ、秋月さんに支えられ。

　何より、隼人くんと確かに心が繫つながったことにより歩けるようになった朝に、私はようやくその言葉を言えた。

　秋月さんの驚いたような、それでいて優しく微ほほ笑えんでくれた笑顔は忘れない。

　ようやく私に、生きる意味が出来たのだから。

　隼人くんの、いなくなった後の世界でも。

　────。

　──。

「あらお嬢じようさん。この間はありがとうね」

「え？」

　──その日。

　長い冬が終わり、温かくなってきた日のこと。

　車くるま椅い子すで外を出歩いていた私は、見知らぬおばあさんにそう声を掛けられていた。

「覚おぼえてないかい？　転ころんでしまって困っていたあたしに、優やさしくしてくれた子でしょう？　車椅子の、とても綺き麗れいな子だったから覚えてるよ」

「え──あ、ああ！　あの時の！　いえ、とんでもないです」

　咄とつ嗟さに噓うそをついた。そんな記き憶おくなんてない。

　だけどその答えは一つしかない。もう一人の私が──隼はや人とくんが、このおばあさんをたすけていたということだ。

　実を言うと、これは珍しいことではない。

　私の知らないところで、隼人くんはたくさんの人を笑顔にしているようで。それにより、不意にこうして感かん謝しやされたり笑顔を向けられることがある。私はこの瞬しゆん間かんが好きだ。何もしてない私がお礼を言われるなんて厚かましいとは思うけれど、それでも、確かに彼の優しさを感じることが出来るから。これまで、何度もあった心温まる出来事。なのに、その素晴らしさに気付いたのは歩けるようになってからだ。そんなことに気付かない程に意地を張っていた弱い自分に、少し恥ずかしくなる。

（さて、今日も頑張ろう）

　それはさておき、本日。私は、日課のリハビリにやってきていた。

　あの後。歩けるようになり、秋あき月つきさんや夢ゆめ前さきさんと友達になり、更さらには隼人くんの心残りを清算したあの日以降。悲しい運命を受け入れた私と隼人くんは、残された時間をどう過ごすかを話し合った。

　秋月さんと夢前さんは、たくさん思い出を作ることにしたようだ。

　確かにそこにいたことを忘れないよう、たくさんたくさんたくさん。数えきれない程の思い出を作るんだと秋月さんは言っていた。夢前さんもそれに同意したようだ。時折会って話を聞く限りでは、提案した秋月さんよりも夢前さんの方が大ハシャギで思い出を作っているように見える。秋月さんの苦労は、まだまだ続きそうだ。

　一方。

　私達は、残された時間をいつも通りに過ごすことにした。

　特別何をするでもなく、何かを始めるでもなく。

　いつも通り。今まで通り。

　ただただ静かに。

　いつか来るその時を、静かに受け入れることにした。

　そう提案したのは、隼はや人とくんの方だ。それこそが。私と隼人くんの二人で、二心同体。その日常こそが、彼にとって最もつとも幸せな時間のようだから。

　もちろん、私に異論があるわけもない。

　残された隼人くんとの時間。きっともう、これ以上の幸せな日々はないと確信して。その時間を受け入れることにした。

　泣かないと。

　絶対に泣かないと、心に強く誓って──。

　辿たどり着つくリハビリスポットは、私が初めて歩けた場所だ。

　小さな男の子と、大きな男の子。二人の男の子に贅ぜい沢たくにも抱っこしてもらえた、街まちを見渡せる小高い丘の上。でも、今日は一人ぼっち。杖つえを頼りに車くるま椅い子すから立ち上がり、一歩ずつゆっくりと前へと歩く。

　汗だくになりながら。

　息を切らせながら。

　必死に必死に。心しん臓ぞうの鼓こ動どうが赴おもむくままに。熱い体温が燃え上がるままに。

　私は生きているんだ。これからも生きていくんだ。

　そう、自分に言い聞かせながら。

「あ。あった」

　そうして、どれくらいかした頃ころ。太陽が夕焼け色に変わり始める頃。

　ようやく街を見渡せるところまで歩けた私は、それを見つけていた。

「今日も頑張ったよ。隼人くん」

　そんな言葉を預けるは、柵さくに貼はり付つけられた一枚のＳＤカード。雨に濡ぬれないよう、ご丁てい寧ねいにビニール袋と綺き麗れいなリボンをあしらって。ここまで歩けた私に、昨日きのうの私が捧ささげてくれる、ちょっとしたご褒ほう美びだ。早速、ポケットからボイスレコーダーを取り出し、スロットにカードを差しこむ。

　彼の言葉を聞ける。

　それは、私にとって何よりも代かえ難がたい幸福なのだから。

『お疲れ千秋！　今日も頑張ったな！』

　耳を傾ける。イヤホンから流れる、彼の言葉に。

　それに続くは、今日は昔の思い出話だ。小さい時からの記き憶おくを、隼人くんが楽しそうに語り続ける。あんなことがあった。こんなこともあったねと。瞳ひとみを閉じて、記憶に浸ひたる。すると不思議なことに、すぐ隣となりに彼がいるような気がしてくるのだ。

　ほんのすぐ側そば。

　そこで、彼が私に話しかける。

　その顔も、声も。今は鮮明に思い出せる。だけどいつか。記き憶おくが薄うすれ、思い出せなくなる時が来るのだろうか。彼のいない世界で。大切な人と永遠に会えなくなったその世界で。

　私は──。

『……千秋』

　と、その時だ。

『うひひ。千秋、今泣きそうになってるでしょ』

「え!?」

　──思わず。

　屋外なのに、声を上げてしまった。

　まるで、会話をしたような気分にドキッとする。見透かされた心に驚おどろくしかない。び、びっくりした。何でそんな──。

『あははっ。何でわかったのって思ってるだろ？　わかるに決まってるだろ～ん。だって幼馴染だぜ？　ずっと一緒にいたんだぜ？　千秋のことを一番よくわかってるのは俺なんだよ。俺が一番──』

　そして。

　続いた言葉は、あまりにも唐突で想像だにしないご褒ほう美びだった。




『俺が一番──千秋のことを好きなんだから』

「────え」




　…………。

　……。

　ボイスレコーダーは、そこで不自然に途切れる。お調子者な彼らしくない、恥じらう表情がいくらでも思い描けそうな終わり方。その言葉に。その、唐突すぎる告白に。不意打ちを食らった私は、ただただうろたえるしかなくて。

「……ずるい」

　ずるいずるい。

　そう思うしかない。泣くなと言ったのは隼はや人とくんなのに。笑顔で見送れと言ったのも隼人くんなのに。こんなに、こんなにも。

　私を──喜ばせてくれるなんて。

「…………」

　涙をこらえながら、ＳＤカードを大切にポケットにしまう。このデータは、おそらく今日だけで百回はリピートされるだろう。もしものためにデータもバックアップしておかなければ。目め覚ざましのアラーム音にするのもいいかもしれない。と、とにかくこれは……お布ふ団とんの中で、きゅっとしながらゆっくりじっくり何回も聞こう。

「よし──」

　そして私も、覚かく悟ごを決める。

　ボイスレコーダーを録ろく音おんモードに切り替え、軽く咳せき払ばらい。私から隼はや人とくんへのメッセージを残す準備を完了させる。

　私だって。私だって。

　私だって──ずっと言いたかった言葉があるんだから。

「隼人くん、あのね。実は私も…………」

　私のことを一番わかっているなんて言ってるくせに。肝かん心じんなことは全然、何もわかっていない。ずっとずっと私が抱いていた気持ちに──とうとう今日まで気付いてくれていないのだから。

「私は、あなたのことが──」

　その日の録音は、何時間も何時間も。夜になっても終わらなかった。

　録音しては消し、録音しては消し、を繰くり返かえして。自分でも、一体何をやっているんだろうと呆あきれる程、それでも何度も繰り返す。

　思い出す。

　青春の記き憶おくを。二度と戻らない記憶を。幸せは永遠だと信じていたあの頃ころを。

　片方ずつにイヤホンを着けて。吐息が混じり合う程に顔を寄せ合って。このままキスしてくれたらなんて考えて。うっとりと、彼の横顔に憧あこがれて。

　本当はあの時。言ってしまいたかった本当の気持ち。

「あなたのことが──」

　幸せだ。

　想おもいを伝え合えることが、こんなにも幸せだなんて。

　そしてそれを理解することが、どうしようもなく寂しくて悲しくて。

　だから。

　やっぱり私は。こんな気持ちにさせてくれる隼人くんのことが。

　やっぱり──キライだ。

　幸せに浸ひたりながら、愛を呟つぶやいた。







　そうして最後の時は過ぎて行き。

　隼人くんは、何ともあっさりいなくなった。

　湿しめっぽい別れを嫌う彼らしく。最後に残された台詞せりふは、『俺はあの世でプロサッカー選手になる！』だった。そういえばそんなことも言っていたなぁと微ほほ笑えんでしまう。

　元に戻った日々。

　一日置きでなく、長い一週間になった日常。

　背中合わせの彼がいない、寂しい毎日。悲しい。やっぱり悲しくて泣きたくなる。でも、泣きはしない。だって隼はや人とくんと約束したから。

　優やさしい彼は残してくれた。

　かけがえのない友達と、素晴らしい思い出を。

　そして何より、どんなことにも立ち向かえる〝強い心〟を残してくれた。

　だったら。

　だったら私は──。

「……よし」

　決意を固める。拳こぶしを握る。

　涙が零こぼれないよう、上を向く。

　だったら私は──。

「頑張るしかないじゃない」

　────。

　──。

「あ──」

「おはようございます。もう今日からは休みませんのでご心配なく」

　──次の日。

　私は、学校に行った。

　三年生になった私の隣となりの席には、偶然にもある因いん縁ねんの少女がいた。

　かつて隼人くんに焦こがれていた少女。ぶつけようのない悲しさを私にぶつけ、隼人くんの死を私のせいだと非難し──家にまで来て罵ば倒とうしていた女の子。私が秋あき月つきさんに全すべてを打ち明けるキッカケとなった少女だ。運命の神様は中々に出鼻をくじいてくれる。友達でも増やそうと思い、久々に学校に来た矢先。隣にいるのが彼女だなんて。

　だけどこれはこれで。開き直るには十分だった。

「ふ、ふん……よくそんなことが言えるわね。あんたのせいで隼人くんは──」

「そうですね。私のせいかもしれません。ですので、隼人くんの分まで強く生きることに決めたのです。あなたも是ぜ非ひ、隼人くんへの愛情を代わりに私へ注いでもらえますか？」

「な────っ」

　クラス中の空気が凍る。

　彼女が怒っているのが手に取るようにわかった。自分が挑発的なことを言っているのもよくわかる。

　だけど、私は下を向かなかった。逃げなかった。弱い自分を受け入れてしまえば──そんな私を誰だれも好きになりはしない。そんな私と友達になりたいわけがない。

　だったらまずは強くなろう。そう思ったのだ。

　どんなことがあっても泣かないような。どんなことがあっても逃げないような。

　隼はや人とくんや夢ゆめ前さきさんのような。

　本当に、強かった二人のように──。

「あらためて皆さん。今日からよろしくお願いします」

「ぐ……っ！」

　そんな私に、嫌がらせが始まるのは当たり前のことだった。

　でも私はあきらめなかった。

　嫌なことをされたら正面から立ち向かい。決して泣かずに、過去と戦った。

　隼人くんなら、どんな笑顔で立ち向かうだろうか。

　夢前さんなら、どんな怒りんぼ顔で立ち向かうのだろうか。

　そして──。

　弱気な強こわ面もてを思い出す。ナイーブな癖くせして、なぜか逃げることは考えない変な男の子。

　秋あき月つきさんなら──どう立ち向かうのかを想像して。

「もう私をいじめるのはやめてください！　そんなことする暇ひまがあるなら、友達になっていただけますか!?」

「な、なんなのよ月つき村むらさん……わかったわよ！　もう関わらないわよっ！」

　──結果。

　残された高校生活で友達は出来なかった。

　人生は甘くない。あらためて思い知らされる。

　残していた、隼人くんのメッセージが入ったＳＤカードをごっそりと引っ張り出す。

　それを再生し、彼の言葉を聞き、何とか自分を元気づける。

　すると、そのおかげだろうか。

　その日の夜に、夢の中で隼人くんに会うことが出来た。

　私は彼にいっぱい甘え、いっぱいいっぱい慰なぐさめてもらった。

　隼人くんは言っていた。

　よく頑張ったと。きっとこの経験は次に繫つながると。

　生きている限り、次があると。

　その言葉は本当だった。

　高校生活が戦いの日々だったせいだろうか。

　それ以降に出会う新しい人達は、天使かと見み紛まがうくらいに優やさしい人ばかりだった。

　時は廻めぐり、季節も廻り。

　私は──大学生になっていた。







「ねぇ千ち秋あき、聞いてる？」

「え──ああ、ごめんなさい。何の話でしたっけ？」

「もうっ、合コンの話！　千秋が来てくれるなら男がすぐに集まるのにって話してたんだよコンチクショー！　美人だからって余裕ぶりやがって！」

　季節は冬。

　あれから──秋あき月つきさんと出会ってから。約二年が経とうとしていた。

　場所は大学に備えられた談話室。

　簡かん素そなテーブルを囲み、友達数名と笑い合う。

　他人から見れば、何てことのない景色だろう。だけど、二年前の私はこの光景を信じただろうか。

　私が隼はや人とくん以外の誰だれかと笑顔を交わすなんて。

　気軽に名前を呼び合う友達が出来るなんて。

　人は大げさと呼ぶかもしれないけれど。それでも私には、奇跡のような二年だった。

　出会いと別れ。その嬉うれしさと、悲しさを知った二年間。

　別れは悲しい。寂しい。今も隼人くんを想おもうと泣きたくなる夜がたまにある。

　だけど、その何倍もの思い出が私にはある。それは、どれだけ時が経っても永遠に色あせることはない。今も、出会ったばかりの頃ころを鮮明に思い出す。彼と確かに通じ合っていた。別れる時の彼を想像すると、決まって笑顔で手を振っている。その笑顔が、どこまでもどこまでも私を強くする。

　人は──出会いと別れのために、生きているんだ。

　だとしたら。きっとまた、出会いが訪れるはず。

　新あらたな人達と、懐なつかしい人達と、最愛の彼とも。

　きっときっと。私が生きている限り──それが尽つきることはない。

　今も、また──。

「…………？」

　談話室の入口。

　そこに、大学には似つかわしくないかわいらしい少女がいた。

　手には、二年前の秋月さんを思わせるカイロをくしゃっと握りしめて。

　顔も──どこか秋月さんの面おも影かげを残すしかめっ面つらで。

　そして、こちらに歩み寄り──。

　────え？

「クリスマスパーティをするのです」

「え？」

「にいさんから頼まれたのです。是ぜ非ひとも参加してほしいのです」
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　にいさん？

「……ええと、あなたはどちら様でしょうか」

「坂さか本もと秋あき月つきの妹、坂本雪ゆき瑚こなのです」

「──っ!?」

　また、新あらたな出会いが始まる。

　彼女のかわいいしかめっ面つらは、そんなことを予感させた。

　季節が廻めぐった一年の終わり。

　それは、隼はや人とくんとお別れしてから──




　一年半後のクリスマスを、目前にした日のことだった。
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[image: ＣＵＴ５：クリスマス、雪瑚はサンタになる。キミは生き返る。]







　突然だが、俺おれ──坂さか本もと秋あき月つきはかつて、死んだはずの少女と交換日記をしていた。

　意味わからんよな。うん。順番に説明する。

　二年半前の雨の日のことだ。俺の目の前で、ひとりの少女──夢ゆめ前さき光ひかりは、不幸な交通事故により死んでしまった。

　しかしその時。突とつ如じよ現れた、謎なぞの黒ローブの人物に俺はこう問いかけられたのだ。

「おまえの寿じゆ命みようの半分で、彼女をたすけてやろうか？」

　何を言っているんだ？　そう思ったのを今でも覚おぼえている。

　そこで俺は無む意い識しきに「やってみろよ」と返していたわけなのだが、この言葉にはとんでもない裏があった。

　というのも、数日後。なんと夢前光の魂たましいは〝俺・坂本秋月の体を一日置きに乗っ取る〟というわけのわからん方法にて、この世に復活しやがったのだ。

　俺が一日過ごし、夜に眠りに就つく。すると翌日、なんと俺の体は、憑ひよう依いした夢前光の魂に乗っ取られるのだ。そうして彼女が一日過ごして眠りに就くと、再び俺の魂が復活する。こんな感じ。

　乗っ取られている間の記き憶おくは、一切お互いに残らないので、体感寿命は半分となる。「寿命の半分で──」というのは、つまりそういうことなのだ。日本語って難しい。

　そんな感じに始まった奇妙な日常。前日に自分が何をしていたのかもわからなければ、もうひとりの自分と会話することも出来ない。それじゃあマズイということで始めたのが、交換日記だったのだ。

　今日の出来事を書き記し、翌日の自分への連絡事項をノートに記す。翌日に目め覚ざめた方は、そのノートに書かれてあることを意識しながら過ごし、寝る前に日記を書く。こうすることで、直接会えない俺達二人は連絡を取っていた。

　しかし、そんな二心同体生活にはひとつ誤算があった。夢前光という女についてだ。







「お、こんなところに」

　大学生になって初めての十二月。とある休日。

　一人暮らしをしていた俺は、することもないので実家から下宿先に持ってきた漫まん画がをぼんやり読んでいたのだが。

『光ちゃんダムスの大予言！　坂本くんは今、漫画を読んでいるな！』

　漫画の途中──ヒロインの悲しい過去が明かされる大事なページで、いきなり流れも空気も読まずに現れた丸っこい文字。紙面に蛍けい光こうペンで書かれたそれを見て、思う。俺の所有物に対して俺にバレずに書きこむ。こんなことが出来るのは、当然もう半分の俺しかいない。

「こんなとこにまで……夢前光め」

　はい。もうお分かりかと思うが。

　俺おれが寿じゆ命みようの半分を分け与えた少女こと夢ゆめ前さき光ひかり。

　漫まん画が本ぼんに何の遠えん慮りよもなく書きこむ辺りで説明不要かと思うが、こいつはミラクルレベルの超ド天然アホアホお間抜け少女なのだ。

　こんな風に、漫画にイタズラするなんてかわいいレベル。

　夢前光が不良にちょっかいかけたせいで翌日の俺が後始末させられたり、あいつが女の子とイチャイチャしたせいで翌日の俺が修しゆ羅ら場ばに巻きこまれたり。とにかく、夢前光がアホをやらかして翌日の俺が尻しり拭ぬぐいするというパターンが、夢前光がいた当時は数えきれない程に起こっていたのだ。

「漫画読んでなきゃ見つけられない予言の、どこが予言なんだよ」

　ツッコミつつ漫画を読み進めると、その後も、

『このキャラ坂本くんに似てるね。童貞っぽいとことかｗｗｗ』

『うおお……ポテチが本の隙間に挟まってとれない。これとっといて！』

『漫画ばっかり読んでないで勉強しなさい！』

　というメッセージがあらゆるページに書きこまれており、もう漫画の内容なんざまったく頭に入らなくなってきたので読書を中断。「あのアホ」と悪あく態たいをついてふて腐れる。

「でもまぁ、久しぶりに見つけたからいいか」

　だけど、ほんのり笑顔で呟つぶやくのはそんな言葉だ。

　というのも、実は夢前光の魂たましいは一年半前に俺の体から消えてしまったのだ。あいつは消える前に、ありとあらゆる所有物にラクガキしていたようで、今でもこうして夢前光の食べ残しならぬイタズラ残しが見つかる。

　しかしやはり、感じてしまうのは寂しいという想おもいで。

「会いたいな……一回も会ったことないけど」

　ベッドに寝ね転ころがりながらそうぼやく。

　不可能だというのはわかってる。あの頃ころには戻れない。当時、仲良くしていた連中とも卒業してバラバラになって……ちょいと疎そ遠えんになってしまった。だからだろうか。何だか、余計に寂しさを感じてしまう。

「サンタさん。いい子にしてますから、あいつに会わせてくれよ」

　クリスマスが迫っていたこともあり、ついぼやいてしまった。当然、返事はなし。あったら怖いけど。

　とまぁ、こんな感じで俺はこれといってパッとしない大学生活を送っていた。これでいいのかな──でも、他にすることもねーし、みたいな感じでね。

　ただ、この時。

　実は俺の知らないところである事件が起こっていた。具体的に言うと、夢前光が生き返る準備が着々と進んでいたのだ。事件は、少し遠く離れた場所。俺おれの実家にて始まる。

　小こ柄がらな体とショートボブな髪かみ型がたに、ぶすっとしたしかめっ面つらが特徴の我が妹。

　中学三年生になった〝坂さか本もと雪ゆき瑚こ〟の手によって。
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「あれからもう一年半なのです……」

　あの日。

　おにいさまが突とつ如じよ、『明日、ボクは死ぬ。キミのおにいちゃんは生き返る。だから心配しなくていいよ』なんて不ふ穏おんなことを呟つぶやいた数日後。家中をひっくり返し、あげくの果てに雪瑚の体をまるで最愛の人を抱きしめ──いやもうあれは、運命の女神を見つけたと言っても過言ではない程に（雪瑚にはわかるのです♪）愛いとおしく抱きしめてくれたあの日から、一年半。

　おにいさまが大学進学のために家を出るという残ざん酷こくな悲ひ劇げきから未いまだに立ち直れていないのですけれど、ついにこの時がやってきたのです。

「やってやるのです」

　十二月二十日。

　大好きなおにいさまから託された重大な任務。雪瑚ももうすぐ高校生。

　中学最後の思い出を、必ず成功させてやるのです。

「クリスマス大作戦を、ここに開始するのです！」







「クリスマスパーティをするのです」

「え？　妹さん？」

「にいさんから頼まれたのです。是ぜ非ひとも参加してほしいのです」

　灰色の雲がたちこめる平日の放課後、三時半頃ごろ。

　随分前におにいさまから頼まれた──『一年半後に、この名簿のメンバーを集めてクリスマスパーティを開いてほしいな♪』という任務。それを果たすために雪瑚が最初に訪れたのは、かつておにいさまが通っていた高校にして、雪瑚がもうすぐ進学する予定の県立桜さくら姫ひめ高校なのです。

　帰宅部や部活動引退済みの三年生が続々と校門から吐き出される中、憂ゆう鬱うつな顔で現れたそいつに声をかけてやったのです。

「クリスマスパーティ……ですか」

　香こう寺でら美み紗さ貴き。

　清せい楚そな顔立ちと、すらりと伸びた脚あしが特徴の、おにいさまの一つ年下の後こう輩はいなのです。

　しかし、その見た目に騙だまされてはいけないのです。こいつの正体は、かつてたくさんの男に貢みつがせまくっていたスーパービッチなのです！　二年程前におにいさまにいっぱい怒られて改心したようなのですけど、雪ゆき瑚こはまだ信じてやらないのです。モテないおにいさまの童どう貞ていにつけこんだ罪は重いのです！

　ちなみに今は、進学を目前にした受験生のようなのです。

　何でも看かん護ご系けいの専門学校を目指しているようなのですけど、こんな悪女をナースになんかしてはいけないのです。ミニスカナースになって童貞共の血圧をおかしなことにするに決まっているのです！

　ただ、なんだか受験勉強でお疲れのようなのです。

「うーん、どうしましょうか。美み紗さ貴きはちょっと忙しいですし……」

　せっかくのお誘さそいに返されるのは、そんな元気のない言葉なのです。

　む、おにいさまのお誘いを断るなんて生意気なのです。

「にいさんに参加させるよう頼まれているのです。来てくれないと困るのです」

「先せん輩ぱいが……ですか。でも、もう長い間会っていませんし」

　はぁ、とため息。清せい楚そな顔が曇くもるのです。うむむ。しばらく見ないうちに随分とささくれているのです。

　どうやらおにいさまが卒業してからあまり連絡を取れず、距離が出来ているようなのです。そのせいか、はたまた受験疲れでヤケになっているのか。どこか投げやりな空気がハンパないのです。喫きつ茶さ店てんでバイトしていた時に、これでもかと周囲に見せつけていた自じ慢まんの美び脚きやくも、今はストッキングの向こうなのです。

「すみません、妹さん。美紗貴は遠えん慮りよしておきます。気分も乗らないですし」

「え」

　そして。香こう寺でら美紗貴は儚はかない笑顔でそう告げ、目の前から去って行こうとするのです。

　ちょ──。

「ま、待つのです！　だったらこれを機に交流を再開させればいいのです！　それぐらいなら雪瑚も許してやるのです！」

　しかし、そんな雪瑚の言葉は届かないのです。

「……どうせ、女性に人気の先輩のことですから。もう大学で彼女を見つけているに違いありません。美紗貴は、そんな先輩を見たくありません」

「あ……」

　悲しそうに香寺美紗貴は声を落とし「それでは失礼します」と告げて去ろうとするのです。ま、まずいのです。

　このままではクリスマスパーティにいきなり欠席者が出てしまうのです。せっかくおにいさまに頼まれたのに。

「……こうなったら」

　雪ゆき瑚こは意を決するのです。

　そして、そのまま勢いよく右手を振りかぶり──。

「てぇいっ！」

　──ベチン！

「痛っ!?」

　小気味良い音が灰色の空に響ひびくのです。

　何の音かって？

　雪瑚が思いっきり香こう寺でら美み紗さ貴きの脚あしをはたいてやった音なのです！

「い、妹さん!?」

「甘えるななのです！」

　さらにもう一発！

「ちょ、痛い！　な、何をなさるのですか!?　やめてください！」

「うっさいのです！　そんなぬるいものを履はいてるからダメなのです！　それに、おまえはひとつ勘違いしているのです！」

「勘違い……？」

　そうなのです。

「さっき、『女性に人気の先せん輩ぱいのことですから──』と言っていたのです」

「……事実じゃないですか」

「確かに事実なのです。でも──」

　でも、でも。

　すぅーっと息を大きく吸い、雪瑚は言ってやるのです。

「よく考えるのです！　あの──あの、ドヘタレで意い気く地じなしで伝説的にムッツリスケベで生脚一つでコロッと騙だまされて鼻の下を伸ばしながら貢みつぎまくっていたような究極に童どう貞てい臭しゆうが溢あふれかえっていた奇跡のチョロインであるにいさんに女に手を出す勇気があると思っているのですか!?」

「────────ッ！」

　ビシィ！

　……と、力強く香寺美紗貴を指差して、そう宣言してやるのです。

「た、確かに……そうですよね」

　すると、どうやら雪瑚の想おもいは伝わってくれたようなのです。

「そうですよね……そうですよね！　あの、超ヘタレで情けない程に童貞臭を隠せないダメダメっぷりでなおかつちょっとミニスカを履いて脚をチラつかせるだけでいとも簡かん単たんに頰ほおを緩ゆるませて財布をパカパカ開いていたあのミラクルちょろ月な先輩に、彼女なんて出来るわけがありませんよね！　どれだけかっこよくても、どれだけ優やさしくても──あの人は、ただの童どう貞ていなのですから！」

　世界の真理に気付いたように、香こう寺でら美み紗さ貴きは天を仰あおいで顔を輝かせるのです。

　うんうん。どうやら納得してくれたようなのです。どこか瞳ひとみに希望が宿っているのです。でもちょっと言い過ぎなのです。まったく、雪ゆき瑚こを見み倣ならえなのです。

「では、来てくれるのですね。それなら、にいさんからひとつ伝言を預かっているのです」

「伝言？」

　一年半前に、おにいさまから名めい簿ぼと一緒に渡された伝言メモを取り出すのです。その気になればいつでも会えるのに、何でこんなメッセージを残したのかわからないのですけど、頼まれた以上はきちんと伝えるのです。えーと、香寺美紗貴へのメッセージは──。

「『クリスマスといえばサンタ。サンタといえばミニスカ。ミニスカといえば美紗貴ちゃんの──ぐへへへ』だそうです」

　童貞らしい、気持ち悪いメッセージなのです。まったく、ミニスカなら雪瑚がいくらでも履はいてあげるのになのです。

　でも、香寺美紗貴に効果は抜群のようなのです。

「わかりました。その日は最高の香寺美紗貴をお見せします！」と言い残し、上じよう機き嫌げんに去って行ったのです。ふぅ、とりあえずこれで一人目はＯＫなのです。この調子でどんどん頑張るのです。

　お次は──。







「クリスマスパーティをするのです」

「へぇ……」

「にいさんから頼まれたのです。是ぜ非ひとも参加してほしいのです」

　桜さくら姫ひめ高校からてくてく歩いて。雪瑚がやってきたのは、とある一いつ軒けん家やなのです。

　目的の人物の部屋にあげてもらい、要件を伝えるのです。

「おまえも来るのです、薫かおる」

「おにいちゃん……か」

　木きの下した薫。

　その大きな瞳ひとみといい、長めのサラサラの髪かみといい、高めの声といい、どこからどう見ても美少女にしか見えないこいつは、雪瑚のクラスメートである男子中学生なのです。ただ、こいつはただの男の子ではないのです。

　なんとこいつは、男の子なのに男の子が好きという、大変すてきで素晴らしい趣味をお持ちの腐ふ男だん子しなのです！

　何をどうバグったのか、おにいさまに告白した時はテンションが上がったのを覚おぼえているのです。あのまましっぽりいってしまえばよかったのに……おにいさまのヘタレ具合には困ったものなのです。

　ちなみに告白事件から約一年半が過ぎた今、こいつは雪ゆき瑚こと同じ中学三年生なのです。どうやらここ一年くらいが成長期だったらしく、えらく身長も伸びたこともあり、今や学校では女子に一番人気のモテ男なのです。そんなわけで学校では話はなし辛づらいので、部屋にあげてもらったというわけなのです。

　ただ、そんなモテ男はずっと失恋に悩んでいるのです。

　というのも──。

「いいよ今いま更さら。おにいちゃんは、僕ぼくを捨てたんだから……」

「薫かおる……」

　切ない横顔で、薫は語るのです。

　おにいさまが卒業してこの地を離れて以来──薫はずっとこんな感じなのです。うう、おにいさまと薫はキスまで交わした仲だったのに……思わず雪瑚も同情しちゃうのです。

「雪瑚ちゃん、運命は残ざん酷こくだね。性別を超こえ、年ねん齢れい差さを超え、僕とおにいちゃんは愛を育はぐくんでいたのに。まさか、あんな形で別れが訪れるなんて。もう僕も、夢から醒さめなければならない歳としなのかなぁ……でも、女の子になんか興きよう味みないもの……ただ甘い匂においがするだけで、男の子のように僕をドキドキさせてくれないもの……」

「薫……」

　おまえはなんて素晴らしいセリフを息を吐くように言ってくれるのです。今の語りと横顔は、今度の小説に使わせてもらうのです。めっちゃテンション上がったのです。

　それはさておき、今はどうにか説得しなくちゃならんのです。おにいさまの頼みとあらば、どうにか説得してやるのです。現げん役えき小説家の腕の見せ所なのです！

「では薫。こんなストーリーはいかがなのですか？」

「え？」

　窓まど際ぎわで切なく空を見上げる薫の横に立ち、雪瑚は即興で物語を紡つむぐのです。

「愛し合っていた二人の男は、運命に残酷にも引き裂かれたのです。でも、捨てた男は今でもフった男のことを愛していたとしたら？　でも、素直になれなくて、それでクリスマスパーティを開いたんだとしたら？」

「────っ！」

「もしくは、本当はもう何とも思っていなくても……一年ぶりに会い、背が伸びてイケメンとなったそいつを見たら？　もしかしたら気が変わるのではないですか？」

「──た、確かに……」

「そして、再び恋に目め覚ざめる男は聖夜にこう言うのです」

　じっと見つめる薫かおるに向かって。

　雪ゆき瑚こは力強く言ったのです。




「『────よし、ヤろう』と」

「ええっ!?　ちょっと唐突すぎない!?」




「薫。甘いのです。愛し合う二人の男に言葉なんていらないのです。男二人が求め合う──そこに何か理由が必要なのですか？」

「た、確かに……男二人が求め合う……何もおかしくないよね！」

「そうです。おかしくないのです。ラブストーリーは、斜ななめ後うしろから不意打ちに。これが雪瑚の小説におけるポリシーなのです」

　とまぁそんな励ましを繰くり返かえして。いい笑顔の薫に約束を取り付けることに成功した雪瑚は、木きの下した家を後にするのです。

「よしよし。これで二人目完了なのです。さぁ、どんどん説得して回るのです」

　というわけで、お次は三人目。名めい簿ぼリストの三人目は──。

「んむむ！」

　その名前を見て、顔をしかめてしまうのです。ぐむむ……この、見るだけではらわたが煮にえくりかえる名前。雪瑚に一生消えないトラウマを植え付けたあの女。そもそもこいつが現れた辺りから、おにいさまは女の味を覚おぼえてしまったのです！　いよいよ、あの巨乳女との再戦なのですっ！

「待ってろなのです……真さな田だ霞かすみ！」







「クリスマスパーティをするのです」

「え？　雪瑚ちゃん？」

「にいさんから頼まれたのです。是ぜ非ひとも参加してほしいのです」

　翌日のお昼時。

　快晴模様の空の下。電車を乗のり継ついで雪瑚がやってきたのは、とある大学内なのです。

　寒いにもかかわらず、敷しき地ち内に設置されたオープンカフェにいたそいつの前に立ち、宣言するのです。

「坂さか本もとくんが……っ！」

「よかったじゃないですか、かすみのお嬢じよう！」

　真田霞。

　と、もひかん頭の人（名前は忘れたのです）。二人ともおにいさまの高校時代の同級生なのです。

　真さな田だ霞かすみの方は、相も変わらず小こ柄がらな体とそれに似合わない無む駄だ乳ちちが特徴のおさげガールなのです。ただ、小動物のような見た目に騙だまされてはいけないのです。こいつこそ、雪ゆき瑚こ最大のライバルにして、おにいさまの童どう貞ていを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらい続つづける憎むべきミラクルビッチなのです！　二年前はよくもおにいさまの唇を……ぐぎぎ！

　一方、もひかん頭のヒャッハーとか言い出しそうな方は、よくわかんないのですけど、おにいさまの舎しや弟ていのような人なのです。一見ヤンキーなのに礼儀正しいという、変な生き物なのです。まぁこいつは所しよ詮せんオマケなのです。汚物でも消毒してろなのです。

　ちなみに。

　場所でおわかりのように、二人は現在、同じ大学に通う大学生なのです。学力が足りなくておにいさまと同じ大学に通えないと知った時は笑いが止まらなかったのです。やっぱりおまえは聡そう明めいなおにいさまと釣つり合あわないのです♪

　ただ、このかすみとかいうおさげビッチ。

　どうやらこいつは、大学に進学して何か勘違いし始めたようなのです。

「う～ん、どうしよっかなぁ～☆　実はかすみぃ、クリスマスは他の男の子からもいっぱい遊ぼうって誘さそわれてるんだぁ～♪　行けないかもぉ～？」

　うっぜぇぇえええ！

　ハンパないウザさなのです！

　どうやら大学入学を機に、おさげビッチは真のビッチに進化したようなのです。ぐぐ……こいつだけは結構真剣に呼びたくないのです！

「それにぃ～坂さか本もとくんとも随分会ってないしぃ～。ほったらかしにしちゃう男の人はちょっとなぁ～☆」

　噓うそつけなのです！　こないだおまえがおにいさまの下宿先に思いっきり押し掛けていたのを知っているのです！　夜の八時くらいに「終電、なくなっちゃった……」などとほざいているのを聞いた時は、はっ倒してやろうかと思ったのです！　何で雪瑚がそんなことを知っているのかは些さ細さいな問題なのです！　盗とう聴ちよう器きなんて仕掛けてないのです！

「え、でもかすみのお嬢じよう。こないだ思いっきり『こうなったら二は十た歳ちになった瞬しゆん間かんに酒で潰つぶして無理矢理出来ちゃった作戦を……』とか言ってたじゃないすか。言い寄る男も自分に追い払わせてますし。本当はお嬢、今でも坂本さんを──」

「もひかん君、静かにしてもらえる？　また朝まで…………されたいの？」

　などと雪瑚が憤いきどおっていると、そんな会話が二人の間で繰くり広ひろげられるのです。

　瞬間「ひぃぃいいっ!?」と叫びながら、もひかん頭は股こ間かんを押さえて縮ちぢこまってしまったのです。い、一体何があったのです……。

　それはさておき、こんな腹はら立つ女でも呼ばなければならないのです。雪瑚の感情よりも、おにいさまの任務は絶対なのです。こうなったら。

「実は、おにいさまから伝言があるのです」

「え？　伝言？」

　おにいさまから一年半前に託された、この女への伝言。

　ぐぎぎ……あんまり伝えたくない伝言なのですけど、涙を吞のんで伝えるのです。雪ゆき瑚こファイトなのです！

「では読みあげるのです……『かすみちゃんおひさ！　突然だけどクリスマスパーティに来てほしいな！　もし、肩出し谷間オープンサンタなんか見ちゃった日には……初めての夜になっちゃうかも！　きゃっ☆』……以上なのです」

「───────ッ!?　は、初めて!?」

　うぐ。

　やっぱり目に見えてビッチの顔が輝き始めたのです。

「──ってことは、出来ちゃった作戦を一年前倒しに……そのつもりで……」

　そして、ぶつぶつと何かを呟つぶやき始はじめるのです。ぐぬぬ。とても嫌な予感がするのです。当日は、おにいさまから一歩も離れないようにしなければなのです。おにいさまの童どう貞ていは雪瑚が守るのです！

　とまぁそんな感じで「そ、それじゃあ参加させてもらうね！」という約束を取り付けたことで、雪瑚はキャンパスを後にするのです。ふぅ。どうにか任務完了なのです。

　さて、お次は──おっと。楽しみな人が来たのです。

「次は、さわやかイケメンの風かぜ城しろさんなのです」







「クリスマスパーティをするのです」

「クリスマスパーティ？」

「にいさんから頼まれたのです。是ぜ非ひとも参加してほしいのです」

　次に訪れたのは、都内にある、とある小さなケーキ屋さん。全然お客さんがいなくてとても暇ひまそうにしていたバイトさんに、そう声をかけるのです。

「それは、坂さか本もとが言い出したのか？」

　風城隆たか行ゆきさん。

　こちらもおにいさまと高校は違うのですけど、同い年で高校時代に仲良くしていたひとりなのです。さわやかなイケメンでとても好印象なのです。

　それに何よりも、おにいさまが時々「風城だけは俺おれの全すべてを知ってるからな」なんて言っちゃう程に激げきアツな関係のお人なのです！　全てって何なのですか！　あんなことやこんなことも知っているのですか！　キャーキャー！

　現在はというと、こちらも普通に都内の大学に通っているのです。おにいさまと同じく一人暮らしなので、こうやってバイトで生計を立てているようなのです。なんでも将来は教師を目指しているらしいのです。きっとそれを口実に、おにいさまといやらしい授業をしているに決まっているのです。夢が膨ふくらむのです。

「そうなのです。一年半前に託されたのです。『一年半後のクリスマスに、みんなを集めてクリスマスパーティを開いてほしい』って」

「一年半前……」

　むむ。何か心当たりがあるのでしょうか。

　クリスマス仕様のエプロンと帽ぼう子しを被かぶったまま、風かぜ城しろさんは唇に手を当てて何かを考え始めるのです。悩む姿もイケメンなのです。

「あ。風城さんにも伝言があるのです。これを聞けば、必ず風城さんは参加したくなる──とも、にいさんが言ってたのです」

「うん？　伝言？」

　そして雪ゆき瑚こは読みあげるのです。

　一年半前のにいさんから、風城さんへの伝言を。

「では読みあげるのです。『とぉう！　忘れた頃にボクはやってくる！　それより風城くんに大ニュース！　なんとこの度────〝ボク〟は少しだけ生き返ることにしました！　クリスマスパーティを楽しみにしてるんだぞ☆』……とのことなのです」

　？？？

　正直、意味がよくわからんのです。生き返るって何のことなのです？　まぁおにいさまが時々変なことを言うのはいつものことなのですけど。

　ただ──。

「………………っ」

　何なのでしょう。

　風城さんが、とてもとても意い味み深しんそうに何かを考え始めたのです。

「まさか……いや、あいつのことだから……もしかして……」

　そんなことを呟つぶやきながら風城さんが悩み続けること数分程。

　不意に、何かを悟さとったような顔になった風城さんは──。

「──ふ、あははっ！」

「!?」

　なぜか急に笑い出したのです。

「あー、なるほど。生き返るね。確かに生き返るかもな。これは……坂さか本もとも喜ぶぞ」

　そしてそんなことを言い出すのです。

　え？　にいさん？　？？？

　──結局。

　雪ゆき瑚こにとってはよくわからないままに、「わかったよ。クリスマスパーティ、必ず参加させてもらう」と告げられてお別れすることになったのです。むむむ。一応任務完了なのですけど……よくわからんのです。まぁ気にしててもしょうがないのですけど。

「まぁいいのです。いよいよ次で最後なのです。はりきって行くのです」

　というのも、最後の人だけちょっと遠出しなきゃならないのです。しかもこの人だけ、伝言ではなく、なぜか分厚いお手紙を預かっているのです。そして──おそらく、この女が雪瑚にとってのラスボスになるのです！

　冬の青空が冷たく気持ちいい中、電車を乗のり継ついで雪瑚が向かう先は──。

「待ってろなのです……月つき村むら千ち秋あき！」







「クリスマスパーティをするのです」

「え？」

「にいさんから頼まれたのです。是ぜ非ひとも参加してほしいのです」

　学力日本一と称される大学の狭き門。そこをくぐり、広いキャンパスを歩き抜け──ようやく見つけた、とある談話室にいたそいつの前で仁に王おう立だちしてやるのです。

「……ええと、あなたはどちら様でしょうか」

「坂さか本もと秋あき月つきの妹、坂本雪瑚なのです」

「──っ!?」

　怪け訝げんだった顔は、一いつ瞬しゆんにして驚おどろきのそれへと変わったのです。

　月村千秋。

　神奈川県の大だい豪ごう邸ていに暮らす、おにいさまと同い年の女なのです。

　黒く煌きらめく長ちよう髪はつに、透き通る白い肌。そして、誰だれもが憧あこがれる端正な顔立ち。おにいさまの周まわりに綺き麗れいな人は多いのですけど、こいつはその中でもズバ抜けた美人さんなのです。

　それが原因なのでしょうか。

　なぜか一時期、おにいさまがやたらと足しげく通っていた謎なぞめいた女なのです。今は超名門大学に通っているという、見た目も頭脳もパーフェクトの憎らしい女なのです。

「秋月さんがクリスマスパーティ……」

　ただ、クールな外見に騙だまされてはいけないのです。

　この女はなんとおにいさまに時々、自分の胸を揉もませていたという、これまでとは比べ物にならない程のスーパー暗黒ビッチなのです！　それどころか、おにいさまの優やさしさにつけこんでワガママしていたのです。本来ならこんな悪女は絶対におにいさまに近づけたくないのです！

　でも……。

（まだ、車くるま椅い子すなのです）

　その女の足を見てしまい、思わず視線を逸そらしてしまうのです。

　二年前におにいさまをストー……ごほん。見守っていた時に初めて見てからずっと。この女はいつだって車椅子なのです。最初は骨折とかだと思っていたのですけど、おそらく──。

　などと考えていると。

「すみません、みなさん。雪ゆき瑚こさんと二人だけでお話させてください」

　月つき村むら千ち秋あきは、周まわりにいた友達にそう言ったのです。

　む、見た目も頭脳も完かん璧ぺきなのに友達までいるのですか。恵まれ過ぎて腹はらが立つのです。やっぱり同情の必要ナシなのです！

　しかし、そんな雪瑚の憤いきどおりとは裏うら腹はらに。

「雪瑚さん、わざわざありがとうございます。遠かったでしょう？　それを伝えるために会いに来てくれたんですね」

「──え？　あ、そ、そうなのです。感かん謝しやするのです」

　意外にも向けられるのは、優やさしい微ほほ笑えみなのです。だ、騙だまされるななのです！　きっと演技なのです！　雪瑚は知ってるのです。この女がかつておにいさまを罵ば倒とうしていたのを。さっさと用件を済ませて帰ることにするのです！

「これを渡すために来たのです。にいさんからなのです。ありがたく受け取るのです」

　警けい戒かいしながら雪瑚が差しだすのは、かわいい色した分厚い封ふう筒とうなのです。

『千秋ちゃんには、このお手紙を渡すだけでいいよん♪　ただ、出来ればでいいんだけど、直接渡してほしいなぁ～』

　以上。おにいさまから一年半前に託されたメッセージなのです。なぜかこいつに限っては伝言ではなく、このお手紙を渡すだけという指示なのです。

　あらためて考えるとなんだか怪しいのです。もしかしたらデートの約束が書かれているのかもしれないのです。今日から注意してストーキングする必要があるのです。

「！　これは……」

　一方。封筒に書かれた『千秋ちゃんへ』の文字を見て、月村千秋は驚おどろいたように目を見開くのです。さらに、

「……雪瑚さん。すみませんが、何かお飲み物を買ってきてくださいませんか？　雪瑚さんもお好きなものをどうぞ」

「え？」

　そう言われ、お札を握らされてしまうのです。む。おにいさまからのお手紙を読むのに雪瑚はお邪じや魔ま虫むしと言いたいのですか。失礼な奴やつなのです！

　と思いつつも、月村千秋が真剣な顔をするので、仕方なく買ってきてやることにするのです。雪ゆき瑚こは空気が読める子なので、遠めの自販機まで歩いてやるのです。

　そうして構内をウロウロすること十分程。そろそろなのです──と思って自販機にお札を突っこみ、紅茶を二つ買って戻ると──。

「────ッ!?」

　雪瑚は、意外な光景を見てしまったのです。

　え……え……？

（な、泣いてるのですっ!?）

　なんと。

　なぜか月つき村むら千ち秋あきは手紙を前に、涙を滲にじませていたのです。

　え、あ、えとえと……どうすればいいのです!?　お、おにいさまってば一体手紙に何を書いたのですか!?

　戸惑いつつも、さすがに泣いている女の人をほったらかしにするわけにもいかないのです。雪瑚はおそるおそる月村千秋の正面に戻り──かといって事情もわからず慰なぐさめるのもヘンなので。

　──カシュッ。

「こ、紅茶、買ってきてやったのです。あ、ありがたく飲むのです」

「───あ」

　缶のタブを開けてやり、顔を合わせないようにしながら差しだしてやるのです。ついでに添えるのはハンカチなのです。ほら、雪瑚は見てないし気付いていないので、さっさと涙を拭ふくのです。雪瑚は泣いてる人を見ると、悲しくなってこっちまで泣きたくなっちゃうのです。

「…………」

　なのに、月村千秋はなかなか涙を拭こうとしないのです。

　ええい、何をやっているのです。さっさと拭くのです。

　そう思いながらチラッと横目で見やると、ふと目が合って。

「──ふふっ。優やさしいんですね」

「へ？」

「おにいさんにそっくりです。くすくす」

「────っ！」

　なぜかそんなことを言いながら、とてもキラキラした顔で笑い始めたのです。

　な……なんて穏おだやかに笑う人なのですか。なぜかドキッとしちゃうのです。い、いやいや、騙だまされるななのです。こいつはスーパービッチのはずなのです。

　でも──。

「雪瑚さん」

「？　何なのですか？」

「おにいさんのことは、好きですか？」

「ふぇっ!?　な、何ですかいきなり!?」

　何なのでしょう。

「私は……彼のことが好きなんです。昔──いえ、今でも好きな男性がいるのですが、ほんの少しだけ心移りしそうになる程、秋あき月つきさんが好きなんです」

「…………っ」

　なんだかこの優やさしい微ほほ笑えみを見ていると……どうでもよくなってくるのです。

「私はかつて、自分のことが大嫌いでした。それこそ死んでしまいたいと願う程に。この足が憎くて苦しくてたまらなかった時期があったんです」

「あ……」

　月つき村むら千ち秋あきは、雪ゆき瑚こではない──他の誰だれかに語るように、語り始めたのです。

「でも、そんな私を変えてくれたのが、あなたのおにいさんです。彼はちょっと不器用なところもありましたが、それでもまっすぐに正面から接してくださって……それが、とても温かかったのを覚おぼえています」

「…………」

「優しいんです。彼は、本当に誰よりも優しい人でした。おそらく本人は気付いていないでしょうね。でも、彼は間違いなく優しい人です。いつだって自分よりも他人を優ゆう先せんして。困難があっても、絶望が目の前にあっても、ぶつくさ文句を言いながらも誰かのために頑張ってくれるんです。自分のことには臆おく病びような癖くせに、他人のこととなるとそれが当然であるかのように、手を差し伸べてくれます。そのおかげで、ほんの少しだけですが私は歩けるようになりましたし、笑えるようになりました。本当に優しくて強くて──光り輝いていた人です」

「……っ」

　そこまで語り終え、月村千秋は優しい笑みで再び手紙に視線を落とすのです。

　と同時に、雪瑚は思わず言葉を失っていたのです。

（は、はじめてなのです……っ！）

　今までおにいさまの周まわりに寄って来る女はたくさんいたのです。

　でも──でも、こんなにもおにいさまを正しく理解してくれた人は初めてなのです！　この人、もしかして凄すごく見る目があるのですか!?

「すみません雪瑚さん。関係ない話をしてしまいまして。つい、この手紙を読んでいたら昔のことを思い出してしまって」

「き、気にするななのです。そーゆーのは、よくあることなのです」

「ふふ、ありがとうございます。優しくてかわいい妹さんがいるから、きっと秋月さんも優しいのでしょうね」

　う……な、何なのですかこの恥ずかしさは。何て恥ずかしい台詞せりふを平気で口にする人なのですか。

　しかし、月つき村むら千ち秋あきは更さらに追い打ちをかけてくるのです。

「え!?　ちょ、何してるのですか!?」

「大丈夫ですよ、少しくらい。あなたのおにいさんのおかげです」

　月村千秋は、おもむろに車くるま椅い子すから立ち上がったかと思うと、ゆっくりと、それでも慣れたようにこちらへ歩み寄ってくるのです。

　そして。

「ふぁ……」

「うふふ、雪ゆき瑚こさんを捕まえちゃいました。ごめんなさい。私は末っ子ですので弟や妹がいなくて……こうするのが夢だったんです」

　なでなでなで。

　雪瑚の頭は、その白く温かい手にされるがままになるのです。

　な、何なのですかこの気持ちよさは。いい匂においだし温かいし……。やばいのです。くせになりそうなのです。こ、この人ならお姉ちゃんって呼んであげても──。

「クリスマスパーティ、参加させてください。一緒におにいさんと遊びましょう」

「は、はいなのです……」

「うふふ。かわいい」

「～～～～～っ」

　そんなこんなで撫なでられ続つづけること数分程。

「それではクリスマスにお会いしましょう」と言う月村千秋とお別れした雪瑚は、帰路につくことにするのです。うう、まだ顔が熱いのです。でも、何だか良い気分なのです。とても天使な人だったのです。

　それはさておき、ようやくこれで人集め任務は完了なのです。

「あとは」

　最後のひとりにメールするのです。

　久しぶりにいっぱい頑張ったので、たくさん褒ほめてもらうのです。

「待っていろなのですよ」


『にいさんへ。約束は果たしたのです。クリスマスイブに絶対帰ってくるのです。

　雪瑚より』
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「さっぶぃ～……」

　十二月二十四日の午後七時頃ごろ。

　俺おれ──坂さか本もと秋あき月つきは、下宿先から慣れ親しんだ地元の駅前へと帰って来ていた。久しぶりの帰省なのだが、見慣れすぎて特に久しぶりという感覚がしない。クリスマス仕様に彩いろどられた装飾や巨大ツリーを見ても、ただ寒いとしか思わん。

「しっかし雪ゆき瑚この奴やつ、何がしたいんだ？」

　先日、俺は妹の雪瑚から『約束は果たしたのです。クリスマスイブに絶対帰ってくるのです』というメールを受け取っていた。

　何のことだかよくわからんうえに、年末ギリまで講こう義ぎの予定があったので『無理。ごめんな』と返していたのだが、いつになくガンコな雪瑚は『一生懸命頑張ったのです……』と、今にも涙が滲にじんできそうなメールを寄こしてきたので、もういいやとばかりに帰省したというわけだ。

　で、約束通りに駅前に来たわけだが今からどうするんだ──と思っていたら。

「あ！　いたのです！」

「お、雪瑚か？」

　背後より響ひびく妹の声に振り向くと、そこには意外な光景が広がっていた。

「あ、坂本くん！」

「先せん輩ぱい！」

「おにいちゃん！」

「お、坂本」

「坂本さん！　ちぃ──っす！」

　…………。

「ええ!?　かすみちゃんに美み紗さ貴きちゃんに、皆!?」

　なんと。巨大なクリスマスツリーの下。

　そこには、高校時代を共に過ごした仲間達が、全員集合していたのだ。

「おにいちゃん！　久しぶりです！」

　まず、真っ先に走り寄ってきたのは、美少女もとい男おとこの娘この木きの下したくんだ。

　おお……なんか、背ぇ伸びたのね。とりあえずアレだ。両手で握りしめる俺の手を離してくれないかな？　尋じん常じようじゃないパワーと闇やみ色いろの瞳ひとみが怖いんですけど。

「さささ、坂本くん久しぶり！　ああ、会いたかったよ」

「せせせ、先輩お久しぶりです。とと、とても嬉うれしいです」

　そして。次に駆かけ寄よってきたのは、かすみちゃんと美紗貴ちゃんの美少女コンビ。

　さすがは女の子といったところか。なんだか二人ともしばらく会わないうちに大人っぽくなったように見える。ただ……。

（何だこの格かつ好こう……）

　このくそ寒いのに、片やミニスカサンタのコスプレで、もう片方は肩出し谷間オープンのサンタコスプレ。おかげで二人とも歯をガチガチ鳴らしており、マトモに言葉を発せていない。

　しかも。

「そそ、それよりどうかなこの格かつ好こう？　ささ、坂さか本もとくんのために用意したんだよ？」

「いい、いかがですか先せん輩ぱい？　きき、今日の美み紗さ貴きは、あなたの望んだ香こう寺でら美紗貴ですか？」

　そんなことを訊たずねられる。いや、どうって言われても。

「えと……何でそんな格好してるの？」

「「────」」

　そう返すと、なぜか二人して石化したように固まってしまった。

　何だ？

「久しぶりだな、坂本」

「お久しぶりです、坂本さん！」

　などと首を傾かしげていたら、お次にやってきたのは風かぜ城しろともぴりんだ。おお、久しぶり！　おまえらは……あんま変わってねーな。男なんてそんなもんか。俺おれだって変わってないし。

　そしてそして。

　一番最後に相変わらずの不ふ機き嫌げんな顔でやってきたのは──。

「よ、久しぶりだな。雪ゆき瑚こ」

「……ふん。べつに会えて嬉うれしくなんかないのです」

　我が妹、雪瑚だった。

　直じかに会うのはお盆以来だろうか。ぶっちゃけ、あんまり久しぶりって感じがしないけど、とりあえず久しぶりってことにしておこう。このしかめっ面つらが恋しかったのも事実だしね。

「で、どうしたんだよいきなり。クリスマスパーティでもする気か？」

「何を言ってるのです。にいさんに頼まれたからやってあげたのです」

　とりあえず気になっていたことを訊ねてみるも、そう返される。

　俺に頼まれた？

　何が？

　と疑問に思うのも一いつ瞬しゆんだ。次いで雪瑚が放った言葉は。

「これをにいさんに返すことで、一年半前に頼まれた任務は終了なのです」

「へ？　…………あ」

　そう言いながら雪瑚が差しだした封ふう筒とう。そこに書かれていた文字を見て言葉を失う。

　それは──。




『一年半後のクリスマスイブにボクに返してね！』




　かつて俺の半分だった少女──夢ゆめ前さき光ひかりから俺に対する手紙だった。

　それで俺は全すべてを察する。

　クリスマスイブに不自然に集つどった仲間達。そして、一年半前に俺おれに頼まれたという言葉。さらに目の前の手紙。

　まさか──。

「────っ！」

　慌あわてて受け取り、怪け訝げんな顔をする雪ゆき瑚こそっちのけで、封ふう筒とうを開く。

『坂本くんへ』

　中に入っていた便びん箋せんは二枚。一枚目の一番上に書かれていたのは、そんな言葉だ。さらに続くのは──。

『やっほう久しぶり！　またまた会えたね坂本くん！　光ちゃん参上ッ！』

「夢ゆめ前さき光……」

　一年半越しに届いた、あいつからの手紙を読む。

　かつて毎日のように交わしていた、あいつの笑顔が今にも浮かんできそうな、元気な文字。まさか、このタイミングで目にするとは。

『さてさて。坂本くんは今頃、大学生かな？　今回はごめんね。勝手に雪瑚ちゃんに頼んでクリスマスパーティを開いちゃって。でも、どうしてもお別れしてから一年半後の今、坂本くんに伝えたいことがあったの。だから……聞いて。わたしの〝声〟を───』

「…………」

　一番下に描かれるは、サンタ姿な夢前光のイラストだ。一枚目はそこで終わっている。そこまで読み進め、俺はゆっくり深呼吸する。

　大丈夫。何が書かれてあっても──もう泣かない。

　かつての約束を思い出し、俺は二枚目を手に取った。そして読みあげる。

　俺が愛した、俺の半分だった。

　大好きな少女が残した、俺へのメッセージを──。




『坂本くん…………どーせ大学生になっても童貞なんでしょｗｗｗｗｗｗｗ　皆を集めてあげたから、はやいとこ卒業しなよｗｗｗｗｗ　ぷぷぷぷｗｗｗｗｗｗｗ』




「…………」

　終わり。

　…………。

　ははは。まさかそんな。

　あれだよな。裏に続きがあるとか……いや、実は封筒の裏に続きがあるとか……じ、実は逆さにすれば隠しメッセージが見えてくるとか……。

「…………」

　二枚の便びん箋せんを綺き麗れいに畳たたみ、封ふう筒とうへと戻す。

　そして、俺おれは──。




「俺の感動を返せぇぇえええええええええええッッッ!!」




　叫んだ！　屋外だけど思いっきり叫んでやった！

　当然、道行く人が、誰だれもが、驚おどろいた顔をする。だけど、だけど──あのアホ！　一年半越しにしょうもないイタズラかましやがって！　え、ほんとにこれだけ!?　うそん!?

「まるで、ラブレターに従って体育館裏に行ったらドッキリだった時のような滑こつ稽けいさですね」

　と、その時だ。俺の耳に、懐なつかしい氷の声が響ひびいた。

「──千ち秋あきっ!?」

　なんと。

　そこに現れたのは、車くるま椅い子すの千秋だった。暖かそうな格かつ好こうをしたそいつの頭には、なぜかちょこんとサンタの帽ぼう子しが乗っかっている。

「千秋も呼ばれてたのか？」

「ええ。あなたの想おもい人びとは、なかなか素直になれない人のようですので」

「へ？」

「こちらに、本音が書かれていましたよ」

　そう言って千秋が差しだすのは、俺の方とは違って分厚い封筒だ。どうやらこいつも夢ゆめ前さき光ひかりから手紙を受け取っていたらしい。何で俺より千秋の方が分厚いんだよと思うも、急いで便箋を開く。

　すると、そこに書かれていたのは。

『久しぶり千秋ちゃん！　皆のヒーロー光ちゃんだよ！　いつもいつも童貞の坂本くんがお世話になっておりまっする☆　さてさて。計画通りなら、今、わたしが書いているこの手紙は、一年半後に雪瑚ちゃんによって千秋ちゃんの元へ届いていると思います。んで、肝心の要件なんだけど……なんとこの度！　一年半後に向けて光ちゃんはクリスマスパーティを開催することにしました！　パチパチパチ！　いきなりごめんね。でも、どうしてもこのタイミングで一度、皆で集まってほしいの。だって──』

　手紙はそこで途切れており、二枚目へ続いていた。

　脳内で聞いたことのない声を流しながら、俺は続きを読む。

『だって……坂本くんに忘れてほしくないんだもん。最初は忘れてもらう方が坂本くんのためになるのかなぁーって思ったんだけどね。でもやっぱり、どうしても忘れてほしくない。時々、ほんとに時々でいいから、思い出してほしい。クリスマスぐらい、それくらいのワガママを言ってもいいでしょ？』

「…………っ」

　手紙はもう一文だけ続いていたが、そこまで読み終え、俺おれは気付く。

　忘れてほしくない。それがゆえの、久しぶりに皆を集めてのクリスマスパーティ。何を言っているのか一いつ瞬しゆんわからなかった。しかし、すぐに理解する。

　その答えは、目の前にいる皆が口にしていたからだ。

「それにしてもお久しぶりですね、真さな田だ先せん輩ぱい。スノボ旅行では大変お世話になりました。リフトに乗のり損そこねた時の滑こつ稽けいな顔は、今でもステキな思い出として保存されていますよ。ぷ」

「ほんと、久しぶりだね美み紗さ貴きちゃん。その後、思わず滑すべってたらぶつかっちゃって尻しりもちつかせちゃった時の情けない顔は、今でも鮮明に思い出せるよ。ぷぷ」

　あそこでは、夢ゆめ前さき光ひかりの企画したスノボ旅行の話が。

「雪ゆき瑚こちゃん。おにいちゃん、凄すごくかっこよくなってる……どうしよう。もう一回ラブレター渡そうかな……」

「それには賛成するのですけど、もうあんな紛まぎらわしい渡し方はやめるのです。結構マジに雪瑚はおまえと付き合うことを考えてたのですから」

　こっちでは、夢前光が大いにテンションを上げていたラブレター事件の話が。

「お久しぶりです風かぜ城しろさん！　どうです!?　久しぶりに一セクシードリームでも──」

「久しぶりに一いつ杯ぱいみたいなノリで言うなよモヒカン君……」

　そっちでは、夢前光が作り上げた懐なつかしいヒーローの名前が。

　ああ、そういうことか。そういうことなんだな、夢前光。

『皆で集まれば……坂本くんもわたしのこと、思い出してくれるかな』

　夢前光は怖かったんだ。

　忘れられることが。

　自分がいなくなった世界で、俺に忘れられることが、たまらなく怖かったんだ。

　高校を卒業して、皆がバラバラになって、俺の高校時代を知る人がいなくなれば。そうしたら、自分は忘れられるかもしれない。それを夢前光は恐れていたんだ。だから、あいつは皆がバラバラになりかけていたこのタイミングで、クリスマスパーティを開くように手を打っていたんだ。

『皆がいるところに、わたしはいるよ』

　まるでそう言いたかったかのように、かすみちゃん達は懐かしい思い出を語り合っている。それらは全すべて、俺が夢前光と共に過ごした高校時代の思い出。皆で集まって思い出を笑い合えば──そこに夢前光は生き返るんだ。

「……忘れるわけねーだろ」

　世界のどこか。

　同じ空を見上げていると信じて、さみしがりやの少女に告げる。おまえみたいな世紀を代表するハチャメチャガールを、俺おれが忘れるわけねーだろうが。

「思い出してもらうことと同時に、夢ゆめ前さきさんは秋あき月つきさんのために手を打っていたんでしょう。皆がバラバラにならないよう、いつまでも友達でいられるように。その大役に選ばれたのが、雪ゆき瑚こちゃんなんですね」

　千ち秋あきの声に促うながされるよう、喧けん嘩かするかすみちゃんと美み紗さ貴きちゃんを呆あきれた顔で見つめていた雪瑚を見やる。

　事情を知っている千秋や風かぜ城しろでなく、雪瑚が離れ離れの皆を集める役に選ばれた。

　理由は簡かん単たんだ。一つしかない。

　夢前光ひかりが俺の体に宿ってから、俺はずっと自分こそが一番夢前光の近くにいると思っていた。でも、俺達は背中合わせ。言葉を交わしたことも、触れあったこともない。だけど、そうじゃない奴やつがいた。

　一日置きに夢前光と顔を合わせ、一日置きにあいつの声を聞き、一日置きに触れあって。

　夢前光がいなくなるまで、ずっと側そばで支え続けたのは──。

「雪瑚が、実は一番夢前光の近くにいてくれたんだよな」

　だからこそ、任されたんだ。

　雪瑚なら必ず皆を集めてくれる。

　必ず皆を集め、クリスマスの一夜だけでも自分を生き返らせてくれる。

　そう思わせたからこそ、雪瑚が託されたんだ。

　あらためて感かん謝しやする。自じ慢まんの妹に。その、小さな背中に。この、小さな小さな雪ん子が俺達を集め、サンタに代わって夢前光をクリスマスに連れて来てくれたんだから。

「あ」「わぁ」

　と、その時だ。

　皆が掌てのひらをかざし、空を見上げた。それを合図に、俺も気付く。

「雪──」

　なんと計ったようなタイミングか。

　夢前光の企画したこの日、このタイミングで。夜空に美しく白い雪が舞まい始はじめたのだ。まるでそれは、あいつが久しぶりに帰ってきたような懐なつかしさをくれて──。

「ホワイトクリスマスだね…………隼はや人とくん」

　同じことを千秋も感じていたようだ。儚はかなく、優やさしい声で彼女は呟つぶやく。

　何かを思い出すように、慈いつくしむように、堪こらえるように。

　もう、今はいない──最愛の人との再会を嚙かみしめるように。

「…………」

　たまらなくなってしまった俺は、皆の方に視線を戻した。

　夜に踊る白い雪。

　ある者はそれを手に取ろうとし、ある者はそれを見上げ、ある者は懐なつかしそうにそれを見つめる。

　雪ゆき瑚こは──手を伸ばし、赤い手袋にそれを摑つかもうとしていた。一いつ生しよう懸けん命めいに背伸びして、手を伸ばして。楽しそうに、嬉うれしそうに。それが、俺おれには何だか見たことのないあいつの背中のように見えてしまって。

「……ありがとうな、雪瑚。そして──ちょっとだけおかえり、夢ゆめ前さき光ひかり」

　などと、空を見上げながらしんみりしていた時だ。

「何を仲良くお話ししているのですか」

　ぶすっ。

　じっと見つめられていることに気付いたのだろうか。そんな音が聞こえてきそうな、愛いとしいしかめっ面つらが俺達の前へとやってきていた。

「随分と二人は仲が良さそうなのですね」

　更さらに、そんなイチャモンをつけられる。

　思わず千ち秋あきと目が合い、苦笑してしまった。

「あー悪い悪い。つい話しこんじゃってな」

「うふふ。ごめんなさいね、雪瑚さん。おにいさんをお返ししますので、クリスマスイブを楽しんでください」

　というわけで。

　しんみりするのもこの辺にして、俺達も皆の輪に混じろうかと思ったのだが。

「…………」

「雪瑚？」

　なぜか、下を向いて沈黙を続ける雪瑚。

　そして。やっと口を開いたかと思うと──。




「……べつに。〝千秋お姉ちゃん〟なら許してやるのです」




「は？」「え？」

　そんなことを口にしたのだ。

　…………え？

　どういう意味なのかと頭を回転させるも、俺の思考は二つの奇声によって遮さえぎられた。

「ちょちょちょちょちょ!?　ゆゆゆゆ、雪瑚ちゃん!?」

「いいい、妹さん!?　今、ななななんと仰おつしやいました!?」

　なんと地じ獄ごく耳みみなのか。

　数メートル先から短たん距きよ離り専門のジャマイカ人レベルで吹っ飛んできたのは、表情をこれでもかとひん曲げたかすみちゃんと美み紗さ貴きちゃんだった。

「あ、あれ？　聞き間違いかな？　ね、ねぇ雪ゆき瑚こちゃん。今、わたしがどれだけ頼んでも言ってくれなかった単語が聞こえたような気がしたんだけど──」

「妹さん。突然ではございますが、美紗貴お姉ちゃんと呼んでくださいませんか？　意味は考えず、とりあえず呼ぶだけでいいので」

　しかし、焦あせりながら迫る二人のサンタに対して雪瑚はそっぽを向く。

　それどころか、いかにも上から目線で見下ろすように──。

「……ふん。おまえ達ごときがお姉ちゃんを名乗るなんて、百年早いのです。うぬぼれるななのです、このビッチサンタども！」

「「ビ──ッ」」

　痛つう烈れつなひと言。

　勢いよく、肩出しサンタとミニスカサンタがうなだれる。

　え、ええっと……これは……？

「くすくす。あらあら、まさかクリスマスプレゼントに、こんなかわいい妹をいただけるなんて。秋あき月つきさんによる愛の告白は一度お断りしてましたけど……再考の余地がありますね」

「千ち秋あき、おま──からかうなよ」

　楽しそうに色目を向ける千秋に、思わず赤面。それをごまかすように舌打ちする。ったく、隼はや人とに聞かれたら怒られちまうぞ。

「やれやれ、何言ってんだか……うん？」

　しかし、呆あきれる暇ひまもなく。

　うなだれたように見えたかすみちゃんと美紗貴ちゃんは、こそこそと謎なぞの密談を始めていた。何だろう。

「とりあえず休戦を……」とか

「敵の敵は……」とか聞こえる。

　さらに、事件はまだ収まらない。

「ゆ、雪瑚ちゃん！　だったら僕ぼくのことも〝お姉ちゃん〟って呼んでよ！」

「木きの下したくん。キミは何を言っている」

　木下くんが、スーパーとんちんかんなことを言い始めた。

「ん？　何だ？　じゃあ俺おれも、お姉ちゃんに立候補すればいいのか」

「風かぜ城しろ。ちょっとマジで黙っててくれるか」

　続いてボケるのは風城のアホだ。だが、混乱はまだ終わらない。

「え、えと……坂さか本もとさん、自分はどうすれば……」

「悩むなもぴりん！　流れとか気にしなくていいから！」

　もじもじと恥じらうモヒカン頭に、激はげしくツッコむ。しかし、そう叫んだ位じゃ収まらないのが、夢ゆめ前さき光ひかりの集めたこのメンバーのアホなところだ。

「こうなったら偶然を装よそおって坂さか本もとくんの童どう貞ていを……いいよね、もう大学生だし」

「へ？　か、かすみちゃん？」

　あれ？　何か瞳ひとみが闇やみ色いろに染まってるんですけど。

「先せん輩ぱいの童貞さえ一番に奪うばえば……ちょろい先輩のことですから、脚あしでたぶらかせばすぐに」

「み、美み紗さ貴きちゃん？」

　あ、あなたの瞳もなんだか真っ黒なんですけど──。

　そして。

　じり、じり──と、二人が俺おれに歩み寄る。あ、やばい。

　本能でわかる。明らかに危機を感じる。

「…………」

　となれば。俺が取るべき行動は──。

「……逃げるぞ雪ゆき瑚こっ！」

「へ？　──うにゃああっ!?」

　勢いで。

　俺は、雪瑚の股またの間に頭を突っこみ、肩車してそのまま逃走してやった。

「あ、待って！　坂本くん！」「お待ちください、先輩！」

　後ろからは、慌あわてたような二人の声が縋すがる。ははは、さすがに今日は待てませんよ。

「ちょ──何するのですかにいさん！　ヘンタイ！」

「お、やっぱり大きくなってるか？」

　頭上で叫ぶのは我が妹だ。ぎゅっと俺の頭を摑つかみ、ぎゃあぎゃあと何かを叫んでいる。

　ああ。変わんねーな。

　小さくてしかめっ面つらで文句ばっかりで。でも、いつだって一いつ生しよう懸けん命めいで優やさしくて、そして──。

「雪瑚」

　俺は、言った。

「ありがとな。ずっと──〝側そばに〟いてくれて」

　あらゆる思い出をない交ぜにして、俺は感かん謝しやの気持ちを伝えた。

　かけがえのないあの一年間。それを、ずっと支えてくれていた妹に。

「……ふん」

　すると、雪瑚は鼻を鳴らす。

　もしかしたら素直な言葉を聞けるかも──なんて一いつ瞬しゆんだけ思うものの。

　その、かわいらしい口から放たれた言葉は、やっぱり予想通りのもので。




「だから何なのです。クズの分際で話しかけないでほしいのです！」




　しかめっ面つらが、そっぽを向いた。
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epilogue




　少女はペンを置いた。

　そして、大きく息を吐く。

　よし、これで完かん璧ぺきだ。これで何も問題はない。そう確信するように。

　目の前にある幾いくつかの手紙を見つめる。

　後はこれを雪ゆき瑚こちゃんに渡し、一年半後のクリスマスにそれぞれへと届けてもらえばいい。

　そうすれば、間違いなく自分はそこに生き返る。

　彼ならきっと、その意味を理解してくれるはずだから。

　何年経っても、彼ならきっと自分の考えを手に取るようにわかってくれるだろう。

　自分は間違いなく、クリスマスに生き返るのだ。

　少女はその時を想像する。

　一体それはどんな日になるだろうか。

　雪は降っているだろうか。月は出ているだろうか。吐く息は白いだろうか。

　その温度を、光景を想像する。

　同時に、一年半後に集つどう皆の姿を想像する。

　皆変わっているだろうか。

　かすみちゃんは大学生になって、少し小こ悪あく魔まになっているかもしれない。

　美み紗さ貴きちゃんは受験生で、もしかしたら疲れているかもしれない。

　風かぜ城しろくんとモヒカン君は、あまり変わらなさそうだ。既すでに完成形だし。

　木きの下したくんは一番想像がつかない。最もつとも予想を裏切る人物ナンバーワンだから。

　逆に雪瑚ちゃんは想像しやすい。ずばり、変化ゼロだろう。

　そして。

　最後の一人に想おもいを馳はせる。

　彼は、どうだろうか。

　一年半後の彼は、一体どんな姿になっているだろうか。

　髪かみはいい加減切るのだろうか。少し位愛想がよくなるのだろうか。

　想像は尽つきない。大好きな彼の未来を、あれやこれやと想像する。

　だけどやっぱり、最後に行き着く答えは同じだ。

　おそらく何だかんだで結局、変わらないだろう。確信を持って言える。

　と同時に、その結論に少女は安心する。

　不器用で人付き合いが下へ手たで、でも、魅み力りよくいっぱいの男の子。

　どうかいつまでも変わらないで。永遠に、わたしの愛したままのあなたでいて。

　少女は切に、そう願った。

　…………。

　その後も、少女は更さらに想像を繰くり広ひろげた。

　久しぶりに集まった皆は、どんな話をするのだろうか。

　最近どうだ？　あれからどうしてる？　そんな話を、誰だれからともなく始めるのだろう。

　久しぶりに会えたのだ。そんな話をしないわけがない。

　だけど、きっと。それだけじゃあないはず。自信がある。

　皆で集まれば必ず、これまでの思い出話をするだろう。

　あの時はああだった。この時はこうだった。

　そんな話を、彼を中心に繰り広げるはずだ。

　そうしたら。そうなれば。

　少女はその想像に、頰ほおを緩ゆるませる。

　そうなれば──そこに自分は生き返ることが出来るのだ。

　その瞬しゆん間かんが、驚おどろく彼の顔が、懐なつかしむ彼の顔が。楽しみで楽しみで仕方ない。

　一年半越しの再会に、彼は喜んでくれるだろうか。

　その顔を想像するだけで、彼の心を思い描くだけで、笑顔は止まらない。

　楽しい気持ちが、期待が、胸をわくわくさせてくれる。

　ああ、出会いはどうしてこんなにもすてきなのだろう。

　少女は心の底より、そう思った。

　────。

　だけど、その時だ。

（────っ）

　少女は気付く。いや、思い出す。

　思い描く光景に。その光景の意味に。

　久しぶりに楽しそうに集つどう皆。それを想像する自分。それが意味することに。

　訪れる一年半後のクリスマス。

　そこに──自分は存在しないのだ。

（…………）

　それは既すでにわかっていたこと。既に受け入れ、覚かく悟ごしていた現実。

　だけど今。楽しい未来を思い描き、期待を膨ふくらませたことで。

　少女はあらためて思い知らされてしまったのだ。

　もう生きられないのだと。

　もう離れ離れになってしまうのだと。

　もう──彼の側そばにいられる時間は短いのだと。

　…………。

　あれだけ輝かしい笑顔だったのに。少女は俯うつむき、顔を隠してしまった。

　一ひと筋すじの涙が零こぼれる。

　やっぱり、やっぱり何度考えても──別れは辛つらい。

　楽しい日々が終わってしまうのだ。

　もう、これまでの全すべての出会いに別れを告げなければならないのだ。

　その事実に。もうすぐやってくる未来に。

　恐きよう怖ふが止まらない。悲しみが、寂しさが。どこまでもどこまでも止まらない。

　もっとずっと、彼の側そばにいたい。でも、それは絶対に叶かなわない。

　少女は泣いた。死への恐怖ではない。彼との別れの恐怖ゆえに。

　少女は涙を流し続け──。

『うおりゃああああ！　元気か夢前光！』

「────────っ!?」

　────。

　──。

　しかしその時だった。

　それはいきなり。

　静まり返ったその空間に。突とつ如じよとして、響ひびき渡わたったのだった。

　飛びはねた心しん臓ぞうをおさえ、少女は辺りを見渡す。今の声の正体は何なのかと。

　そして、すぐに理解する。それが一体、何なのかを。

『ふははははは！　ビビったか！　ビビっただろ、夢前光！』

　声の正体は──ケータイのアラームだった。

　録ろく音おんした声が、この時間に再生されるよう設定されていたのだろう。しかも大音量で。

　少女は一体どういうことかと思うも、すぐに意味を知る。

『ふっふっふ。いつもいつも俺がイタズラされてばかりだと思ったら大間違いだぜ！　たまには俺だってやり返すんだからな！　それに何たって俺は──』

　続く言葉に、少女はハッとした。

『世界一のイタズラ少女に──イタズラの何たるかを仕込まれたんだぜ？　一生忘れられないレベルでな！』

（────！）

　少女は言葉を失う。彼の声が途絶えた後も。

　そうしてどれくらいした頃ころか。

　少女は、声を上げて笑い始めた。

　やられた。一本とられた。まさか自分が彼にいっぱい食わされるなんて。

　同時に、深く安心する。

　そうだ。確かに自分はいなくなる。だけど、でも。

　それで──彼が自分を忘れることはないみたいだ。

　だったら。何も恐れることはない。残された時間を、精せい一いつ杯ぱい生きよう。

　大好きな彼との、残された時間を。

　少女はノートを開く。

　そして、まっさらなページを開いた。

　さて、どんなことを書いてやろうか。

　イタズラされたお返しだ。更さらなるイタズラを書いて、彼を困らせてやろうか。

　イラストも添えたい。彼の頰ほおに、自分がキスをしているイラストなんてどうだろう。きっと彼は顔を赤くして困惑するだろう。

　さらに、さらに、さらに。

　彼のことを考えれば、次から次へとアイディアが浮かんでくる。

　そうだ。漫まん画が本ぼんに自分のメッセージを残してやろう。

　ふと開いた時に、彼が自分を思い描いてくれるように。

　いや、いっそのこと部屋中にメモを忍ばせてやるのだ。

　彼との二人だけのかくれんぼだ。数え切れない分身を忍ばせてやる。

　そう思いながら、少女はペンを走らせた。

　大好きな彼に。

　自分をたすけてくれた彼に。

　明日、生き返るキミに。

　夢の中で。キミの前で。永遠に輝く光となれるよう。




　不思議なノートに、命を綴つづった。
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あとがき




　おそらくこの本を手に取ってくださった方は、このシリーズを全巻買っていただいた方だと思います。というわけで、ちょっと三巻を手にとってもらえますか？　で、後ろの方のあとがきのページを開いてください。そこに何て書いてあります？　こんなこと書いてますよね。

『新作は案外すぐにお披ひ露ろ目めすることになると思います』

　そして一年後。今です。何が発売されたかって？

　ショートストーリー集ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

　……まぁ何があったかというと色々ありまして。新作を楽しみにしていただいている方には大変申し訳ないのですが、この一年を二行で振り返りますと、




　編集様「書けた？」

　藤ふじまる「スラーンプ♥♥♥♥」




　以上です。（すいませんごめんなさいお許しを）

　そんな感じで発売となったショートストーリー集なのですが、実は困ったことが起きまして。というのも、何か知らないですけど読者様への謝しや罪ざいも込めて、このあとがきを６ページも書きやがれという指令が届いたわけなのです。

　６ページて……。藤まるのあとがき６ページ読むとか、ただの苦行やん……。

　しかしまぁ言われた以上は書くしかなく。かといっていつものような駄だ文ぶんを６ページも読むのは読者様も退屈だろうと思いますので。ここからは本編の裏話を、どうでもいい与よ太た話ばなしと混ぜながらページ数を稼ぎたいと思います！

　というわけで、本日の制作秘話達はこちら。





★制作秘話①：日ひ雲ぐも先生は元々男キャラでした。



　はい。読者様からのお手紙を読む限りでは微妙に人気があるようなそうでもないような日雲先生なのですが。なんと彼女は、新人賞応募時点では男性キャラクターだったのです。

　なぜ男だったのかというと、人付き合いの苦手な秋あき月つきが唯ゆい一いつ、悩みを打ち明けている相手だったからというのが答えです。僕の中で、秋月は若い女性に声なんて掛けられないだろうというイメージだったので。

　しかし、にもかかわらず修正段階で日雲先生は性別転換を余よ儀ぎなくされました。

　そこそこお気に入りのキャラだったにもかかわらず、なぜそんなことになったのか。それを説明するには、編集様との壮絶なるやり取りを説明せねばなりません。一体どんなやりとりだったのか。それを二行で表しますと──。

　編集様「女キャラ増やしません？」

　藤ふじまる「あ、じゃあこの先生は女でいいっすよ」

　以上です。

　ラブコメだからしょうがないよね♪

　というわけで、日ひ雲ぐも先生は女になりました。ちなみに彼女の名前──『すてら』は、どっかの国の言葉で『恒こう星せい』といった意味があります。重要キャラには太陽や月に関連するワードを入れようという、どうでもいいこだわりの一いつ環かんでした。





★制作秘話②：歯医者さんと秘密の部屋・上



　藤まるはお菓子が好きで、よくもちゃもちゃと食べているのですが。それが祟たたって虫歯になってしまったことがあります。このままでは原げん稿こう執しつ筆ぴつに支し障しようが出る！　そう考えた僕は、小さい頃ころによく行っていた歯医者さんに向かったわけです。

　当然、そこの院長先生とは昔からの顔見知りなので、治ち療りようの合間にどうでもいい話なんかをするのですが。その時に、ふとあることに気付いたのです。

（まただ……）

　なぜか。

　治療の合間に、先生はちょくちょくと治療室の脇わきにある小部屋（？）に引っこむのです。休きゆう憩けいしているだけ──というわけでもなく、数分置きに入室しては十秒程ですぐに出てきて。それを何度も繰くり返かえすのを見ているうちに、そういえば小さい頃に通院していた時も、同じ疑問を抱いていたなぁと思い出したのです。

　一体あの部屋には何があるのか。バジリスクでも飼っているのか。

　そんな疑問は、ある日、唐突に明かされます。

「藤まるくーん。帰る前にちょっと寄ってってくれないー？」

「ッ!?」

　なんと、ある日の帰り間ま際ぎわ。先生の方から僕を秘密の部屋に案内してくれたのです。

（いよいよ長年の謎なぞが解ける……）

　ドキドキしながら、僕は先生の後に続きます。そしてついに、秘密の部屋に入室。

「実はさぁ藤まるくん。先生──」

「こ、これは……っ！」

　そこで藤まるが見たものとは!?

　──後編へ続く。





★制作秘話③：雪ゆき瑚こは元々いない子だった。



　今回の短編集における最初のエピソードと最終エピソードで主人公ばりの活かつ躍やくをしている、秋あき月つきの妹──雪ゆき瑚こちゃんなのですが。以前にもどこかで説明したかもしれませんが、この子は元々、本編には存在すらしていないキャラクターでした。秋月には妹なんていない設定だったのです。

　なのになぜ、登場するに至ったのか。それには、先述した日ひ雲ぐも先生は男だったエピソードが関わってきます。というのも、日雲先生が男だった場合──なんと、一巻の序じよ盤ばんに女キャラクターが一人も登場しないというラブコメではあり得ない事じ態たいが起きてしまったのです！

（ラブコメなのにこれはマズイよな……夢ゆめ前さき光ひかりも出てきてるとは言いい難がたいし……）

　そんなわけで急きゆう遽きよ、雪瑚ちゃん登場と相成りました。二秒ぐらいで考えたキャラが編集様に大ウケし、出番やイラストに恵まれるどころか表紙にまで出張ってる辺り、何が起こるかわからんもんです。





★制作秘話④：歯医者さんと秘密の部屋・下



　秘密の部屋で藤ふじまるが見たものとは──。

「いやぁ実は先生、株やってるんだけどね。パソコンの調子悪いから見てくんない？」

「株かよっ！」

　仕事中に何やってんだ！

　……しかし、わずかな時間も無む駄だにしないその根性が、医者として成功した秘ひ訣けつなのかなーとか思ったりもしました。しょうもないオチですんません（笑）。





★制作秘話⑤：明日、ボクは死ぬ。キミは生き返る。というシリーズについて



　えー。唐突ですが、『明日、ボクは死ぬ。キミは生き返る。』という作品への思い入れなんかを語っちゃったりしたいと思います。

　この作品は皆さんもお忘れの通り、新人賞を受賞したことで世に出たデビュー作なのですが。やはりそれに伴ともない、愛情たっぷりなシリーズでもあるわけです。それだけに二巻辺りで全部書き直すくらいに先の展開に詰つまりに詰まり。三巻で畳たたむしかないかーとなった時にもやっぱり寂しさなんかに襲おそわれたわけで。最高の形で終われたからいいじゃんかーと思いつつも、いやもうちょっと書けたんじゃないかーとか悩んでみたり……。

　ですがしかし！

　なんかよくわからんあれやこれやら偶然やら必然やらが重なり、その「もうちょっと」を今回実現させることが出来ました。久しぶりにこの作品を書けたこと、また、ほんの小さな未練を書き切ることが出来たのは、本当にラッキーでした。やっぱり好きな作品を書くのは楽しいです。これもひとえに皆さんの応おう援えんあってこそのものです。本当にありがとうございました。

　今度こそ、『明日、ボクは死ぬ。キミは生き返る。』シリーズを終了いたします！

　……たぶん！（笑）





★制作秘話⑥：次回作について。



　最後に、一冊の本が出来るまでの流れをご紹介しておきましょう。

　基本的には「企画　→　執しつ筆ぴつ　→　修正　→　校正」という手順を踏ふんで、本というものは出版されます。では、藤ふじまるの次回作はただ今どの辺なのかというと──。

　・企画　←この辺

　・執筆

　・修正

　・校正

　…………。

　うん！　順調だね！

　とまぁ中々に不ふ穏おんな空気が漂ただよっておりますが、それでもここから頑張っていこうかと思っている次第です。凡人の武器はあきらめない心ですからね。その時は皆さん、どうぞ応おう援えんをよろしくお願いいたします。そして気が付けばあとがきを７ページも書いてますね。書き過ぎました。まぁいいか！　こういうこともあるよね！

　では今回はこの辺で。お読みくださり、ありがとうございました。


藤まる
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藤ふじまる

88年、兵庫県のとある一家で弟として生まれる。姉がスーパーリア充なので劣等感がパない。そんなわけで理想の妹を追究していたら、いつの間にか姉が結婚してたよ！　おめでとう！　親の視線がますますパない！　戦いはまだまだ継続中！
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イラスト／[image: ]Ｓ[image: ]

魚座。ゲームやライトノベルでイラストを描いています。

趣味は写真。時代劇やミステリ物が大好きです。

自己紹介には慣れないです。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「藤まる先生」係
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初出




「CUT1：雪瑚、おにいさまのトクベツを探す。」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.32」（2013年7月号）

「CUT5：クリスマス、雪瑚はサンタになる。キミは生き返る。」／「ニコニコ連載小説」（2014年2月3日～2月24日掲載）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「prologue」「CUT2：バレンタインデー、キミはキューピッドになる。」「CUT3：明日、セクシードリームは滅びる。ヒーローは蘇る。」「CUT4：明日、俺は死ぬ。君は生き返る。」「epilogue」は書き下ろしです。












明日あした、ボクは死しぬ。キミは生いき返かえる。




～Sunrise & Sunset Story～








藤ふじまる
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